
　

1111
月
１
日
、渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
有
栖

月
１
日
、渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
有
栖

川
宮
記
念
ホ
ー
ル
で
永
年
勤
続
者
の
表

川
宮
記
念
ホ
ー
ル
で
永
年
勤
続
者
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、坂
口
𠮷
一
理
事
長
か

彰
式
が
行
わ
れ
、坂
口
𠮷
一
理
事
長
か

ら
、勤
続

ら
、勤
続
4545
年
・
年
・
4040
年
・
年
・
3030
年
・
年
・
2020
年
の
節

年
の
節

目
を
迎
え
た
本
法
人
傘
下
各
校
の
教
職

目
を
迎
え
た
本
法
人
傘
下
各
校
の
教
職

員
3535
人
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

人
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

【 

勤
続
45
年
】
大
和
博
幸（
以
上
大
学
）

大
和
博
幸（
以
上
大
学
）

【 

勤
続
40
年
】
日
野
朗
、
小
倉
健
、
和

日
野
朗
、
小
倉
健
、
和

合
香
代
子
、
井
口
良
子
（
以
上
大

合
香
代
子
、
井
口
良
子
（
以
上
大

学
）、
肆
矢
浩
一
（
国
学
院
高
等
学

学
）、
肆
矢
浩
一
（
国
学
院
高
等
学

校
）
校
）

【 

勤
続
30
年
】
岡
田
哲
、
村
山
雅
人
、

岡
田
哲
、
村
山
雅
人
、

加
藤
季
夫
、
澤
井
隆
、
門
平
浩
司

加
藤
季
夫
、
澤
井
隆
、
門
平
浩
司

（
以
上
大
学
）、
安
田
義
明
（
以

（
以
上
大
学
）、
安
田
義
明
（
以

上
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学

上
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学

部
）、
細
谷
資
治
、
添
田
正
吉
、
福

部
）、
細
谷
資
治
、
添
田
正
吉
、
福

田
篤
子
、
髙
橋
秀
明
、
藤
原
英
吾
、

田
篤
子
、
髙
橋
秀
明
、
藤
原
英
吾
、

細
窪
百
合
子
（
以
上
国
学
院
大
学
久

細
窪
百
合
子
（
以
上
国
学
院
大
学
久

我
山
中
学
高
等
学
校
）

我
山
中
学
高
等
学
校
）

【 

勤
続
20
年
】
浅
野
春
二
、
秋
澤
亙
、

浅
野
春
二
、
秋
澤
亙
、

石
川
則
夫
、
柴
田
紳
一
、
高
橋
昌
一

石
川
則
夫
、
柴
田
紳
一
、
高
橋
昌
一

郎
、
林
和
生
、
針
本
正
行
、
大
坂

郎
、
林
和
生
、
針
本
正
行
、
大
坂

健
、
小
木
曽
道
夫
、
久
保
田
裕
子
、

健
、
小
木
曽
道
夫
、
久
保
田
裕
子
、

古
沢
広
祐
、
武
田
秀
章
、
近
藤
良

古
沢
広
祐
、
武
田
秀
章
、
近
藤
良

彦
、
後
藤
匠
、
安
西
晴
美
、
福
山
康

彦
、
後
藤
匠
、
安
西
晴
美
、
福
山
康

一
郎
、
小
林
香
（
以
上
大
学
）

一
郎
、
小
林
香
（
以
上
大
学
）
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日
本
を
は
じ
め
世
界

日
本
を
は
じ
め
世
界

で
発
生
す
る
近
年
の

で
発
生
す
る
近
年
の

自
然
災
害
を
思
う

自
然
災
害
を
思
う

と
、
対
応
の
完
備
が

と
、
対
応
の
完
備
が

難
し
い
こ
と
は
周
知

難
し
い
こ
と
は
周
知

の
こ
と
で
あ
る
。
ど

の
こ
と
で
あ
る
。
ど

れ
だ
け
備
え
て
も
、

れ
だ
け
備
え
て
も
、

必
ず
そ
れ
を
上
回
る

必
ず
そ
れ
を
上
回
る

災
害
は
実
在
す
る
。

災
害
は
実
在
す
る
。

と
は
言
え
、
出
来
る
限
り
の

と
は
言
え
、
出
来
る
限
り
の

準
備
は
必
要
で
あ
ろ
う
▼
近

準
備
は
必
要
で
あ
ろ
う
▼
近

年
の
大
災
害
の
中
で
、
か
つ

年
の
大
災
害
の
中
で
、
か
つ

て
と
比
較
し
て
犠
牲
者
が
減

て
と
比
較
し
て
犠
牲
者
が
減

少
傾
向
に
あ
る
の
は
、
被
災

少
傾
向
に
あ
る
の
は
、
被
災

の
経
験
則
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
経
験
則
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。
阪
神
淡
路
大
震

の
で
あ
る
。
阪
神
淡
路
大
震

災
、
新
潟
中
越
地
震
後
、
建

災
、
新
潟
中
越
地
震
後
、
建

築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
た
。

築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
た
。

負
の
遺
産
か
ら
健
全
な
改
革

負
の
遺
産
か
ら
健
全
な
改
革

は
望
ま
し
い
進
歩
で
あ
ろ
う

は
望
ま
し
い
進
歩
で
あ
ろ
う

▼
江
戸
幕
府
は
、
ペ
リ
ー
来

▼
江
戸
幕
府
は
、
ペ
リ
ー
来

航
の
１
年
も
前
に
米
艦
隊
来

航
の
１
年
も
前
に
米
艦
隊
来

航
の
知
ら
せ
を
受
け
て
い

航
の
知
ら
せ
を
受
け
て
い

た
。
近
世
史
に
詳
し
い
方
な

た
。
近
世
史
に
詳
し
い
方
な

ら
ご
存
知
の
史
実
で
あ
る
。

ら
ご
存
知
の
史
実
で
あ
る
。

結
局
特
段
策
も
な
く
、
そ
の

結
局
特
段
策
も
な
く
、
そ
の

時
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
▼

時
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
▼

後
世
の
我
々
か
ら
す
れ
ば
、

後
世
の
我
々
か
ら
す
れ
ば
、

そ
の
そ
の
1010
年
も
前
に
中
国
で
は

年
も
前
に
中
国
で
は

ア
ヘ
ン
戦
争
が
起
こ
り
、
欧

ア
ヘ
ン
戦
争
が
起
こ
り
、
欧

米
の
脅
威
が
近
付
い
て
い
る

米
の
脅
威
が
近
付
い
て
い
る

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

は
あ
る
ま
い
。
あ
る
い
は
当

は
あ
る
ま
い
。
あ
る
い
は
当

時
の
武
力
で
欧
米
に
立
ち
向

時
の
武
力
で
欧
米
に
立
ち
向

か
え
る
と
過
信
し
て
い
た
か

か
え
る
と
過
信
し
て
い
た
か

▼
人
災
な
ら
予
知
の
確
立
も

▼
人
災
な
ら
予
知
の
確
立
も

高
ま
り
、
対
策
も
立
て
得
よ

高
ま
り
、
対
策
も
立
て
得
よ

う
。
ま
し
て
米
艦
隊
が
１
年

う
。
ま
し
て
米
艦
隊
が
１
年

後
に
来
航
す
る
の
で
あ
れ
ば

後
に
来
航
す
る
の
で
あ
れ
ば

な
お
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

な
お
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
自
然
災
害
は
そ
の
規
模
も

し
自
然
災
害
は
そ
の
規
模
も

未
知
数
で
あ
る
。
対
策
を
講

未
知
数
で
あ
る
。
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
未
曽
有
の
被
害

じ
な
け
れ
ば
未
曽
有
の
被
害

を
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら
な

を
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
こ
に
杞
憂
と
言
う
言

い
。
こ
こ
に
杞
憂
と
言
う
言

葉
は
存
在
し
な
い
▼
法
人
の

葉
は
存
在
し
な
い
▼
法
人
の

危
機
管
理
も
同
様
で
あ
る
。

危
機
管
理
も
同
様
で
あ
る
。

そ
の
落
ち
度
で
廃
業
す
る
企

そ
の
落
ち
度
で
廃
業
す
る
企

業
す
ら
存
在
す
る
。
社
員
た

業
す
ら
存
在
す
る
。
社
員
た

ち
の
退
職
を
強
い
ら
れ
る
姿

ち
の
退
職
を
強
い
ら
れ
る
姿

を
思
え
ば
、
管
理
体
制
の
重

を
思
え
ば
、
管
理
体
制
の
重

要
性
も
理
解
で
き
る
は
ず
で

要
性
も
理
解
で
き
る
は
ず
で

あ
る
。

あ
る
。

11月平成28年

祭　

儀

▽
月
次
祭
・
新
嘗
祭

▽
月
次
祭
・
新
嘗
祭

　

1212
月
１
日
（
木
）　

午
前

月
１
日
（
木
）　

午
前
1010
時　

神
殿

時　

神
殿

「
上
州
河
原
湯
」

雹
ふ
り
て　

秋　

た
の
み
な
し
。

雹
ふ
り
て　

秋　

た
の
み
な
し
。

　

村
の
う
ち
に
、
旅
を
ど
り
子
も

　

村
の
う
ち
に
、
旅
を
ど
り
子
も

　
　

入
れ
じ　

と
い
ふ
な
り

　
　

入
れ
じ　

と
い
ふ
な
り

 

（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」
）

（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」
）

 

釈　

迢
空

お
悔
み

お
悔
み

　

三
笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下
の
薨
去

　

三
笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下
の
薨
去

を
、
役
教
職
員
学
生
一
同
、
謹
ん

を
、
役
教
職
員
学
生
一
同
、
謹
ん

で
お
悔
み
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

で
お
悔
み
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

 
学
校
法
人
国
学
院
大
学

坂口理事長から表彰を受ける大和教授（写真左）

　

午
前
９
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
神

　

午
前
９
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
神

殿
で
創
立
記
念
祭（
斎
主
・
大
野
靖
仁
神

殿
で
創
立
記
念
祭（
斎
主
・
大
野
靖
仁
神

殿
奉
斎
員
・
神
道
研
修
事
務
部
長
）が
斎

殿
奉
斎
員
・
神
道
研
修
事
務
部
長
）が
斎

行
さ
れ
た
。坂
口
𠮷
一
理
事
長
を
は
じ

行
さ
れ
た
。坂
口
𠮷
一
理
事
長
を
は
じ

め
法
人
役
職
員
、赤
井
益
久
学
長
、大
学

め
法
人
役
職
員
、赤
井
益
久
学
長
、大
学

役
教
職
員
・
学
生
、来
賓
、法
人
傘
下
各

役
教
職
員
・
学
生
、来
賓
、法
人
傘
下
各

校
の
役
教
職
員
・
生
徒
、国
学
院
大
学
院

校
の
役
教
職
員
・
生
徒
、国
学
院
大
学
院

友
会
関
係
者
な
ど
が
参
列
し
た
。

友
会
関
係
者
な
ど
が
参
列
し
た
。

　

午
前

　

午
前
1010
時
3030
分
か
ら
は
関
係
物
故
者

分
か
ら
は
関
係
物
故
者

慰
霊
祭
（
斎
主
・
茂
木
貞
純
神
殿
奉
斎

慰
霊
祭
（
斎
主
・
茂
木
貞
純
神
殿
奉
斎

員
・
神
道
文
化
学
部
教
授
）
が
、
渋
谷

員
・
神
道
文
化
学
部
教
授
）
が
、
渋
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
百
周
年
記
念
館
記
念
講
堂

キ
ャ
ン
パ
ス
百
周
年
記
念
館
記
念
講
堂

で
執
り
行
わ
れ
た
。

で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
慰
霊
祭
は
皇
典
講
究
所
初
代
総

　

こ
の
慰
霊
祭
は
皇
典
講
究
所
初
代
総

裁
の
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
を
は
じ
め
、

裁
の
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
を
は
じ
め
、

創
立
以
来
本
学
関
係
者
で
物
故
せ
ら
れ

創
立
以
来
本
学
関
係
者
で
物
故
せ
ら
れ

た
役
教
職
員
の
方
々
、
学
業
半
ば
で
没

た
役
教
職
員
の
方
々
、
学
業
半
ば
で
没

せ
ら
れ
た
方
々
、
学
徒
出
陣
で
戦
場
に

せ
ら
れ
た
方
々
、
学
徒
出
陣
で
戦
場
に

倒
れ
ら
れ
た
方
々
、
と
り
わ
け
昨
年

倒
れ
ら
れ
た
方
々
、
と
り
わ
け
昨
年
1010

月
１
日
以
降
に
物
故
せ
ら
れ
た
方
々
の

月
１
日
以
降
に
物
故
せ
ら
れ
た
方
々
の

御
霊
を
迎
え
、
本
法
人
の
行
く
先
を
祈

御
霊
を
迎
え
、
本
法
人
の
行
く
先
を
祈

念
す
る
も
の
で
あ
る
。

念
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

当
日
は
遺
族
を
は
じ
め
、
坂
口
理
事

　

当
日
は
遺
族
を
は
じ
め
、
坂
口
理
事

長
、
赤
井
学
長
以
下
、
法
人
役
職
員
、

長
、
赤
井
学
長
以
下
、
法
人
役
職
員
、

大
学
役
教
職
員
、
法
人
傘
下
各
校
の
役

大
学
役
教
職
員
、
法
人
傘
下
各
校
の
役

教
職
員
・
生
徒
、
院
友
会
関
係
者
な
ど

教
職
員
・
生
徒
、
院
友
会
関
係
者
な
ど

が
参
列
し
た
。
斎
主
に
よ
り
祭
詞
が

が
参
列
し
た
。
斎
主
に
よ
り
祭
詞
が

奏
上
さ
れ
た
後
、
伶
人
の
奉
仕
に
よ

奏
上
さ
れ
た
後
、
伶
人
の
奉
仕
に
よ

る
「
追
慕
歌
」、
学
生
の
奉
仕
に
よ
る

る
「
追
慕
歌
」、
学
生
の
奉
仕
に
よ
る

「
慰
霊
の
舞
」、
フ
ォ
イ
エ
ル
・
コ
ー

「
慰
霊
の
舞
」、
フ
ォ
イ
エ
ル
・
コ
ー

ル
混
声
合
唱
団
の
奉
仕
に
よ
る
「
追
悼

ル
混
声
合
唱
団
の
奉
仕
に
よ
る
「
追
悼

歌
」
の
奉
納
が
続
い
た
。

歌
」
の
奉
納
が
続
い
た
。

　

次
に
、
斎
主
、
坂
口
理
事
長
、
赤
井

　

次
に
、
斎
主
、
坂
口
理
事
長
、
赤
井

学
長
、
遺
族
、
学
生
・
生
徒
代
表
ら

学
長
、
遺
族
、
学
生
・
生
徒
代
表
ら

が
、
玉
串
拝
礼
を
し
て
、
滞
り
な
く
祭

が
、
玉
串
拝
礼
を
し
て
、
滞
り
な
く
祭

典
を
終
え
た
。

典
を
終
え
た
。

創立134年を迎えて創立134年を迎えて
　

1111
月
１
日
に
１
３
４
回
目
の
本
学
創
立
記
念
日
（

月
１
日
に
１
３
４
回
目
の
本
学
創
立
記
念
日
（
1111
月
４
日
）
を
前

月
４
日
）
を
前

に
、
創
立
記
念
祭
を
は
じ
め
、
関
係
物
故
者
慰
霊
祭
、
永
年
勤
続
者
表
彰

に
、
創
立
記
念
祭
を
は
じ
め
、
関
係
物
故
者
慰
霊
祭
、
永
年
勤
続
者
表
彰

式
が
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
挙
行
さ
れ
た
。

式
が
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
挙
行
さ
れ
た
。

神
道
文
化
学
部
学
生
に
よ
る
浦
安
の
舞（
創
立
記
念
祭
）

祭
詞
奏
上（
関
係
物
故
者
慰
霊
祭
）

　

経
団
連
は
９
月

　

経
団
連
は
９
月
1212
日
、新
卒

日
、新
卒

学
生
の
就
職
活
動
の
日
程
を
、

学
生
の
就
職
活
動
の
日
程
を
、

来
年（
平
成

来
年（
平
成
3030
年
３
月
卒
）も
今

年
３
月
卒
）も
今

年（年（
2929
年
３
月
卒
）と
同
じ「
３

年
３
月
卒
）と
同
じ「
３

月
に
説
明
会
解
禁
」「
６
月
に
採

月
に
説
明
会
解
禁
」「
６
月
に
採

用
面
接
な
ど
選
考
解
禁
」と
す

用
面
接
な
ど
選
考
解
禁
」と
す

る
方
針
を
正
式
に
決
め
た
。

る
方
針
を
正
式
に
決
め
た
。

　

本
学
で
は
、
平
成

　

本
学
で
は
、
平
成
3030
年
卒
の

年
卒
の

現
３
年
生
を
対
象
と
し
た
就
職

現
３
年
生
を
対
象
と
し
た
就
職

活
動
対
策
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を

活
動
対
策
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を

こ
の
秋
か
ら
本
格
的
に
開
始
し

こ
の
秋
か
ら
本
格
的
に
開
始
し

て
い
る
。

て
い
る
。
1010
月
2424
日
か
ら
は
大

日
か
ら
は
大

手
企
業
・
優
良
企
業
に
よ
る

手
企
業
・
優
良
企
業
に
よ
る

「
業
界
セ
ミ
ナ
ー
」
を
渋
谷
キ

「
業
界
セ
ミ
ナ
ー
」
を
渋
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
で
連
日
実
施
。

ャ
ン
パ
ス
で
連
日
実
施
。
1212
月

2222
日
（
木
）
ま
で
の
期
間
中
、

日
（
木
）
ま
で
の
期
間
中
、

就
活
解
禁
後
の
個
別
の
企
業
説

就
活
解
禁
後
の
個
別
の
企
業
説

明
会
で
は
予
約
が
取
れ
な
い
と

明
会
で
は
予
約
が
取
れ
な
い
と

い
わ
れ
る
大
手
・
優
良
企
業
約

い
わ
れ
る
大
手
・
優
良
企
業
約

１
０
０
社
の
採
用
担
当
者
ら
が

１
０
０
社
の
採
用
担
当
者
ら
が

来
校
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
の

来
校
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
の

特
徴
や
企
業
理
念
な
ど
を
説
明

特
徴
や
企
業
理
念
な
ど
を
説
明

す
る
。

す
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
初
日
に
は
、
損
害

　

セ
ミ
ナ
ー
初
日
に
は
、
損
害

保
険
大
手
の
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ

保
険
大
手
の
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ

イ
同
和
損
害
保
険
、
大
手
総
合

イ
同
和
損
害
保
険
、
大
手
総
合

商
社
の
豊
田
通
商
が
説
明
会
を

商
社
の
豊
田
通
商
が
説
明
会
を

行
っ
た
。
説
明
は
、
仕
事
の
紹

行
っ
た
。
説
明
は
、
仕
事
の
紹

介
の
ほ
か
、
企
業
の
戦
略
な
ど

介
の
ほ
か
、
企
業
の
戦
略
な
ど

に
も
お
よ
び
、
学
生
た
ち
も
熱

に
も
お
よ
び
、
学
生
た
ち
も
熱

心
に
質
問
す
る
様
子
が
見
受
け

心
に
質
問
す
る
様
子
が
見
受
け

ら
れ
た
。

ら
れ
た
。

　

業
界
セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
ち

　

業
界
セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
ち
2424

日
正
午
過
ぎ
か
ら
は
渋
谷
キ
ャ

日
正
午
過
ぎ
か
ら
は
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
中
庭
で
「
就
勝
出
陣

ン
パ
ス
中
庭
で
「
就
勝
出
陣

式
」
が
行
わ
れ
、
全
学
応
援
団

式
」
が
行
わ
れ
、
全
学
応
援
団

が
学
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
ほ

が
学
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
ほ

か
、
３
年
生

か
、
３
年
生

代
表
の
若
佐

代
表
の
若
佐

一
真
君
（
法

一
真
君
（
法

３
）
が
「
就

３
）
が
「
就

職
活
動
を
最

職
活
動
を
最

後
ま
で
諦
め

後
ま
で
諦
め

ず
に
戦
い
抜

ず
に
戦
い
抜

く
」
と
決
意

く
」
と
決
意

を
述
べ
た
。

を
述
べ
た
。

　

藤
形
正
俊

　

藤
形
正
俊

学
生
事
務
部

学
生
事
務
部

就
職
担
当
部

就
職
担
当
部

長
は
「
年
明

長
は
「
年
明

け
か
ら
始
ま

け
か
ら
始
ま

る
説
明
会
で

る
説
明
会
で

は
予
約
が
取

は
予
約
が
取

れ
な
い
よ
う

れ
な
い
よ
う

な
企
業
に
お

な
企
業
に
お

越
し
い
た
だ

越
し
い
た
だ

く
」
と
業
界

く
」
と
業
界

セ
ミ
ナ
ー
へ

セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加
を
学
生
た
ち
に
強
く
勧

の
参
加
を
学
生
た
ち
に
強
く
勧

め
た
。

め
た
。

　

業
界
セ
ミ
ナ
ー
は
、
３
年
生

　

業
界
セ
ミ
ナ
ー
は
、
３
年
生

の
ほ
か
下
級
生
も
対
象
。
参
加

の
ほ
か
下
級
生
も
対
象
。
参
加

申
し
込
み
は
、
Ｋ
‐
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ

申
し
込
み
は
、
Ｋ
‐
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ

Ｙ
の
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ

Ｙ
の
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
」
か
ら
で
き
る
。
詳
細

ス
テ
ム
」
か
ら
で
き
る
。
詳
細

は
９
面
別
項
参
照
。

は
９
面
別
項
参
照
。

就職活動へ意識高める
大手・優良企業招き業界セミナー

説明を熱心に聞く学生

創
立
記
念
祭永

年
勤
続
者
表
彰
式

関
係
物
故
者
慰
霊
祭

主 な 内 容

 ２面　学生たちが渋谷区長に施策提言

 ３面　 平成29年度学費一覧

 ４面　経済学部連続講演会

 ５面　共育フェス、国際研究フォーラム

 ６面　ホームカミングデー

 ７面　キャンパス見学会、観月祭

 ８面　博物館企画展

 ９面　インフォダイジェスト

10面　若木学友会が予算など承認

11面　全日本大学駅伝総合９位

12面　箱根駅伝予選会突破
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国
学
院
大
学
の
平
成

　

国
学
院
大
学
の
平
成
2828
年
度
年
度

９
月
卒
業
は
１
０
１
人
か
ら
申

９
月
卒
業
は
１
０
１
人
か
ら
申

請
が
あ
り
、
前
期
開
講
科
目
の

請
が
あ
り
、
前
期
開
講
科
目
の

成
績
評
価
に
よ
り

成
績
評
価
に
よ
り
8383
人
の
９
月

人
の
９
月

3030
日
付
卒
業
が
確
定
し
た
。

日
付
卒
業
が
確
定
し
た
。

　

卒
業
期
は

　

卒
業
期
は
125125
期
で
、
卒
業
式

期
で
、
卒
業
式

典
は
平
成

典
は
平
成
2929
年
３
月

年
３
月
1919
日

（
日
）
に
行
わ
れ
る
。
開
始
時

（
日
）
に
行
わ
れ
る
。
開
始
時

刻
・
会
場
は
９
面
「
イ
ン
フ
ォ

刻
・
会
場
は
９
面
「
イ
ン
フ
ォ

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」、
大
学
ホ
ー

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」、
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の
こ
と
。

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の
こ
と
。

　

な
お
、
学
部
ご
と
に
各
学
部

　

な
お
、
学
部
ご
と
に
各
学
部

長
室
で
行
わ
れ
た
卒
業
証
書
授

長
室
で
行
わ
れ
た
卒
業
証
書
授

与
日
と
所
属
学
部
学
科
別
の
卒

与
日
と
所
属
学
部
学
科
別
の
卒

業
生
数
は
次
の
と
お
り
。

業
生
数
は
次
の
と
お
り
。

◎
文
学
部
（
９
月

（
９
月
2626
日
）
＝

日
）
＝
2424

人
▽
人
▽
哲
５
人

哲
５
人
▽
史
６
人

史
６
人
▽
日
本

▽
日
本

文
７
人

文
７
人
▽
中
国
文
３
人

中
国
文
３
人
▽
外
国

▽
外
国

語
文
化
３
人

語
文
化
３
人
◎
経
済
学
部
（
９
（
９

月
2727
日
）
＝

日
）
＝
2828
人
▽
経
済

人
▽
経
済
1515
人

▽
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
６

経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
６

人
▽
人
▽
経
営
７
人

経
営
７
人
◎
法
学
部
（
９
（
９

月
2626
日
）
＝

日
）
＝
2222
人
▽
法
律
専
攻

人
▽
法
律
専
攻 

1919
人
▽
人
▽
法
律
専
門
職
専
攻
１
人

法
律
専
門
職
専
攻
１
人

▽
政
治
専
攻
２
人

政
治
専
攻
２
人
◎
神
道
文
化

学
部
（
９
月

（
９
月
2929
日
）
＝
６
人

日
）
＝
６
人
▽

神
道
文
化
６
人

神
道
文
化
６
人
◎
人
間
開
発
学

部
（
９
月

（
９
月
2121
日
）
＝
３
人

日
）
＝
３
人
▽
初
▽
初

等
教
育
２
人

等
教
育
２
人
▽
健
康
体
育
１
人

健
康
体
育
１
人

平
成
28
年
度
９
月
の

卒
業
生
は
83
人

キャンパス改修 設備を新たに

 

1010
月
1111
日
か
ら

日
か
ら
1414
日
ま
で
、
渋
谷
キ

日
ま
で
、
渋
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
多

ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
で
、
国
際
交
流
課
が
主
催

目
的
ホ
ー
ル
で
、
国
際
交
流
課
が
主
催

す
る
学
内
留
学
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ

す
る
学
内
留
学
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ

た
。
語
学
留
学
を
目
指
す
学
生
た
ち
を

た
。
語
学
留
学
を
目
指
す
学
生
た
ち
を

対
象
に
し
た
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
回
が

対
象
に
し
た
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
回
が

初
め
て
の
試
み
。
留
学
経
験
者
に
よ
る

初
め
て
の
試
み
。
留
学
経
験
者
に
よ
る

ミ
ニ
プ
レ
ゼ
ン
、
質
問
会
や
国
際
交
流

ミ
ニ
プ
レ
ゼ
ン
、
質
問
会
や
国
際
交
流

課
員
に
よ
る
個
人
相
談
ブ
ー
ス
、
本
学

課
員
に
よ
る
個
人
相
談
ブ
ー
ス
、
本
学

の
協
定
校
の
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
が
設

の
協
定
校
の
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
が
設

置
さ
れ
、
留
学
に
興
味
を
持
つ
学
生
ら

置
さ
れ
、
留
学
に
興
味
を
持
つ
学
生
ら

が
連
日
足
を
運
ん
だ
。

が
連
日
足
を
運
ん
だ
。

　

期
間
中
は
、本
学
の
協
定
校
へ
の
留
学

期
間
中
は
、本
学
の
協
定
校
へ
の
留
学

や
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
、休
学
を
し
て
留
学

や
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
、休
学
を
し
て
留
学

に
参
加
し
た
学
生
が
、留
学
先
で
の
経
験

に
参
加
し
た
学
生
が
、留
学
先
で
の
経
験

談
を
紹
介
し
た
。

談
を
紹
介
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
際
交
流
課
員
が
留
学

　

こ
の
ほ
か
、
国
際
交
流
課
員
が
留
学

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
る
ブ
ー
ス

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
る
ブ
ー
ス

を
終
日
開
設
し
、

を
終
日
開
設
し
、
5050
人
を
超
え
る
学
生

人
を
超
え
る
学
生

が
訪
れ
た
。

が
訪
れ
た
。

　

1010
月
2929
日
、
本
学
特
別
招
聘

日
、
本
学
特
別
招
聘

教
授
の
彬
子
女
王
殿
下
が
総
裁

教
授
の
彬
子
女
王
殿
下
が
総
裁

を
務
め
る
一
般
社
団
法
人
心
游

を
務
め
る
一
般
社
団
法
人
心
游

舎
と
本
学
共
催
の
「
お
米
つ
く

舎
と
本
学
共
催
の
「
お
米
つ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
一
環

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
一
環

と
し
て
、
彌
彦
神
社
（
新
潟
県

と
し
て
、
彌
彦
神
社
（
新
潟
県

西
蒲
原
郡
）
に
収
穫
し
た
米
を

西
蒲
原
郡
）
に
収
穫
し
た
米
を

奉
納
し
た
。
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

奉
納
し
た
。
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
農
薬
や
機
械
に
頼
ら
な

プ
は
、
農
薬
や
機
械
に
頼
ら
な

い
「
自
然
栽
培
」
に
よ
る
コ
メ

い
「
自
然
栽
培
」
に
よ
る
コ
メ

づ
く
り
を
実
践
。
今
年
６
月
の

づ
く
り
を
実
践
。
今
年
６
月
の

田
植
え
、
草
取
り
（
８
月
）、

田
植
え
、
草
取
り
（
８
月
）、

稲
刈
り
（

稲
刈
り
（
1010
月
）
に
彬
子
女
王

月
）
に
彬
子
女
王

殿
下
が
参
加
さ
れ
、
本
学
学
生

殿
下
が
参
加
さ
れ
、
本
学
学
生

や
地
元
住
民
ら
と
共
に
活
動
を

や
地
元
住
民
ら
と
共
に
活
動
を

行
っ
て
き
た
。

行
っ
て
き
た
。

　

石
井
研
士
副
学
長
・
神
道
文

　

石
井
研
士
副
学
長
・
神
道
文

化
学
部
教
授
を
は
じ
め
、
奉
納

化
学
部
教
授
を
は
じ
め
、
奉
納

に
参
列
し
た
教
職
員
、
学
生
、

に
参
列
し
た
教
職
員
、
学
生
、

心
游
舎
関
係
者
は
、
午
前

心
游
舎
関
係
者
は
、
午
前
1010
時

に
彌
彦
神
社
に
到
着
し
、
自
然

に
彌
彦
神
社
に
到
着
し
、
自
然

栽
培
で
育
て
て
収
穫
し
た
米
を

栽
培
で
育
て
て
収
穫
し
た
米
を

神
社
に
奉
納
し
た
。
参
列
者

神
社
に
奉
納
し
た
。
参
列
者

は
、
こ
こ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

は
、
こ
こ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
無
事
と
豊
か
な
み
の
り

ッ
プ
の
無
事
と
豊
か
な
み
の
り

へ
の
感
謝
を
奉
告
し
て
、
参
拝

へ
の
感
謝
を
奉
告
し
て
、
参
拝

は
終
了
と
な
っ
た
。

は
終
了
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
お
米
つ
く
り
ワ
ー
ク

　

な
お
、
お
米
つ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
総
括
と
し
て
、
栽

シ
ョ
ッ
プ
の
総
括
と
し
て
、
栽

培
で
収
穫
し
た
米
を
漆
塗
り
の

培
で
収
穫
し
た
米
を
漆
塗
り
の

お
椀
で
い
た
だ
く
食
事
会
を
、

お
椀
で
い
た
だ
く
食
事
会
を
、

本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
予
定

本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
予
定

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
、
渋
谷
区
と
の
取
り
組
み
に
つ

て
、
渋
谷
区
と
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
学
生
た
ち
が
施
策
を
提
案
す

い
て
学
生
た
ち
が
施
策
を
提
案
す

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
1010

月
1919
日
午
後
１
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ

日
午
後
１
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
若
木
タ
ワ
ー
有
栖
川
宮
記

ン
パ
ス
若
木
タ
ワ
ー
有
栖
川
宮
記

念
ホ
ー
ル
に
長
谷
部
健
渋
谷
区
長

念
ホ
ー
ル
に
長
谷
部
健
渋
谷
区
長

を
迎
え
実
施
さ
れ
た
。

を
迎
え
実
施
さ
れ
た
。

　

区
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定

　

区
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定

を
結
ん
で
い
る
本

を
結
ん
で
い
る
本

学
で
は
、「
渋
谷

学
で
は
、「
渋
谷

で
、
東
京
オ
リ
ン

で
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
ど
の

ン
ピ
ッ
ク
を
ど
の

よ
う
に
盛
り
上
げ

よ
う
に
盛
り
上
げ

る
か
？
」
な
ど
を

る
か
？
」
な
ど
を

募
集
テ
ー
マ
に
、

募
集
テ
ー
マ
に
、

今
年
５
月
か
ら
広

今
年
５
月
か
ら
広

く
学
生
か
ら
企
画

く
学
生
か
ら
企
画

提
言
を
受
け
付
け

提
言
を
受
け
付
け

て
き
た
。
２
０
０

て
き
た
。
２
０
０

件
に
迫
る
学
生
個

件
に
迫
る
学
生
個

人
、
団
体
か
ら
の

人
、
団
体
か
ら
の

提
案
が
出
さ
れ
、

提
案
が
出
さ
れ
、

事
前
の
学
内
選
考

事
前
の
学
内
選
考

を
経
て
、
同
日
は

を
経
て
、
同
日
は

1111
組
が
長
谷
部
区

組
が
長
谷
部
区

長
や
赤
井
益
久
学

長
や
赤
井
益
久
学

長
ら
を
前
に
プ
レ

長
ら
を
前
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。

を
行
っ
た
。

　

1111
組
の
学
生
は
、
数
カ
月
に
わ

組
の
学
生
は
、
数
カ
月
に
わ

た
っ
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
施
策

た
っ
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
施
策

を
提
案
。
プ
レ
ゼ
ン
に
対
し
、
長

を
提
案
。
プ
レ
ゼ
ン
に
対
し
、
長

谷
部
区
長
、
赤
井
学
長
か
ら
質
問

谷
部
区
長
、
赤
井
学
長
か
ら
質
問

や
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
さ

や
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
さ

れ
予
定
の
時
間
を
超
過
し
て
進
め

れ
予
定
の
時
間
を
超
過
し
て
進
め

ら
れ
た
。
審
査
の
結
果
、
渋
谷
区

ら
れ
た
。
審
査
の
結
果
、
渋
谷
区

長
賞
に
は
「
日
本
文
化
ボ
ラ
ン
テ

長
賞
に
は
「
日
本
文
化
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座
・
体
験

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座
・
体
験

イ
ベ
ン
ト
」﹇
富
澤
明
久
君
（
博

イ
ベ
ン
ト
」﹇
富
澤
明
久
君
（
博

前
文
１
）・
関
優
里
絵
さ
ん
（
外

前
文
１
）・
関
優
里
絵
さ
ん
（
外

文
３
）﹈
が
、
学
長
賞
に
は
「
渋

文
３
）﹈
が
、
学
長
賞
に
は
「
渋

谷
区
の
人
を
つ
な
ぎ
、
オ
リ
ン
ピ

谷
区
の
人
を
つ
な
ぎ
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
楽
し
み
に
な
る
冊
子
・
動

ッ
ク
が
楽
し
み
に
な
る
冊
子
・
動

画
の
作
成
」（
学
生
ア
ド
バ
イ
ザ

画
の
作
成
」（
学
生
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
３
）
が
選
ば
れ
た
。

ー
３
）
が
選
ば
れ
た
。

　

審
査
を
終
え
て
赤
井
学
長
は
、

　

審
査
を
終
え
て
赤
井
学
長
は
、

「
実
現
性
が
あ
る
か
、
普
遍
化
で

「
実
現
性
が
あ
る
か
、
普
遍
化
で

き
る
か
、
独
自
性
を
評
価
し
た
。

き
る
か
、
独
自
性
を
評
価
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
長
谷
部

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
長
谷
部

区
長
は
「

区
長
は
「
2222
万
人
の
区
民
の
声
を

万
人
の
区
民
の
声
を

想
像
し
な
が
ら
選
ん
だ
。
区
長
賞

想
像
し
な
が
ら
選
ん
だ
。
区
長
賞

は
区
の
抱
え
て
い
る
課
題
に
新
し

は
区
の
抱
え
て
い
る
課
題
に
新
し

い
示
唆
を
も
ら
っ
た
」
と
講
評
を

い
示
唆
を
も
ら
っ
た
」
と
講
評
を

述
べ
た
。

述
べ
た
。

東京オリンピック・パラリンピックへ 
長谷部渋谷区長に施策提言

プ
レ
ゼ
ン
に
耳
を
傾
け
る
長
谷
部
区
長（
写
真
左
）と
赤
井
学
長（
同
中
央
）

国
際
交
流
課
員
に
よ
る
個
別
相
談

人
工
芝
化
さ
れ
た

相
模
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

彌彦神社に参拝した石井副学長（写真中央）ら
［増山正芳君（神文２）撮影］

長
谷
部
区
長
と

区
長
賞
の
富
澤
君（
写
真
左
）、関
さ
ん（
同
右
）

収
穫
米
を
彌
彦
神
社
に
奉
納

お
米
つ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

本
学
で
は
こ
の
ほ
ど
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木
会
館

　

本
学
で
は
こ
の
ほ
ど
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木
会
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
、
相
模
原
市
中
央
区
淵
野
辺

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
、
相
模
原
市
中
央
区
淵
野
辺

の
本
学
相
模
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
工
事
を
終
え
た
。

の
本
学
相
模
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
工
事
を
終
え
た
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木
会
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木
会
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

で
は
、
器
材
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
昨
年
度

で
は
、
器
材
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
昨
年
度

か
ら
壁
の
撤
去
や
、
器
材
の
修
理
、
入
れ
替
え
や
ロ
ッ

か
ら
壁
の
撤
去
や
、
器
材
の
修
理
、
入
れ
替
え
や
ロ
ッ

カ
ー
の
追
加
設
置
な
ど
の
設
備
修
繕
を
行
っ
て
き
た
。

カ
ー
の
追
加
設
置
な
ど
の
設
備
修
繕
を
行
っ
て
き
た
。

９
月
９
月
2121
日
か
ら
新
た
に
学
生
に
開
放
さ
れ
、
利
用
に
あ

日
か
ら
新
た
に
学
生
に
開
放
さ
れ
、
利
用
に
あ

た
っ
て
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
指
導
講
習
会
が
随

た
っ
て
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
指
導
講
習
会
が
随

時
行
わ
れ
た
。

時
行
わ
れ
た
。

　

本
学
相
模
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

　

本
学
相
模
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
人
工
芝
化
の
工
事
な
ど
の
改
修
工
事
が
終
了
し
、

ド
の
人
工
芝
化
の
工
事
な
ど
の
改
修
工
事
が
終
了
し
、

９
月
９
月
2626
日
午
後
２
時
か
ら
白
川
博
一
事
務
局
長
を
は
じ

日
午
後
２
時
か
ら
白
川
博
一
事
務
局
長
を
は
じ

め
関
係
職
員
ら
が
参
列
し
て
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ

め
関
係
職
員
ら
が
参
列
し
て
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ

れ
た
。
今
回
の
改
修
で
は
、
荒
廃
し
た
芝
を
人
工
芝
に

れ
た
。
今
回
の
改
修
で
は
、
荒
廃
し
た
芝
を
人
工
芝
に

植
え
替
え
た
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
な
ど
の
器
具
も

植
え
替
え
た
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
な
ど
の
器
具
も

新
調
し
た
。
こ
れ
ま
で
本
学
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

新
調
し
た
。
こ
れ
ま
で
本
学
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
等
の
部
会
の
練
習
場
と
し
て
の
使
用
が
大
半
で
あ
っ

部
等
の
部
会
の
練
習
場
と
し
て
の
使
用
が
大
半
で
あ
っ

た
が
、
今
後
は
系
列
校
や
外
部
へ
の
貸
し
出
し
に
も
対

た
が
、
今
後
は
系
列
校
や
外
部
へ
の
貸
し
出
し
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
だ
。

応
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
だ
。

改
修
さ
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
で
汗
を
流
す
学
生

学内留学フェア
　

文
学
部
考
古
学
研
究
室
（
谷

　

文
学
部
考
古
学
研
究
室
（
谷

口
康
弘
教
授
）
で
は
、
２
年
前

口
康
弘
教
授
）
で
は
、
２
年
前

か
ら
縄
文
時
代
の
居
家
以
岩
陰

か
ら
縄
文
時
代
の
居
家
以
岩
陰

（
い
や
い
い
わ
か
げ
）
遺
跡

（
い
や
い
い
わ
か
げ
）
遺
跡

（
群
馬
県
長
野
原
町
）
で
発
掘

（
群
馬
県
長
野
原
町
）
で
発
掘

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
９

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
９

月
に
行
っ
た
調
査
で
、
現
地
か

月
に
行
っ
た
調
査
で
、
現
地
か

ら
出
土
し
た
人
骨
が
、
約
８
３

ら
出
土
し
た
人
骨
が
、
約
８
３

０
０
年
前
に
埋
葬
さ
れ
た
も
の

０
０
年
前
に
埋
葬
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
谷

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
谷

口
教
授
に
よ
る
と
、
埋
葬
人
骨

口
教
授
に
よ
る
と
、
埋
葬
人
骨

と
し
て
は
国
内
最
古
級
だ
と
い

と
し
て
は
国
内
最
古
級
だ
と
い

う
。
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
６
体

う
。
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
６
体

の
人
骨
が
あ
り
、
多
数
の
遺
物

の
人
骨
が
あ
り
、
多
数
の
遺
物

と
合
わ
せ
て
山
間
地
に
お
け
る

と
合
わ
せ
て
山
間
地
に
お
け
る

縄
文
人
の
生
活
実
態
の
解
明
に

縄
文
人
の
生
活
実
態
の
解
明
に

つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

　

同
遺
跡
は
崖
の
下
部
が
く
ぼ

　

同
遺
跡
は
崖
の
下
部
が
く
ぼ

ん
で
雨
露
が
し
の
げ
る
場
所

ん
で
雨
露
が
し
の
げ
る
場
所

で
、
１
万
５
千
年
ほ
ど
前
か
ら

で
、
１
万
５
千
年
ほ
ど
前
か
ら

住
居
や
埋
葬
地
と
し
て
繰
り
返

住
居
や
埋
葬
地
と
し
て
繰
り
返

し
利
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

し
利
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

煮
炊
き
や
た
き
火
で
出
た
灰
が

煮
炊
き
や
た
き
火
で
出
た
灰
が

堆
積
し
て
い
て
、
人
骨
は
そ
の

堆
積
し
て
い
て
、
人
骨
は
そ
の

下
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
人
骨
は

下
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
人
骨
は

骨
を
保
護
す
る
作
用
が
あ
る
炭

骨
を
保
護
す
る
作
用
が
あ
る
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
む
貝
塚
で

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
む
貝
塚
で

見
つ
か
る
こ
と
が
多
く
、
山
間

見
つ
か
る
こ
と
が
多
く
、
山
間

部
の
出
土
例
は
少
な
い
。
ア
ル

部
の
出
土
例
は
少
な
い
。
ア
ル

カ
リ
性
の
灰
が
骨
の
腐
食
を
防

カ
リ
性
の
灰
が
骨
の
腐
食
を
防

い
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

い
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
取
り
出
し
た
人
骨
の
Ｄ

　

今
後
取
り
出
し
た
人
骨
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
分
析
、
形
質
分
析
を
す
る

Ｎ
Ａ
分
析
、
形
質
分
析
を
す
る

な
ど
し
て
、
性
別
や
年
齢
、
遺

な
ど
し
て
、
性
別
や
年
齢
、
遺

伝
的
な
特
徴
を
調
べ
る
こ
と
に

伝
的
な
特
徴
を
調
べ
る
こ
と
に

な
る
。
縄
文
人
の
生
活
実
態
の

な
る
。
縄
文
人
の
生
活
実
態
の

解
明
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ

解
明
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ

る
。
本
調
査
は
、
今
年
度
の
本

る
。
本
調
査
は
、
今
年
度
の
本

学
特
別
推
進
研
究
助
成
制
度
に

学
特
別
推
進
研
究
助
成
制
度
に

採
択
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
。

採
択
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
。

「
屈
葬
」の
状
態
で
見
つ
か
っ
た
成
人
人
骨（
考
古
学
研
究
室
撮
影
）

8
3
0
0
年
前
の
埋
葬
人
骨
を
発
掘

考
古
学
研
究
室



（３）　　 平成28年11月10日（木曜日） 國　學　院　大　學　学　報 第651号

高校生対象コンテストが応募締め切り
「全国高校生創作コンテスト」
合計１万2966点（１万8130点）

短 篇 小 説 部 門 505点505点 （601点）
現 代 詩 部 門 652点652点 （613点）
短 歌 部 門 3284点3284点 （4768点）
俳 句 部 門 8525点8525点 （12148点）

　「『地域の伝承文化に学ぶ』コンテスト」
合計628点（640点）

地域文化研究部門
団体 10点10点 （16点）
個人 359点359点 （426点）

地域民話研究部門
団体 6点6点 （6点）
個人 236点236点 （185点）

学 校 活 動 部 門 17点17点 （7点）

　

国
学
院
大
学
と
高
校
生
新
聞
社
が
主
催
す
る
「
全
国
高

　

国
学
院
大
学
と
高
校
生
新
聞
社
が
主
催
す
る
「
全
国
高

校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
（
第

校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
（
第
2020
回
）
」
と
「『
地
域
の
伝

回
）
」
と
「『
地
域
の
伝

承
文
化
に
学
ぶ
』
コ
ン
テ
ス
ト
（
第

承
文
化
に
学
ぶ
』
コ
ン
テ
ス
ト
（
第
1212
回
）
」
の
応
募
が

回
）
」
の
応
募
が

９
月
９
月
1212
日
に
締
め
切
ら
れ
た
。

日
に
締
め
切
ら
れ
た
。

　

各
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
点
数
は
別
表
の
と
お
り
（
カ
ッ

　

各
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
点
数
は
別
表
の
と
お
り
（
カ
ッ

コ
内
は
昨
年
度
の
点
数
）。

コ
内
は
昨
年
度
の
点
数
）。

　

な
お
、審
査
結
果
は

　

な
お
、審
査
結
果
は
1111
月
下
旬
に
確
定
、各
表
彰
式
が

月
下
旬
に
確
定
、各
表
彰
式
が
1212

月
４
日（
日
）に
本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る
。

月
４
日（
日
）に
本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る
。

　

国
学
院
大
学
大
学
院
の
平
成

　

国
学
院
大
学
大
学
院
の
平
成
2929
年

度
秋
季
入
学
試
験
の
志
願
者
・
合
格

度
秋
季
入
学
試
験
の
志
願
者
・
合
格

者
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

者
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

（　

）
内
は
合
格
者
数
。
単
位
は

（　

）
内
は
合
格
者
数
。
単
位
は

人
。
人
。

◇
大
学
院

◎ 

文
学
研
究
科
◆
博
士
課
程
前
期
▼

文
学
研
究
科
◆
博
士
課
程
前
期
▼

神
道
学
・
宗
教
学
専
攻
▽

神
道
学
・
宗
教
学
専
攻
▽
一
般
８

一
般
８

（
６
）

（
６
）
▽
留
学
生
１
（
１
）

留
学
生
１
（
１
）
▽
社
▽
社

会
人
１
（
１
）

会
人
１
（
１
）
▼
文
学
専
攻
▽
一

▼
文
学
専
攻
▽
一

般
2121
（
1414
）
▽
）
▽
留
学
生
７
（
５
）

留
学
生
７
（
５
）

▽
社
会
人
２
（
１
）

社
会
人
２
（
１
）
▼
史
学
専
攻

▼
史
学
専
攻

▽
一
般

▽
一
般
2525
（
1414
）
▽
）
▽
留
学
生
１

留
学
生
１

（
１
）

（
１
）
▽
社
会
人
０

社
会
人
０
◆
博
士
課
程

◆
博
士
課
程

後
期
▼
神
道
学
・
宗
教
学
専
攻
▽

後
期
▼
神
道
学
・
宗
教
学
専
攻
▽

一
般
０

一
般
０
▽
留
学
生
０

留
学
生
０
▽
社
会
人
０

社
会
人
０

▼
文
学
専
攻
▽

▼
文
学
専
攻
▽
一
般
１
（
１
）

一
般
１
（
１
）
▽

留
学
生
０

留
学
生
０
▽
社
会
人
１
（
１
）

社
会
人
１
（
１
）
▼

史
学
専
攻
▽

史
学
専
攻
▽
一
般
０

一
般
０
▽
留
学
生
０

留
学
生
０

▽
社
会
人
０

社
会
人
０

◎ 

法
学
研
究
科
◆
博
士
課
程
前
期
▽

法
学
研
究
科
◆
博
士
課
程
前
期
▽

一
般
２
（
２
）

一
般
２
（
２
）
▽
留
学
生
０

留
学
生
０
▽
社
▽
社

会
人
１
（
０
）

会
人
１
（
０
）

◎ 

経
済
学
研
究
科
◆
博
士
課
程
前
期

経
済
学
研
究
科
◆
博
士
課
程
前
期

▽
学
内
推
薦
１
（
１
）

学
内
推
薦
１
（
１
）
▽
一
般
２

一
般
２

（
０
）

（
０
）
▽
留
学
生
２
（
１
）

留
学
生
２
（
１
）
▽
社
▽
社

会
人
０

会
人
０

大
学
院
秋
季
入
試
結
果

教
育
充
実
資
金（
維
持
費
）寄
付
者
芳
名

　

本
学
で
は
、
教
育
・
研
究
の
一
層
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、

　

本
学
で
は
、
教
育
・
研
究
の
一
層
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、

平
成
平
成
2828
年
度
教
育
充
実
資
金
（
維
持
費
）
の
ご
協
力
を
お
願
い

年
度
教
育
充
実
資
金
（
維
持
費
）
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
ま
で
に
１
７
７
人
の
方
々
か
ら

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
ま
で
に
１
７
７
人
の
方
々
か
ら

ご
寄
付
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。　
　

ご
寄
付
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。　
　

　

こ
こ
に
寄
付
者
の
芳
名
を
掲
載
し
、
重
ね
て
深
甚
の
謝
意
を

　

こ
こ
に
寄
付
者
の
芳
名
を
掲
載
し
、
重
ね
て
深
甚
の
謝
意
を

表
し
ま
す
。

表
し
ま
す
。

▼
北
海
道
▽
反
橋
徹
殿
▽
永
井
承
邦
殿
▽
星
野
昭
雄
殿
▽
堀
田

▽
反
橋
徹
殿
▽
永
井
承
邦
殿
▽
星
野
昭
雄
殿
▽
堀
田

智
彦
殿

智
彦
殿
▼
青
森
県
▽
長
利
文
彦
殿

▽
長
利
文
彦
殿
▼
岩
手
県
▽
伊
勢
義
人
殿
▽

▽
伊
勢
義
人
殿
▽

佐
々
木
秋
枝
殿
▽
丹
野
匡
殿
▽
千
田
仁
志
殿

佐
々
木
秋
枝
殿
▽
丹
野
匡
殿
▽
千
田
仁
志
殿
▼
宮
城
県
▽
菅
野

▽
菅
野

文
恵
殿
▽
佐
々
木
豊
彦
殿

文
恵
殿
▽
佐
々
木
豊
彦
殿
▼
秋
田
県
▽
金
山
智
秋
殿

▽
金
山
智
秋
殿
▼
山
形
県

▽
佐
藤
久
樹
殿
▽
深
瀬
茂
殿

▽
佐
藤
久
樹
殿
▽
深
瀬
茂
殿
▼
福
島
県
▽
下
山
田
大
膳
殿
▽
冨

▽
下
山
田
大
膳
殿
▽
冨

田
好
弘
殿
▽
仁
科
英
俊
殿

田
好
弘
殿
▽
仁
科
英
俊
殿
▼
茨
城
県
▽
上
村
繁
殿
▽
佐
藤
保
殿

▽
上
村
繁
殿
▽
佐
藤
保
殿

▽
中
根
聡
美
殿
▽
野
田
秀
和
殿

▽
中
根
聡
美
殿
▽
野
田
秀
和
殿
▼
栃
木
県
▽
関
栄
二
殿
▽
檜
山

▽
関
栄
二
殿
▽
檜
山

浩
殿
▽
藤
巻
正
殿
▽
吉
原
雄
一
殿

浩
殿
▽
藤
巻
正
殿
▽
吉
原
雄
一
殿
▼
群
馬
県
▽
有
光
正
博
殿
▽

▽
有
光
正
博
殿
▽

池
田
文
広
殿

池
田
文
広
殿
▼
埼
玉
県
▽
大
滝
晴
代
殿
▽
大
沼
優
紀
殿
▽
大
山

▽
大
滝
晴
代
殿
▽
大
沼
優
紀
殿
▽
大
山

信
行
殿
▽
小
名
茂
殿
▽
北
見
喜
和
殿
▽
小
嶋
一
行
殿
▽
田
中
直

信
行
殿
▽
小
名
茂
殿
▽
北
見
喜
和
殿
▽
小
嶋
一
行
殿
▽
田
中
直

樹
殿
▽
中
村
計
郎
殿
▽
成
澤
和
廣
殿
▽
橋
本
敏
雄
殿
▽
原
島
保

樹
殿
▽
中
村
計
郎
殿
▽
成
澤
和
廣
殿
▽
橋
本
敏
雄
殿
▽
原
島
保

美
殿
▽
福
嶋
広
之
殿
▽
堀
口
一
郎
殿
▽
前
崎
泰
志
殿
▽
匿
名

美
殿
▽
福
嶋
広
之
殿
▽
堀
口
一
郎
殿
▽
前
崎
泰
志
殿
▽
匿
名
▼

千
葉
県
▽
荒
木
隆
殿
▽
石
川
信
夫
殿
▽
大
川
栄
二
殿
▽
押
尾
忠

▽
荒
木
隆
殿
▽
石
川
信
夫
殿
▽
大
川
栄
二
殿
▽
押
尾
忠

久
殿
▽
窪
谷
正
志
殿
▽
齋
藤
孝
則
殿
▽
佐
々
木
浩
殿
▽
地
曵
克

久
殿
▽
窪
谷
正
志
殿
▽
齋
藤
孝
則
殿
▽
佐
々
木
浩
殿
▽
地
曵
克

浩
殿
▽
関
由
貴
殿
▽
中
武
修
一
殿
▽
長
谷
川
浩
一
殿
▽
福
島
誠

浩
殿
▽
関
由
貴
殿
▽
中
武
修
一
殿
▽
長
谷
川
浩
一
殿
▽
福
島
誠

司
殿
▽
福
原
茂
樹
殿
▽
藤
原
守
殿
▽
吉
見
邦
彦
殿

司
殿
▽
福
原
茂
樹
殿
▽
藤
原
守
殿
▽
吉
見
邦
彦
殿
▼
東
京
都
▽

阿
部
明
徳
殿
▽
荒
木
隆
宏
殿
▽
池
田
和
生
殿
▽
池
田
聡
殿
▽
伊

阿
部
明
徳
殿
▽
荒
木
隆
宏
殿
▽
池
田
和
生
殿
▽
池
田
聡
殿
▽
伊

藤
英
與
殿
▽
岩
本
全
康
殿
▽
頴
川
尚
弘
殿
▽
太
田
啓
武
殿
▽
大

藤
英
與
殿
▽
岩
本
全
康
殿
▽
頴
川
尚
弘
殿
▽
太
田
啓
武
殿
▽
大

原
啓
司
殿
▽
大
堀
弘
殿
▽
岡
部
延
幸
殿
▽
尾
崎
雅
子
殿
▽
小
田

原
啓
司
殿
▽
大
堀
弘
殿
▽
岡
部
延
幸
殿
▽
尾
崎
雅
子
殿
▽
小
田

一
之
殿
▽
柿
澤
史
行
殿
▽
加
藤
希
久
代
殿
▽
河
邉
幸
夫
殿
▽
菊

一
之
殿
▽
柿
澤
史
行
殿
▽
加
藤
希
久
代
殿
▽
河
邉
幸
夫
殿
▽
菊

地
辰
成
殿
▽
蔵
部
友
明
殿
▽
左
近
充
正
明
殿
▽
笹
田
雅
彦
殿
▽

地
辰
成
殿
▽
蔵
部
友
明
殿
▽
左
近
充
正
明
殿
▽
笹
田
雅
彦
殿
▽

篠
原
養
一
殿
▽
嶋
田
幸
雄
殿
▽
新
保
稔
殿
▽
炭
谷
拓
美
殿
▽
瀬

篠
原
養
一
殿
▽
嶋
田
幸
雄
殿
▽
新
保
稔
殿
▽
炭
谷
拓
美
殿
▽
瀬

尾
義
広
殿
▽
宅
間
誠
殿
▽
田
中
美
教
殿
▽
千
葉
正
胤
殿
▽
土
井

尾
義
広
殿
▽
宅
間
誠
殿
▽
田
中
美
教
殿
▽
千
葉
正
胤
殿
▽
土
井

寛
殿
▽
都
丸
幸
雄
殿
▽
長
崎
秀
一
殿
▽
永
谷
栄
一
郎
殿
▽
温
井

寛
殿
▽
都
丸
幸
雄
殿
▽
長
崎
秀
一
殿
▽
永
谷
栄
一
郎
殿
▽
温
井

正
司
殿
▽
羽
生
孝
博
殿
▽
廣
田
一
朗
殿
▽
福
田
邦
夫
殿
▽
星
野

正
司
殿
▽
羽
生
孝
博
殿
▽
廣
田
一
朗
殿
▽
福
田
邦
夫
殿
▽
星
野

美
香
子
殿
▽
星
野
泰
之
殿
▽
水
谷
敦
憲
殿
▽
武
藤
直
樹
殿
▽
森

美
香
子
殿
▽
星
野
泰
之
殿
▽
水
谷
敦
憲
殿
▽
武
藤
直
樹
殿
▽
森

田
庸
夫
殿
▽
山
口
敦
殿
▽
山
口
稔
殿
▽
山
田
和
久
殿

田
庸
夫
殿
▽
山
口
敦
殿
▽
山
口
稔
殿
▽
山
田
和
久
殿
▼
神
奈
川

県
▽
赤
尾
幸
俊
殿
▽
伊
藤
雅
巳
殿
▽
今
井
悦
朗
殿
▽
金
谷
康
宏

▽
赤
尾
幸
俊
殿
▽
伊
藤
雅
巳
殿
▽
今
井
悦
朗
殿
▽
金
谷
康
宏

殿
▽
河
地
宏
幸
殿
▽
幸
坂
孝
之
殿
▽
小
室
ゆ
か
り
殿
▽
近
藤
広

殿
▽
河
地
宏
幸
殿
▽
幸
坂
孝
之
殿
▽
小
室
ゆ
か
り
殿
▽
近
藤
広

子
殿
▽
齋
藤
吉
人
殿
▽
塩
谷
正
治
殿
▽
高
橋
文
仁
殿
▽
建
守
実

子
殿
▽
齋
藤
吉
人
殿
▽
塩
谷
正
治
殿
▽
高
橋
文
仁
殿
▽
建
守
実

津
子
殿
▽
田
中
敏
夫
殿
▽
田
中
実
殿
▽
戸
塚
直
美
殿
▽
戸
谷
田

津
子
殿
▽
田
中
敏
夫
殿
▽
田
中
実
殿
▽
戸
塚
直
美
殿
▽
戸
谷
田

和
秀
殿
▽
西
村
友
宏
殿
▽
沼
田
芳
樹
殿
▽
水
上
健
殿
▽
宮
本
佳

和
秀
殿
▽
西
村
友
宏
殿
▽
沼
田
芳
樹
殿
▽
水
上
健
殿
▽
宮
本
佳

昭
殿
▽
矢
口
雅
司
殿
▽
矢
部
裕
一
殿
▽
山
崎
俊
也
殿
▽
匿
名

昭
殿
▽
矢
口
雅
司
殿
▽
矢
部
裕
一
殿
▽
山
崎
俊
也
殿
▽
匿
名
▼

新
潟
県
▽
足
利
浩
之
殿
▽
久
我
右
殿
▽
永
井
正
樹
殿
▽
末
崎
猛

▽
足
利
浩
之
殿
▽
久
我
右
殿
▽
永
井
正
樹
殿
▽
末
崎
猛

殿
▽
八
木
寿
顕
殿
▽
山
口
正
子
殿

殿
▽
八
木
寿
顕
殿
▽
山
口
正
子
殿
▼
富
山
県
▽
鈴
木
瑞
麿
殿
▽

▽
鈴
木
瑞
麿
殿
▽

平
尾
晃
殿
▽
松
本
正
樹
殿
▽
宮
崎
慎
一
殿

平
尾
晃
殿
▽
松
本
正
樹
殿
▽
宮
崎
慎
一
殿
▼
石
川
県
▽
大
坪
和

▽
大
坪
和

之
殿
▽
高
木
宣
維
殿
▽
西
出
善
治
殿
▽
松
尾
聴
親
殿
▼

之
殿
▽
高
木
宣
維
殿
▽
西
出
善
治
殿
▽
松
尾
聴
親
殿
▼
福
井
県

▽
秋
元
和
彦
殿
▽
佐
々
木
俊
一
郎
殿

▽
秋
元
和
彦
殿
▽
佐
々
木
俊
一
郎
殿
▼
山
梨
県
▽
小
倉
正
一
殿

▽
小
倉
正
一
殿

▼
長
野
県
▽
小
松
弘
明
殿
▽
篠
崎
和
博
殿
▽
下
條
孝
仁
殿
▽
牧

▽
小
松
弘
明
殿
▽
篠
崎
和
博
殿
▽
下
條
孝
仁
殿
▽
牧

内
守
殿
▽
松
澤
良
二
殿
▽
両
角
順
一
殿

内
守
殿
▽
松
澤
良
二
殿
▽
両
角
順
一
殿
▼
岐
阜
県
▽
細
川
嘉
彦

▽
細
川
嘉
彦

殿
▼
静
岡
県
▽
相
佐
知
美
殿
▽
小
澤
道
昭
殿
▽
坂
弘
治
殿
▽
櫻

▽
相
佐
知
美
殿
▽
小
澤
道
昭
殿
▽
坂
弘
治
殿
▽
櫻

井
博
殿
▽
庄
司
明
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支
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支
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「指定寄付金」にご協力のお願い

平成28年度指定寄付者一覧（敬称略） 自 平成28年４月 １日
至 平成28年９月30日

（単位：円）

寄付者 寄付目的 寄付対象 寄付金額 寄付月日
匿名 学生・生徒等の活動支援 国学院大学 1,000,000 平28.4.5

匿名 学生・生徒等の活動支援
国学院大学
北海道
短期大学部

200,000 平28.4.5

坂本　真佐人
学生・生徒等の活動支援
（国学院大学付属幼稚園
の図書購入等）

国学院大学
付属幼稚園 100,000 平28.4.5

坂本　真佐人
学生・生徒等の活動支援
（国学院幼稚園の図書購
入等）

国学院幼稚園 100,000 平28.4.5

宮原　幹二 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 100,000 平28.4.18
臼杵　千枝子 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 100,000 平28.4.18

匿名 学生・生徒等の活動支援
（教職支援奨学金） 国学院大学 1,000,000 平28.5.20

匿名 学生・生徒等の奨学金（カ
ピー奨学金） 国学院大学 1,000,000 平28.5.25

宮川　宣親 施設・設備充実支援 国学院大学 1,000,000 平28.5.30
宇都木　丈夫 教育・研究振興支援 国学院大学 50,000 平28.5.31
国学院大学院友会
会長　𠮷田 茂穗

教育・研究振興支援（貴重
書デジタル化） 国学院大学 100,000 平28.5.31

新井　さきほ 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 20,000 平28.6.13

浦部　哲郎
教育・研究振興支援（史学
科1207（根岸教授）研究
室への研究支援）

国学院大学 200,000 平28.6.13

鴇崎　敬 学生・生徒等の活動支援 国学院大学 10,000 平28.6.15
株式会社トップコート
代表取締役　植松　正 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 500,000 平28.6.27

匿名 学生・生徒等の活動支援
（あすなろ奨学金資金） 国学院大学 200,000 平28.6.27

国学院大学生活協同組合
理事長　紺井博則

学生・生徒等の活動支援（東
日本大震災被災学生支援） 国学院大学 400,000 平28.6.29

市川　博之 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 1,000 平28.7.15
山口　耕司 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 10,000 平28.7.29
戸室　三四郎 学生・生徒等の活動支援 国学院大学 1,000 平28.7.29
市川　博之 学生・生徒等の活動支援 国学院大学 1,000 平28.7.29
飯田　愛子 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 10,000 平28.8.25
国学院大学院友会
会長　𠮷田 茂穗

学生・生徒等の活動支援（第
124期生卒業記念品制作） 国学院大学 600,000 平28.8.31

市川　博之 学生・生徒等の活動支援 国学院大学 1,000 平28.8.31

光武　繁 教育・研究振興支援
国学院大学
北海道
短期大学部

300,000 平28.9.14

株式会社四門
代表取締役　那波 市郎

教育・研究振興支援（考古
学研究室） 国学院大学 150,000 平28.9.30

市川　博之 学生・生徒等の活動支援 国学院大学 1,000 平28.9.30
合　　　計 7,155,000

平成29年度 学費一覧

本学出身者の入学金および施設設備費は半額とする。備考

専攻科
出身別 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合計

本　学　卒
平成29年度

130,000 700,000 100,500 10,000 　940,500
他　大　学　卒 260,000 700,000 201,000 10,000 1,171,000
本　学　卒

平成28年度
―― 700,000 100,500 10,000 　810,500

他　大　学　卒 ―― 700,000 201,000 10,000 　911,000

（単位：円）

１．平成18年度以前の入学生の施設設備費については、卒業までに４年度分納入するものとする。
２．再入学者の入学金については半額とする。

備考

学 部
区分 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合計

文学部
経済学部 
法学部

神道文化学部
人間開発学部

平成29年度 260,000 700,000 201,000 10,000 1,171,000 

平成21～28年度 ―― 700,000 201,000 10,000 911,000 

平成19～20年度 ―― 691,000 201,000 10,000 902,000 

平成18年度以前 ―― 691,000 ―― 10,000 701,000 

（単位：円）

大学院
出身別 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合計

前
期
課
程

本 学 卒
平成29年度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000 
平成28年度以前 ―― 505,000 100,000 10,000 615,000 

他 大 学 卒
平成29年度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000 
平成28年度以前 ―― 505,000 200,000 10,000 715,000 

後
期
課
程

本 学 卒 全入学年度 ―― 505,000 ―― 10,000 515,000 

他 大 学 卒
平成29年度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000 
平成28年度以前 ―― 505,000 200,000 10,000 715,000 

（単位：円）

１． 授業料、施設設備費、維持運営費は在学中毎年度納入するものとする。
２．本学出身者の入学金及び施設設備費については次のとおりとする。
　　イ．前期課程＝半額
　　ロ．後期課程＝ 本学前期課程修了者は徴収しない。本学学部出身者で、他大学前期課程修了者は半額。

備考

別 科
入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 実習料

（入学年度のみ） 合計

平成29年度 145,000 420,000 81,000 10,000 6,000 662,000 
平成27～28年度 ―― 420,000 81,000 10,000 ―― 511,000 

（単位：円）

法科大学院
出身別 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 合計

本 学 卒
平成25～27年度 ――   950,000   50,000 1,000,000
平成24年度以前 ―― 1,300,000 100,000 1,400,000

他 大 学 卒
平成25～27年度 ――   950,000 200,000 1,150,000
平成24年度以前 ―― 1,300,000 200,000 1,500,000

１． 授業料、施設設備費は在学中毎年度納入するものとする。
２．本学の学部、大学院出身者の施設設備費は50,000円とする。

備考

（単位：円）

平成29年度学費は次のとおりです。
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損
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ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ド
リ
ー
ム
の
実

ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ド
リ
ー
ム
の
実

現
―
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

現
―
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
た
。

れ
た
。

　

２
回
目
は

　

２
回
目
は
1111
月
８
日
に
米
沢

月
８
日
に
米
沢

則
寿
帯
広
市
長
に
よ
る
「『
フ

則
寿
帯
広
市
長
に
よ
る
「『
フ

ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
』
を
通
じ

ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
』
を
通
じ

た
価
値
共
創
〜
地
域
経
営
の
最

た
価
値
共
創
〜
地
域
経
営
の
最

前
線
か
ら
の
挑
戦
〜
」
と
題
す

前
線
か
ら
の
挑
戦
〜
」
と
題
す

る
講
演
が
同
場
所
で
行
わ
れ

る
講
演
が
同
場
所
で
行
わ
れ

た
。
尾
近
裕
幸
経
済
学
部
長
・

た
。
尾
近
裕
幸
経
済
学
部
長
・

教
授
の
あ
い
さ
つ
、
秦
信
行
経

教
授
の
あ
い
さ
つ
、
秦
信
行
経

済
学
部
教
授
の
講
師
紹
介
が
あ

済
学
部
教
授
の
講
師
紹
介
が
あ

り
、
講
演
へ
と
移
っ
た
。

り
、
講
演
へ
と
移
っ
た
。

　

米
沢
市
長
は
ま
ず
地

　

米
沢
市
長
は
ま
ず
地

域
の
戦
略
「
フ
ー
ド
バ

域
の
戦
略
「
フ
ー
ド
バ

レ
ー
と
か
ち
」
に
つ
い

レ
ー
と
か
ち
」
に
つ
い

て
説
明
。
十
勝
の
持
つ

て
説
明
。
十
勝
の
持
つ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目

し
、
大
規
模
畑
作
酪
農

し
、
大
規
模
畑
作
酪
農

地
帯
・
食
料
供
給
基
地

地
帯
・
食
料
供
給
基
地

と
い
う
背
景
を
活
か
し

と
い
う
背
景
を
活
か
し

な
が
ら
、
生
産
・
加
工

な
が
ら
、
生
産
・
加
工

・
流
通
・
販
売
が
結
び

・
流
通
・
販
売
が
結
び

つ
い
た
十
勝
型
フ
ー
ド

つ
い
た
十
勝
型
フ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

標
と
す
る
も
の
で
、
そ

標
と
す
る
も
の
で
、
そ

の
具
体
的
な
取
り
組
み

の
具
体
的
な
取
り
組
み

と
実
績
が
紹
介
さ
れ
た
。

と
実
績
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
米
沢
市
長

　

ま
た
、
米
沢
市
長

『国学院雑誌』特集号を刊行
　国学院大学の文学部、神道文化学部、大学院文学研究科、専攻科、
別科生対象の学術雑誌『国学院雑誌』では、特集号「中国学の眺望」
（別表に掲載内容）を11月15日に刊行。配布は若木タワー２階の広
報課で（対象学生以外には有料で配布）。 総合企画部広報課

国学院雑誌特集号「中国学の眺望」掲載内容一覧
文学の動機 川合康三（本学教授）
『山海経』　佚文考 松田稔（元本学教授）
劉歆「世経」の示す歴史認識について 佐川繭子（本学准教授）
後漢・臧洪の絶交書について 宮内克浩（本学准教授）

嵆康「釈私論」の文学的考察 大上正美（本学大学院兼任講
師・青山学院大学名誉教授）

聖・賢の境界―皇侃『論語義疏』における顔回― 今井裕一
（長野俊英高校教諭）

「鶯鶯伝」における作者の自照性について 赤井益久（本学学長・教授）
白居易の用語「新蟬」について 谷本玲大（本学兼任講師）

中国近世の宗教文芸 小南一郎（泉屋博古館館長・
京都大学名誉教授）

蘇軾『書伝』における史事の引用について 青木洋司（本学助教）

宋代訓蒙書と朱熹『小学』 松野敏之
（国士舘大学准教授）

道教の十王儀礼の展開ー黄籙斎と十方ー 田中文雄（本学兼任講師）
全形儀小考―南宋期道教の黄籙齋から― 浅野春二（本学教授）

清朝宮廷の西洋人画家とその作品について 王凱（本学兼任講師・中国杭
州師範大学教授）

張恵言の『七十家賦鈔』について 鈴木崇義（本学准教授）
内なるココロを表出する―段注の「 」を中心に― 大橋由美（本学兼任講師）

井上紅梅筆下の中国江南における語り物と芸人 吉川良和（神奈川大学非常勤講師）

林謙三と郭沫若―『隋唐燕楽調研究』誕生秘話― 山寺三知（国学院大学北海道短期大学部教授）

舜子譚伝承考－継子いじめと聖人故事ー 繁原央（常葉大学短期大学
部名誉教授）

口承三国志の研究　曹操伝説を例として 立石展大（本学兼任講師・高
千穂大学教授）

ミエン・ヤオ族の還家願儀礼で読誦詠唱される
『大歌書』の異本対照の試み

廣田律子（本学兼任講師・神
奈川大学教授）

漢文文献のモンゴル語訳について―漢文文化
の北方への伝播と展開― 金岡秀郎（本学兼任講師）

菅原道真「喜雨詩」と『漢書』 波戸岡旭（元本学教授）
佐賀県立図書館蓮池文庫蔵書籍目録の基礎的
考察

高山節也（本学兼任講師・二
松学舎大学教授）

『おくのほそ道鈔』と漢詩文 塚越義幸（本学兼任講師・国
学院大学栃木短期大学教授）

『湘夢詩草』賴山陽批語之述評 呉鴻春（本学准教授）

橘曙覧の和歌と漢詩文との関係について 前川幸雄（福井工業高等専
門学校名誉教授）

高大一貫の漢文教育 渡辺正一（本学兼任講師）

経
済
学
部
連
続
講
演
会

知
事
が「
地
方
創
生
」行
政
を
紹
介

法
学
会
講
演
会
第
２
回

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
問
題

は
、「
地
方
創
生
の
事
業
推
進

は
、「
地
方
創
生
の
事
業
推
進

に
は
、
担
い
手
と
な
る
『
ひ

に
は
、
担
い
手
と
な
る
『
ひ

と
』
が
不
可
欠
。
若
者
に
『
住

と
』
が
不
可
欠
。
若
者
に
『
住

む
な
ら
十
勝
、
働
く
な
ら
十

む
な
ら
十
勝
、
働
く
な
ら
十

勝
』
と
い
う
選
択
肢
を
与
え
る

勝
』
と
い
う
選
択
肢
を
与
え
る

た
め
、
都
市
と
し
て
の
魅
力
を

た
め
、
都
市
と
し
て
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
だ
け
で
は
な

ア
ピ
ー
ル
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
仕
事
と
環
境
づ
く
り
が
課

く
、
仕
事
と
環
境
づ
く
り
が
課

ォ
ー
ラ
ム
」
が

ォ
ー
ラ
ム
」
が
1010
月
2929
日
、
渋
谷
キ
ャ

日
、
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
本
学
を
は
じ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
本
学
を
は
じ

め
、
Ａ
Ｌ
導
入
先
進
大
学
の
立
教
大
学

め
、
Ａ
Ｌ
導
入
先
進
大
学
の
立
教
大
学

と
関
西
大
学
の
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

と
関
西
大
学
の
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
交
流
を
深
め

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
交
流
を
深
め

た
。
た
。

　

Ａ
Ｌ
は
教
員
が
学
生
に
一
方
的
に
知

　

Ａ
Ｌ
は
教
員
が
学
生
に
一
方
的
に
知

識
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
課
題
研
究

識
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
課
題
研
究

や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
能
動
的
な

や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
能
動
的
な

学
習
を
取
り
入
れ
た
授
業
の
総
称
。
経

学
習
を
取
り
入
れ
た
授
業
の
総
称
。
経

済
学
部
で
は
教
員
の
補
助
を
行
い
学
生

済
学
部
で
は
教
員
の
補
助
を
行
い
学
生

と
の
懸
け
橋
と
な
り
な
が
ら
、
受
講
生

と
の
懸
け
橋
と
な
り
な
が
ら
、
受
講
生

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
リ
ー
ド
す
る
上

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
リ
ー
ド
す
る
上

級
生
の
役
割
を
果
た
す
学
生
Ｆ
Ａ
（
フ

級
生
の
役
割
を
果
た
す
学
生
Ｆ
Ａ
（
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
＆
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
＆
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

を
配
置
し
て
い
る
。

を
配
置
し
て
い
る
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
約
２
０
０
人
の
学

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
約
２
０
０
人
の
学

生
、
大
学
関
係
者
が
参
加
。
第
１
部
で

生
、
大
学
関
係
者
が
参
加
。
第
１
部
で

尾
近
裕
幸
経
済
学
部
長
が
「
本
学
は
こ

尾
近
裕
幸
経
済
学
部
長
が
「
本
学
は
こ

れ
ま
で
他
大
学
の
先
進
的
取
り
組
み
を

れ
ま
で
他
大
学
の
先
進
的
取
り
組
み
を

模
倣
し
て
き
た
。
学
生
の
声
、
目
線
か

模
倣
し
て
き
た
。
学
生
の
声
、
目
線
か

ら
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
は

ら
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
は

他
大
学
の
模
範
と
な
る
Ａ
Ｌ
を
展
開
し

他
大
学
の
模
範
と
な
る
Ａ
Ｌ
を
展
開
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
株
式
会

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
株
式
会

社
リ
ア
セ
ッ
ク　

キ
ャ
リ
ア
総
合
研
究

社
リ
ア
セ
ッ
ク　

キ
ャ
リ
ア
総
合
研
究

所
長
の
角
方
正
幸
氏
が
「
今
、
な
ぜ
ア

所
長
の
角
方
正
幸
氏
が
「
今
、
な
ぜ
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
求
め
ら
れ

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
求
め
ら
れ

て
い
る
か
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

て
い
る
か
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

第
２
部
で
は
国
学
院
、
立
教
、
関
西

　

第
２
部
で
は
国
学
院
、
立
教
、
関
西

の
３
大
学
の
教
員
、
学
生
が
登
壇
。
各

の
３
大
学
の
教
員
、
学
生
が
登
壇
。
各

大
学
の
事
例
紹
介
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

大
学
の
事
例
紹
介
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

イ
ノ
ベ
ス
ト
代
表
の
松
岡
洋
佑
氏
を
モ

イ
ノ
ベ
ス
ト
代
表
の
松
岡
洋
佑
氏
を
モ

デ
レ
ー
タ
ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

デ
レ
ー
タ
ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
本
学
で
は
根
岸
毅

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
本
学
で
は
根
岸
毅

宏
経
済
学
部
教
授
と
Ｆ
Ａ
の
迫
田
凜
太

宏
経
済
学
部
教
授
と
Ｆ
Ａ
の
迫
田
凜
太

郞
君
（
経
ネ
３
）、
同
じ
く
箕
輪
英
真

郞
君
（
経
ネ
３
）、
同
じ
く
箕
輪
英
真

君
（
経
２
）
が
活
動
報
告
を
し
た
ほ

君
（
経
２
）
が
活
動
報
告
を
し
た
ほ

か
、
受
講
生
の
意
志
を
尊
重
し
、
自
分

か
、
受
講
生
の
意
志
を
尊
重
し
、
自
分

の
考
え
を
押
し
つ
け
な
い
接
し
方
な
ど

の
考
え
を
押
し
つ
け
な
い
接
し
方
な
ど

　

文
部
科
学
省
が
進
め
る
最
新
の
学
習

　

文
部
科
学
省
が
進
め
る
最
新
の
学
習

シ
ス
テ
ム
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
Ａ
Ｌ
、
能
動
的
な
学
習
）
に
つ
い
て

（
Ａ
Ｌ
、
能
動
的
な
学
習
）
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
「
国
学
院
大
学
経
済
学

理
解
を
深
め
る
「
国
学
院
大
学
経
済
学

部
開
設

部
開
設
5050
周
年
記
念
企
画　

ア
ク
テ
ィ

周
年
記
念
企
画　

ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
フ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
フ

　

本
学
経
済
学
部
で
は
、
学
部

　

本
学
経
済
学
部
で
は
、
学
部

開
設
開
設
5050
周
年
を
記
念
し
た
周
年

周
年
を
記
念
し
た
周
年

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

１
つ
の
連
続
講
演
会
「
地
方
創

１
つ
の
連
続
講
演
会
「
地
方
創

生
」
が

生
」
が
1010
月
８
日
か
ら
始
ま
っ

月
８
日
か
ら
始
ま
っ

た
。
た
。

　

初
回
は
川
勝
平
太
静
岡
県
知

　

初
回
は
川
勝
平
太
静
岡
県
知

事
を
講
師
に
迎
え
、
午
後
２
時

事
を
講
師
に
迎
え
、
午
後
２
時

か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ

か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー

ル
で
「
富
国
有
徳
の
理
想
郷

ル
で
「
富
国
有
徳
の
理
想
郷

『
ふ
じ
の
く
に
』
づ
く
り
―
ジ

『
ふ
じ
の
く
に
』
づ
く
り
―
ジ

の
常
任
幹
事
の
小
林
譲
二
氏
を

の
常
任
幹
事
の
小
林
譲
二
氏
を

招
き
、「
労
働
者
の
権
利
と
そ
の

招
き
、「
労
働
者
の
権
利
と
そ
の

行
使
―
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
へ
の

行
使
―
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
へ
の

対
応
な
ど
を
実
務
的
観
点
か
ら

対
応
な
ど
を
実
務
的
観
点
か
ら

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
」

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
」

が
テ
ー
マ
に
掲
げ
ら
れ
た
。

が
テ
ー
マ
に
掲
げ
ら
れ
た
。

　

労
働
問
題
の
解
決
に
積
極
的

　

労
働
問
題
の
解
決
に
積
極
的

に
取
り
組
む
小
林
弁
護
士
は
ま

に
取
り
組
む
小
林
弁
護
士
は
ま

ず
、
現
在
の
日
本
の
労
働
環
境

ず
、
現
在
の
日
本
の
労
働
環
境

全
体
の
問
題
点
を
指
摘
。
そ
の

全
体
の
問
題
点
を
指
摘
。
そ
の

後
近
年
問
題
視
さ
れ
て
い
る
ブ

後
近
年
問
題
視
さ
れ
て
い
る
ブ

ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
に
つ
い
て
実
際

ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
に
つ
い
て
実
際

に
受
け
た
相
談
内
容
か
ら
一
例

に
受
け
た
相
談
内
容
か
ら
一
例

が
紹
介
さ
れ
た
。

が
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
の
上
で
、
具
体
的
な
対
策

　

そ
の
上
で
、
具
体
的
な
対
策

と
し
て
、
労
働
法
の
知
識
を
身

と
し
て
、
労
働
法
の
知
識
を
身

に
つ
け
る
、
勤
務
時
間
を
記
録

に
つ
け
る
、
勤
務
時
間
を
記
録

に
残
し
て
証
拠
を
確
保
す
る
な

に
残
し
て
証
拠
を
確
保
す
る
な

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様
子

講
演
す
る
小
林
弁
護
士

米
沢
帯
広
市
長
の
講
演

川
勝
静
岡
県
知
事

　

９
月
６
日
、
法
務
省
か
ら
今
年
度

　

９
月
６
日
、
法
務
省
か
ら
今
年
度

の
司
法
試
験
合
格
者
が
発
表
さ
れ
、

の
司
法
試
験
合
格
者
が
発
表
さ
れ
、

本
学
法
科
大
学
院
修
了
生
か
ら
花
田

本
学
法
科
大
学
院
修
了
生
か
ら
花
田

弘
介
氏
（
平

弘
介
氏
（
平
2424
修
・
修
・
120120
期
法
務
）
と

期
法
務
）
と

太
田
博
久
氏
（
同
）
の
２
人
が
合
格

太
田
博
久
氏
（
同
）
の
２
人
が
合
格

し
た
。
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木
タ
ワ

し
た
。
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木
タ
ワ

ー
1818
階
の
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
で

階
の
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
で

1010
月
１
日
に
催
さ
れ
た
平
成

月
１
日
に
催
さ
れ
た
平
成
2828
年
司
年
司

法
試
験
合
格
者
の
祝
賀
会
で
は
、
難

法
試
験
合
格
者
の
祝
賀
会
で
は
、
難

関
を
突
破
し
た
２
人
に
祝
福
の
言
葉

関
を
突
破
し
た
２
人
に
祝
福
の
言
葉

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

祝
賀
会
開
会
に
あ
た
り
、
武
田
誠

　

祝
賀
会
開
会
に
あ
た
り
、
武
田
誠

法
科
大
学
院
院
長
と
来
賓
の
針
本
正

法
科
大
学
院
院
長
と
来
賓
の
針
本
正

行
副
学
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。

行
副
学
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。

続
い
て
河
合
繁
昭
法
科
大
学
院
准
教

続
い
て
河
合
繁
昭
法
科
大
学
院
准
教

授
・
渋
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所

授
・
渋
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所

長
の
乾
杯
の
発
声
で
、
祝
い
の
宴
が

長
の
乾
杯
の
発
声
で
、
祝
い
の
宴
が

始
ま
っ
た
。

始
ま
っ
た
。

　

法
科
大
学
院
在
学
生
や
教
職
員
と

　

法
科
大
学
院
在
学
生
や
教
職
員
と

の
歓
談
の
中
、
抜
き
打
ち
で
そ
れ
ぞ

の
歓
談
の
中
、
抜
き
打
ち
で
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
の
来
場
者
か
ら
合
格
者
へ

れ
の
立
場
の
来
場
者
か
ら
合
格
者
へ

の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た

の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た

祝
電
も
紹
介
さ
れ
、
２
人
の
合
格
者

祝
電
も
紹
介
さ
れ
、
２
人
の
合
格
者

へ
の
祝
辞
で
溢
れ
て
い
た
。
会
の
最

へ
の
祝
辞
で
溢
れ
て
い
た
。
会
の
最

後
に
、
本
法
科
大
学
院
Ｏ
Ｂ
会
か
ら

後
に
、
本
法
科
大
学
院
Ｏ
Ｂ
会
か
ら

合
格
者
２
人
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、

合
格
者
２
人
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、

合
格
者
一
人
一
人
が
こ
の
度
の
感

合
格
者
一
人
一
人
が
こ
の
度
の
感

想
、
そ
し
て
今
後
の
抱
負
を
語
っ

想
、
そ
し
て
今
後
の
抱
負
を
語
っ

た
。
た
。

　

最
後
に
福
岡
英
明
法
科
大
学
院
副

　

最
後
に
福
岡
英
明
法
科
大
学
院
副

院
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
司

院
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
司

会
の
山
口
輝
幸
教
学
事
務
部
大
学
院

会
の
山
口
輝
幸
教
学
事
務
部
大
学
院

担
当
次
長
か
ら
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、

担
当
次
長
か
ら
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、

中
締
め
と
な
っ
た
。
法
曹
界
で
の
２

中
締
め
と
な
っ
た
。
法
曹
界
で
の
２

人
の
活
躍
を
期
待
し
、
喜
び
を
分
か

人
の
活
躍
を
期
待
し
、
喜
び
を
分
か

ち
合
う
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

ち
合
う
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

司法試験合格者

今年度は２人

提案づくりをする学生たち

を
説
明
し
た
。

を
説
明
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
学
生
ら
が

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
学
生
ら
が

小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
提
案
づ
く
り

小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
提
案
づ
く
り

を
行
い
、
投
票
の
結
果
、
Ａ
Ｌ
を
展
開

を
行
い
、
投
票
の
結
果
、
Ａ
Ｌ
を
展
開

す
る
大
学
間
で
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
交
換

す
る
大
学
間
で
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
交
換

制
度
を
求
め
た
提
案
が
最
も
票
を
集
め

制
度
を
求
め
た
提
案
が
最
も
票
を
集
め

た
。
こ
の
ほ
か
、
各
グ
ル
ー
プ
で
は
そ

た
。
こ
の
ほ
か
、
各
グ
ル
ー
プ
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
大
学
で
の
活
動
に
質
問
し
た

れ
ぞ
れ
の
大
学
で
の
活
動
に
質
問
し
た

り
、
意
見
交
換
し
た
り
し
て
い
た
。

り
、
意
見
交
換
し
た
り
し
て
い
た
。

Ａ
Ｌ
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

訃　

報

保
木
本
名
誉
教
授
逝
去

　

本
学
法
学

　

本
学
法
学

部
名
誉
教
授

部
名
誉
教
授

の
保
木
本
一

の
保
木
本
一

郎
氏
が
、

郎
氏
が
、
1111

月
３
日
に
逝
去
。

月
３
日
に
逝
去
。
8181
歳
。
葬
儀

歳
。
葬
儀

は
1111
月
1313
日
に
、
西
橋
寺
（
鳥

日
に
、
西
橋
寺
（
鳥

取
県
八
頭
郡
）
で
執
り
行
わ
れ

取
県
八
頭
郡
）
で
執
り
行
わ
れ

る
。
喪
主
は
長
男
の
利
行
氏
。

る
。
喪
主
は
長
男
の
利
行
氏
。

　

保
木
本
氏
は
昭
和
９
年
生
ま

　

保
木
本
氏
は
昭
和
９
年
生
ま

れ
。
れ
。
3838
年
東
京
大
学
大
学
院
社

年
東
京
大
学
大
学
院
社

会
科
学
研
究
科
公
法
専
門
課
程

会
科
学
研
究
科
公
法
専
門
課
程

修
了
。

修
了
。

　

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所

　

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所

助
手
を
経
て

助
手
を
経
て
4343
年
本
学
法
学
部

年
本
学
法
学
部

専
任
講
師
。

専
任
講
師
。
4646
年
助
教
授
、

年
助
教
授
、
5353

年
教
授
。
平
成

年
教
授
。
平
成
1717
年
定
年
退

年
定
年
退

職
。
同
年
名
誉
教
授
。
在
職
中

職
。
同
年
名
誉
教
授
。
在
職
中

に
は
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員

に
は
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員

長
な
ど
を
歴
任
。

長
な
ど
を
歴
任
。

　

専
門
は
法
学
、
憲
法
学
、
科

　

専
門
は
法
学
、
憲
法
学
、
科

学
技
術
社
会
論
。
主
な
著
書
に

学
技
術
社
会
論
。
主
な
著
書
に

は
『
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
析
計
画
と

は
『
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
析
計
画
と

法　

優
生
学
か
ら
の
訣
別
』、

法　

優
生
学
か
ら
の
訣
別
』、

『
核
と
遺
伝
子
技
術
の
法
的
統

『
核
と
遺
伝
子
技
術
の
法
的
統

制 

先
端
科
学
技
術
と
法
』（
日

先
端
科
学
技
術
と
法
』（
日

本
評
論
社
）
な
ど
が
あ
る
。

本
評
論
社
）
な
ど
が
あ
る
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
泰
司
元
職
員
逝
去

　

本
学
事
務
局
元
財
務
部
管
財

　

本
学
事
務
局
元
財
務
部
管
財

課
ボ
イ
ラ
ー
室
の
佐
藤
泰
司
氏

課
ボ
イ
ラ
ー
室
の
佐
藤
泰
司
氏

が
1010
月
2525
日
に
逝
去
し
た
。

日
に
逝
去
し
た
。
7878

歳
。
通
夜
は
、

歳
。
通
夜
は
、
1010
月
2727
日
に
、

日
に
、

告
別
式
は
翌

告
別
式
は
翌
2828
日
に
プ
リ
エ
久

日
に
プ
リ
エ
久

喜
（
埼
玉
県
久
喜
市
）
で
執
り

喜
（
埼
玉
県
久
喜
市
）
で
執
り

行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長
男
の
竹

行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長
男
の
竹

規
氏
。

規
氏
。

　

佐
藤
氏
は
昭
和

　

佐
藤
氏
は
昭
和
1313
年
生
ま

年
生
ま

れ
。
れ
。
3232
年
福
島
県
立
農
蚕
高
等

年
福
島
県
立
農
蚕
高
等

学
校
卒
業
。
国
鉄
職
員
な
ど
を

学
校
卒
業
。
国
鉄
職
員
な
ど
を

経
て
経
て
3636
年
本
学
汽
罐
室
。

年
本
学
汽
罐
室
。
5252
年

同
技
師
、
平
成
６
年
経
理
部
管

同
技
師
、
平
成
６
年
経
理
部
管

理
課
ボ
イ
ラ
ー
室
主
任
技
師
、

理
課
ボ
イ
ラ
ー
室
主
任
技
師
、

1111
年
同
主
査
、

年
同
主
査
、
1515
年
定
年
退

年
定
年
退

職
。
職
。
1717
年
ま
で
財
務
部
管
財
課

年
ま
で
財
務
部
管
財
課

ボ
イ
ラ
ー
室
臨
時
職
員
。

ボ
イ
ラ
ー
室
臨
時
職
員
。

題
」
で
あ
る
と
語
り
、
帯
広
市

題
」
で
あ
る
と
語
り
、
帯
広
市

の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
説
明

生
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

し
た
。

　

来
年
１
月

　

来
年
１
月
2121
日
（
土
）
に
は

日
（
土
）
に
は

増
田
寛
也
野
村
総
合
研
究
所
顧

増
田
寛
也
野
村
総
合
研
究
所
顧

問
に
よ
る
第
３
回
の
講
演
が
予

問
に
よ
る
第
３
回
の
講
演
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

定
さ
れ
て
い
る
。

　

1010
月
2727
日
午
前
９
時
か
ら
渋

日
午
前
９
時
か
ら
渋

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
１
２
０
周
年
記

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
１
２
０
周
年
記

念
２
号
館
２
３
０
１
教
室
で
、

念
２
号
館
２
３
０
１
教
室
で
、

今
年
度
２
回
目
と
な
る
法
学
会

今
年
度
２
回
目
と
な
る
法
学
会

講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。講
師

講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。講
師

に
弁
護
士
で
日
本
労
働
弁
護
団

に
弁
護
士
で
日
本
労
働
弁
護
団

ど
が
有
効
で
あ
る
と
解
説
し

ど
が
有
効
で
あ
る
と
解
説
し

た
。
た
。

　

最
後
に
小
林
弁
護
士
は
「
積

　

最
後
に
小
林
弁
護
士
は
「
積

極
的
に
権
利
を
主
張
す
る
こ
と

極
的
に
権
利
を
主
張
す
る
こ
と

が
、
現
状
を
変
え
る
に
は
必

が
、
現
状
を
変
え
る
に
は
必

要
」
と
労
働
者
が
主
体
的
に
、

要
」
と
労
働
者
が
主
体
的
に
、

自
ら
の
待
遇
改
善
に
向
け
働
き

自
ら
の
待
遇
改
善
に
向
け
働
き

か
け
る
こ
と
の
必
要
性
を
学
生

か
け
る
こ
と
の
必
要
性
を
学
生

た
ち
に
提
言
し
た
。

た
ち
に
提
言
し
た
。
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第
８
回
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　

第
８
回
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
、

ル
が
、
1010
月
3030
日
に
た
ま
プ
ラ

日
に
た
ま
プ
ラ

ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
、
過
去
最
多
と
な
る
１
６
４

れ
、
過
去
最
多
と
な
る
１
６
４

８
人
の
親
子
連
れ
が
参
加
し

８
人
の
親
子
連
れ
が
参
加
し

た
。
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、地
域
と
共

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、地
域
と
共

に
学
び
や
遊
び
を
通
じ
て
子
ど

に
学
び
や
遊
び
を
通
じ
て
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
考
え
る
た
め

も
た
ち
の
成
長
を
考
え
る
た
め

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。教

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。教

育
系
学
部
で
あ
る
人
間
開
発
学

育
系
学
部
で
あ
る
人
間
開
発
学

部
の
在
学
生
が
教
員
と
と
も
に

部
の
在
学
生
が
教
員
と
と
も
に

春
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
。

春
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「
共
育
・
響
命

今
年
の
テ
ー
マ
は「
共
育
・
響
命

・
笑
顔
」。当
日
は

・
笑
顔
」。当
日
は
2020
を
超
え
る

を
超
え
る

催
し
が
各
教
室
で
行
わ
れ
、子

催
し
が
各
教
室
で
行
わ
れ
、子

ど
も
た
ち
の
歓
声
で
キ
ャ
ン
パ

ど
も
た
ち
の
歓
声
で
キ
ャ
ン
パ

ス
は
終
日
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

ス
は
終
日
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

　

平
成

　

平
成
2323
年
１
月
に
国
学
院
大

年
１
月
に
国
学
院
大

学
を
含
め
全
国
の
８
大
学
が
パ

学
を
含
め
全
国
の
８
大
学
が
パ

イ
ロ
ッ
ト
校
と
な
っ
て
、
宗
教

イ
ロ
ッ
ト
校
と
な
っ
て
、
宗
教

文
化
士
制
度
が
発
足
し
た
。
同

文
化
士
制
度
が
発
足
し
た
。
同

年
1111
月
に
第
１
回
の
認
定
試
験

月
に
第
１
回
の
認
定
試
験

が
行
わ
れ
た
が
、
以
後
年
２
回

が
行
わ
れ
た
が
、
以
後
年
２
回

認
定
試
験
が
実
施
さ
れ
て
、
本

認
定
試
験
が
実
施
さ
れ
て
、
本

年
６
月
で

年
６
月
で
1010
回
を
数
え
る
。

回
を
数
え
る
。

　

大
学
に
お
い
て
関
連
す
る
単

　

大
学
に
お
い
て
関
連
す
る
単

位
を
位
を
1616
単
位
取
得
し
な
い
と
受

単
位
取
得
し
な
い
と
受

験
で
き
な
い
と
い
う
、
少
し
ハ

験
で
き
な
い
と
い
う
、
少
し
ハ

ー
ド
ル
の
高
い
認
定
試
験
で
あ

ー
ド
ル
の
高
い
認
定
試
験
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
に
２

る
。
そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
に
２

４
７
人
が
宗
教
文
化
士
の
資
格

４
７
人
が
宗
教
文
化
士
の
資
格

を
取
得
し
た
。
そ
の
中
で
国
学

を
取
得
し
た
。
そ
の
中
で
国
学

院
大
学
の
在
学
生
や
卒
業
生
が

院
大
学
の
在
学
生
や
卒
業
生
が

占
め
る
割
合
は
飛
び
ぬ
け
て
高

占
め
る
割
合
は
飛
び
ぬ
け
て
高

く
、
４
分
の
１
以
上
の

く
、
４
分
の
１
以
上
の
6767
人
に
人
に

の
ぼ
る
。
宗
教
文
化
教
育
推
進

の
ぼ
る
。
宗
教
文
化
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
が
国
学
院

セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
が
国
学
院

大
学
研
究
開
発
推
進
機
構
内
に

大
学
研
究
開
発
推
進
機
構
内
に

置
か
れ
て
い
る
と
い
う
利
点
も

置
か
れ
て
い
る
と
い
う
利
点
も

あ
る
が
、
第
一
に
は
本
学
の
教

あ
る
が
、
第
一
に
は
本
学
の
教

育
の
特
徴
が
関
係
し
て
い
る
。

育
の
特
徴
が
関
係
し
て
い
る
。

神
道
文
化
学
部
や
文
学
部
の
カ

神
道
文
化
学
部
や
文
学
部
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
日
本
や
世
界

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
日
本
や
世
界

の
宗
教
文
化
を
学
ぶ
上
で
他
大

の
宗
教
文
化
を
学
ぶ
上
で
他
大

学
に
類
を
み
な
い
ほ
ど
充
実
し

学
に
類
を
み
な
い
ほ
ど
充
実
し

て
い
る
。
宗
教
文
化
に
関
す
る

て
い
る
。
宗
教
文
化
に
関
す
る

講
義
を
用
意
し
よ
う
と
し
て
い

講
義
を
用
意
し
よ
う
と
し
て
い

る
他
大
学
の
関
係
者
か
ら
う
ら

る
他
大
学
の
関
係
者
か
ら
う
ら

や
ま
し
が
ら
れ
て
い
る
。

や
ま
し
が
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
社
会
に
お
い
て
グ
ロ
ー

　

日
本
社
会
に
お
い
て
グ
ロ
ー

バ
ル
化
は
ま
す
ま
す
進
行
し
、

バ
ル
化
は
ま
す
ま
す
進
行
し
、

異
な
る
宗
教
文
化
を
も
っ
た
人

異
な
る
宗
教
文
化
を
も
っ
た
人

び
と
と
の
日
常
的
な
付
き
合
い

び
と
と
の
日
常
的
な
付
き
合
い

は
深
ま
る
一
方
で
あ
る
。
企
業

は
深
ま
る
一
方
で
あ
る
。
企
業

も
ま
た
宗
教
文
化
の
基
礎
知
識

も
ま
た
宗
教
文
化
の
基
礎
知
識

を
得
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
を

を
得
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
を

し
だ
い
に
認
識
し
始
め
て
い

し
だ
い
に
認
識
し
始
め
て
い

る
。
宗
教
文
化
士
と
な
っ
た
人

る
。
宗
教
文
化
士
と
な
っ
た
人

に
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
季
刊
の
メ

に
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
季
刊
の
メ

ル
マ
ガ
が
無
料
で
送
付
さ
れ
、

ル
マ
ガ
が
無
料
で
送
付
さ
れ
、

継
続
的
に
現
代
社
会
の
宗
教
問

継
続
的
に
現
代
社
会
の
宗
教
問

題
に
つ
い
て
も
知
識
を
深
め
る

題
に
つ
い
て
も
知
識
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
い
る
。

っ
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
に
は
日
本
宗
教
学

　

こ
の
制
度
に
は
日
本
宗
教
学

会
（
会
員
約
２
千
人
）
と
「
宗

会
（
会
員
約
２
千
人
）
と
「
宗

教
と
社
会
」
学
会
（
会
員
約
５

教
と
社
会
」
学
会
（
会
員
約
５

０
０
人
）
と
い
う
２
つ
の
全
国

０
０
人
）
と
い
う
２
つ
の
全
国

学
会
が
連
携
機
関
に
な
っ
て
い

学
会
が
連
携
機
関
に
な
っ
て
い

る
。
参
加
大
学
も
当
初
の
８
大

る
。
参
加
大
学
も
当
初
の
８
大

学
か
ら

学
か
ら
1414
大
学
に
増
え
、
今
後

大
学
に
増
え
、
今
後

さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
見
込
み

さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
見
込
み

で
あ
る
。
ま
た
今
年
３
月
に
出

で
あ
る
。
ま
た
今
年
３
月
に
出

さ
れ
た
大
学
評
価
・
学
位
授
与

さ
れ
た
大
学
評
価
・
学
位
授
与

機
構
作
成
の
報
告
書
に
お
い
て

機
構
作
成
の
報
告
書
に
お
い
て

は
、
セ
ン
タ
ー
の
設
立
経
緯
と

は
、
セ
ン
タ
ー
の
設
立
経
緯
と

現
在
の
活
動
が
２
頁
に
わ
た
り

現
在
の
活
動
が
２
頁
に
わ
た
り

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
大
学
教
育

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
大
学
教
育

に
お
け
る
分
野
別
質
保
証
の
面

に
お
け
る
分
野
別
質
保
証
の
面

か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い

か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

う
こ
と
で
あ
る
。

　

資
格
は
５
年
間
有
効
で
、
そ

　

資
格
は
５
年
間
有
効
で
、
そ

の
後
更
新
の
た
め
の
レ
ポ
ー
ト

の
後
更
新
の
た
め
の
レ
ポ
ー
ト

等
を
提
出
す
る
と
上
級
宗
教
文

等
を
提
出
す
る
と
上
級
宗
教
文

化
士
（
終
生
の
資
格
）
と
な
れ

化
士
（
終
生
の
資
格
）
と
な
れ

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
最
初
の

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
最
初
の

上
級
宗
教
文
化
士
は
来
年
３
月

上
級
宗
教
文
化
士
は
来
年
３
月

に
誕
生
す
る
予
定
で
あ
る
。
国

に
誕
生
す
る
予
定
で
あ
る
。
国

学
院
大
学
の
在
学
生
や
卒
業
生

学
院
大
学
の
在
学
生
や
卒
業
生

が
こ
の
資
格
を
活
か
し
、
本
学

が
こ
の
資
格
を
活
か
し
、
本
学

の
教
育
の
質
の
高
さ
を
社
会
に

の
教
育
の
質
の
高
さ
を
社
会
に

い
っ
そ
う
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し

い
っ
そ
う
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

い
と
願
っ
て
い
る
。

井
上
順
孝

井
上
順
孝
（
研
究
開
発
推
進
機

（
研
究
開
発
推
進
機

構
長
・
神
道
文
化
学
部
教
授
）

構
長
・
神
道
文
化
学
部
教
授
）

　10月22日午後３時から渋谷キャ　10月22日午後３時から渋谷キャ
ンパス学術メディアセンター常磐ンパス学術メディアセンター常磐
松ホールで、研究開発推進機構主松ホールで、研究開発推進機構主
催の公開学術講演会「描かれた近催の公開学術講演会「描かれた近
世の祭礼」が開催され、約150人世の祭礼」が開催され、約150人
が参加した。同企画は、国学院大が参加した。同企画は、国学院大
学博物館で開催されている企画展学博物館で開催されている企画展
「祭礼行列―渡る神と人―「祭礼行列―渡る神と人―（８面（８面
別項参照）別項参照）」の関連企画で、福原」の関連企画で、福原
敏男武蔵大学教授（昭55卒・88期敏男武蔵大学教授（昭55卒・88期
史、昭57修・90期博前神）が講演史、昭57修・90期博前神）が講演
を行った。を行った。
　福原氏は、愛知県津島市神明町　福原氏は、愛知県津島市神明町
の津島神社の夏の大祭「尾張津島の津島神社の夏の大祭「尾張津島
天王祭」や東京・神田神社の神田天王祭」や東京・神田神社の神田
祭で、江戸時代に登場した山車や祭で、江戸時代に登場した山車や
鉾、屋台ついて絵巻や錦絵を用い鉾、屋台ついて絵巻や錦絵を用い
て紹介。企画展に出品中の本学図て紹介。企画展に出品中の本学図
書館所蔵「つしま祭絵巻」につい書館所蔵「つしま祭絵巻」につい
ては、最新の研究を踏まえて考察ては、最新の研究を踏まえて考察
を述べた。を述べた。

　

本
学
で
は
専
任
教
職
員
を
対
象
に

　

本
学
で
は
専
任
教
職
員
を
対
象
に

本
学
の
学
術
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

本
学
の
学
術
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
学
術
論
文
等
の
出
版

的
と
し
て
、
学
術
論
文
等
の
出
版

（
甲
）
と
、
学
術
専
門
図
書
の
出
版

（
甲
）
と
、
学
術
専
門
図
書
の
出
版

（
乙
）
に
お
い
て
学
会
に
裨
益
す
る

（
乙
）
に
お
い
て
学
会
に
裨
益
す
る

こ
と
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

こ
と
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

も
の
に
対
し
て
助
成
す
る
「
出
版
助

も
の
に
対
し
て
助
成
す
る
「
出
版
助

成
」
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。

成
」
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
、（
甲
）
に
採
択
さ
れ
た

　

今
年
度
、（
甲
）
に
採
択
さ
れ
た

の
は
戸
村
理
教
育
開
発
推
進
機
構
助

の
は
戸
村
理
教
育
開
発
推
進
機
構
助

教
の
「
戦
前
に
お
け
る
早
稲
田
と
慶

教
の
「
戦
前
に
お
け
る
早
稲
田
と
慶

應
の
経
営
比
較
：
近
代
日
本
私
立
高

應
の
経
営
比
較
：
近
代
日
本
私
立
高

等
教
育
機
関
の
一
範
型
」。（
乙
）
に

等
教
育
機
関
の
一
範
型
」。（
乙
）
に

は
野
中
哲
照
文
学
部
教
授
の
「
陸
奥

は
野
中
哲
照
文
学
部
教
授
の
「
陸
奥

話
記
の
成
立
」、
上
山
和
雄
文
学
部

話
記
の
成
立
」、
上
山
和
雄
文
学
部

教
授
の
「
日
本
近
代
蚕
糸
業
の
展

教
授
の
「
日
本
近
代
蚕
糸
業
の
展

開
」、
谷
口
康
浩
文
学
部
教
授
の

開
」、
谷
口
康
浩
文
学
部
教
授
の

「
縄
文
時
代
の
社
会
複
雑
化
と
儀
礼

「
縄
文
時
代
の
社
会
複
雑
化
と
儀
礼

祭
祀
」、
本
田
一
成
経
済
学
部
教
授

祭
祀
」、
本
田
一
成
経
済
学
部
教
授

の
「
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
労
使
関
係

の
「
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
労
使
関
係 

―
日
本
最
大
組
織
労
働
者
の
原
像
と

―
日
本
最
大
組
織
労
働
者
の
原
像
と

『
Ｚ
モ
デ
ル
』
―

『
Ｚ
モ
デ
ル
』
―
」
の
４
件
を
採
択

」
の
４
件
を
採
択

し
た
。

し
た
。
1010
月
1919
日
に
赤
井
益
久
学
長

日
に
赤
井
益
久
学
長

か
ら
、採
択
通
知
書
が
交
付
さ
れ
た
。

か
ら
、採
択
通
知
書
が
交
付
さ
れ
た
。

　

1010
月
1616
日
午
後
１
時
か
ら
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

日
午
後
１
時
か
ら
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル

ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル

で
、
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
が

で
、
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
が

主
催
す
る
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
東
ア
ジ
ア

主
催
す
る
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
東
ア
ジ
ア

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
宗
教
文
化
」
が
開
催
さ
れ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
宗
教
文
化
」
が
開
催
さ
れ

た
。
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
大
阪
工
業
大
学
の
川
田
進

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
大
阪
工
業
大
学
の
川
田
進

教
授
、
研
究
開
発
推
進
機
構
長
の
井
上
順
孝
神

教
授
、
研
究
開
発
推
進
機
構
長
の
井
上
順
孝
神

道
文
化
学
部
教
授
、
海
外
か
ら
招
い
た
台
湾
国

道
文
化
学
部
教
授
、
海
外
か
ら
招
い
た
台
湾
国

立
中
央
研
究
院
の
齊
偉
光
専
任
研
究
員
、
オ
ー

立
中
央
研
究
院
の
齊
偉
光
専
任
研
究
員
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ペ

ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ペ

ニ
ー
教
授
が
報
告
を
行
っ
た
。
岩
井
洋
帝
塚
山

ニ
ー
教
授
が
報
告
を
行
っ
た
。
岩
井
洋
帝
塚
山

大
学
学
長
の
コ
メ
ン
ト
の
後
、
最
後
に
司
会
の

大
学
学
長
の
コ
メ
ン
ト
の
後
、
最
後
に
司
会
の

櫻
井
義
秀
北
海
道
大
学
教
授
の
進
行
に
よ
っ
て

櫻
井
義
秀
北
海
道
大
学
教
授
の
進
行
に
よ
っ
て

総
合
討
議
が
行
わ
れ
た
。

総
合
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
諸

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
諸

課
題
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
研
究
交

課
題
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
研
究
交

流
・
意
見
交
換
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

流
・
意
見
交
換
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

な
ど
が
熱
心
に
議
論
さ
れ
、
約
１
０
０
人
の
来

な
ど
が
熱
心
に
議
論
さ
れ
、
約
１
０
０
人
の
来

場
者
が
耳
を
傾
け
た
。

場
者
が
耳
を
傾
け
た
。

地
域
と
と
も
に
子
育
て
を
考
え
る

「描かれた近世の祭礼」
公開学術講演会

日本文化研究所 国際研究フォーラム

「東アジアのグローバル化と宗教文化」

「
出
版
助
成
」に
５
件
採
択

人
間
開
発
学
部
主
催　

第
８
回
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「親子ｄｅクッキング」でクッキー作り

報
告
を
行
う
井
上
機
構
長

赤
井
学
長
と
４
人
の
採
択
者（
左
端
は
石
井
副
学
長
）

子
ど
も
向
け
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

披
露
す
る
在
学
生

　

多
彩
な
特
別
教
室
を
生
か
し

　

多
彩
な
特
別
教
室
を
生
か
し

た
催
し
が
行
わ
れ
る
の
も
こ
の

た
催
し
が
行
わ
れ
る
の
も
こ
の

イ
ベ
ン
ト
の
特
長
の
一
つ
。
音

イ
ベ
ン
ト
の
特
長
の
一
つ
。
音

楽
教
育
用
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

楽
教
育
用
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

で
は
童
話
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

で
は
童
話
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
コ
ン
サ
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
調
理
実
習

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
調
理
実
習

室
で
は
ク
ッ
キ
ー
作
り
が
行
わ

室
で
は
ク
ッ
キ
ー
作
り
が
行
わ

れ
、
学
生
と
一
緒
に
個
性
豊
か

れ
、
学
生
と
一
緒
に
個
性
豊
か

な
形
に
焼
き
あ
が
っ
た
ク
ッ
キ

な
形
に
焼
き
あ
が
っ
た
ク
ッ
キ

ー
を
頬
張
っ
た
。
ま
た
理
科
実

ー
を
頬
張
っ
た
。
ま
た
理
科
実

験
室
で
の
身
近
な
素
材
を
使
っ

験
室
で
の
身
近
な
素
材
を
使
っ

た
実
験
教
室
や
体
育
館
で
の
運

た
実
験
教
室
や
体
育
館
で
の
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
人
気
を
集
め

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
人
気
を
集
め

て
い
た
。

て
い
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は
、

　

参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は
、

在
学
生
の
姿
に
対
し
て
、「
学

在
学
生
の
姿
に
対
し
て
、「
学

生
さ
ん
が
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し

生
さ
ん
が
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
、
子
ど
も
を
熱
心
に
盛

て
く
れ
、
子
ど
も
を
熱
心
に
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
。
他
の
イ
ベ

り
上
げ
て
く
れ
る
。
他
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
な
い
こ
と
」
と
評
価

ン
ト
に
は
な
い
こ
と
」
と
評
価

の
声
が
多
く
上
が
っ
て
い
た
。

の
声
が
多
く
上
が
っ
て
い
た
。

　

同
日
は
、
今
年
度
最
後
の
オ

　

同
日
は
、
今
年
度
最
後
の
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
同
時
開

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
同
時
開

催
さ
れ
た
。
在
学
生
が
活
躍
す

催
さ
れ
た
。
在
学
生
が
活
躍
す

る
姿
に
、
高
校
生
た
ち
は
将
来

る
姿
に
、
高
校
生
た
ち
は
将
来

の
自
分
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て

の
自
分
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

国
学
院
大
学
が
宗
教
文
化
士
の
資
格
取
得
で
ト
ッ
プ



あいさつをする赤井学長
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１
年
に
一
度
、
院
友
（
卒
業
生
）
を

　

１
年
に
一
度
、
院
友
（
卒
業
生
）
を

キ
ャ
ン
パ
ス
に
迎
え
開
催
さ
れ
る
「
平

キ
ャ
ン
パ
ス
に
迎
え
開
催
さ
れ
る
「
平

成
2828
年
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
が

年
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
が
1010

月
1515
日
、
渋
谷
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
両
キ

日
、
渋
谷
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
両
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
渋
谷
キ
ャ
ン

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
院
友
自
ら
が
企
画
し
た
コ

パ
ス
で
は
、
院
友
自
ら
が
企
画
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
や
全
国
院
友
支
部
に
よ
る
物

ン
サ
ー
ト
や
全
国
院
友
支
部
に
よ
る
物

産
展
、
在
校
生
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
な

産
展
、
在
校
生
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
な

ど
た
く
さ
ん
の
催
し
が
行
わ
れ
、
訪
れ

ど
た
く
さ
ん
の
催
し
が
行
わ
れ
、
訪
れ

た
院
友
は
恩
師
、
仲
間
と
再
会
す
る
な

た
院
友
は
恩
師
、
仲
間
と
再
会
す
る
な

ど
当
時
を
懐
か
し
ん
だ
。

ど
当
時
を
懐
か
し
ん
だ
。

　

当
日
は
午
前

　

当
日
は
午
前
1111
時
か
ら
、
若
木
タ
ワ

時
か
ら
、
若
木
タ
ワ

ー
１
階
で
受
け
付
け
が
始
ま
り
、
こ
の

ー
１
階
で
受
け
付
け
が
始
ま
り
、
こ
の

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
院
友
、
家
族

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
院
友
、
家
族

関
係
者
が
列
を
作
っ
た
。
屋
外
で
は
熊

関
係
者
が
列
を
作
っ
た
。
屋
外
で
は
熊

本
、
北
海
道
、
青
森
、
福
島
、
栃
木
、

本
、
北
海
道
、
青
森
、
福
島
、
栃
木
、

埼
玉
、
千
葉
な
ど
各
院
友
会
支
部
の
ブ

埼
玉
、
千
葉
な
ど
各
院
友
会
支
部
の
ブ

ー
ス
が
並
び
、
リ
ン
ゴ
や
ワ
イ
ン
な
ど

ー
ス
が
並
び
、
リ
ン
ゴ
や
ワ
イ
ン
な
ど

の
物
産
を
販
売
。
参
加
者
は
さ
っ
そ
く

の
物
産
を
販
売
。
参
加
者
は
さ
っ
そ
く

品
定
め
を
行
っ
て
い
た
。

品
定
め
を
行
っ
て
い
た
。

　

吹
奏
楽
部
卒
業
生
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

　

吹
奏
楽
部
卒
業
生
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
パ
ワ
フ
ル
で
一
体
感
の

サ
ー
ト
で
は
、
パ
ワ
フ
ル
で
一
体
感
の

あ
る
演
奏
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

あ
る
演
奏
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

正
午
か
ら
は
国
学
院
大
学
図
書
館
の

　

正
午
か
ら
は
国
学
院
大
学
図
書
館
の

所
蔵
資
料
を
一
般
に
解
説
す
る
「
図
書

所
蔵
資
料
を
一
般
に
解
説
す
る
「
図
書

館
展
示
解
説
」
が
行
わ
れ
た
。
戦
国
時

館
展
示
解
説
」
が
行
わ
れ
た
。
戦
国
時

代
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
大
勢
の
歴
史
フ
ァ

代
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
大
勢
の
歴
史
フ
ァ

ン
が
参
加
。
担
当
教
員
ら
か
ら
実
物
の

ン
が
参
加
。
担
当
教
員
ら
か
ら
実
物
の

武
家
文
書
の
説
明
を
受
け
、
戦
国
時
代

武
家
文
書
の
説
明
を
受
け
、
戦
国
時
代

に
思
い
を
は
せ
て
い
た
。
国
学
院
大
学

に
思
い
を
は
せ
て
い
た
。
国
学
院
大
学

博
物
館
で
は
「

博
物
館
で
は
「
1010
倍
楽
し
く
な
る
ミ
ュ

倍
楽
し
く
な
る
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
」
が
行
わ
れ
、
展
示

ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
」
が
行
わ
れ
、
展
示

担
当
教
員
が
展
示
品
の
見
方
、
楽
し
み

担
当
教
員
が
展
示
品
の
見
方
、
楽
し
み

方
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
解
説
し
て

方
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
解
説
し
て

い
た
。

い
た
。

　

午
後
１
時
か
ら
は
１
２
０
周
年
記
念

　

午
後
１
時
か
ら
は
１
２
０
周
年
記
念

２
号
館
２
１
０
４
教
室
で
、
開
会
セ
レ

２
号
館
２
１
０
４
教
室
で
、
開
会
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
赤
井
益
久
学
長
は

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
赤
井
益
久
学
長
は

「
心
よ
り
歓
迎
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
１
日

「
心
よ
り
歓
迎
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
１
日

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

引
き
続
き
𠮷
田
茂
穗
会
長
が
「
来
年
は

引
き
続
き
𠮷
田
茂
穗
会
長
が
「
来
年
は

院
友
会
発
足
１
３
０
周
年
で
、
母
校
で

院
友
会
発
足
１
３
０
周
年
で
、
母
校
で

の
大
会
を
計
画
し
て
い
る
」
と
明
ら
か

の
大
会
を
計
画
し
て
い
る
」
と
明
ら
か

に
し
た
。
こ
の
あ
と
特
別
ト
ー
ク
「
戦

に
し
た
。
こ
の
あ
と
特
別
ト
ー
ク
「
戦

国
武
将
の
男
気
と
色
気
〜
光
秀
と
秀
次

国
武
将
の
男
気
と
色
気
〜
光
秀
と
秀
次

〜
」
が
行
わ
れ
た

〜
」
が
行
わ
れ
た
（
次
号
採
録
予
定
）。

　

午
後
２
時
半
か
ら
の
「
サ
ロ
ン
＆
コ

　

午
後
２
時
半
か
ら
の
「
サ
ロ
ン
＆
コ

ン
サ
ー
ト
」
で
は
院
友
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ン
サ
ー
ト
」
で
は
院
友
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
デ
ュ
オ
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

ッ
ク
デ
ュ
オ
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

ｎ
ｅ
ｒ
」
が
澄
み
切
っ
た
歌
声
を
披
露

ｎ
ｅ
ｒ
」
が
澄
み
切
っ
た
歌
声
を
披
露

す
る
と
と
も
に
、
学
生
時
代
の
思
い
出

す
る
と
と
も
に
、
学
生
時
代
の
思
い
出

を
語
っ
た
。
１
３
０
周
年
記
念
５
号
館

を
語
っ
た
。
１
３
０
周
年
記
念
５
号
館

多
目
的
室
で
は
母
校
の
歴
史
が
わ
か
る

多
目
的
室
で
は
母
校
の
歴
史
が
わ
か
る

「
国
学
院
か
る
た
」
が
ジ
ャ
ン
ボ
サ
イ

「
国
学
院
か
る
た
」
が
ジ
ャ
ン
ボ
サ
イ

ズ
で
お
目
見
え
。
対
戦
相
手
に
勝
つ
と

ズ
で
お
目
見
え
。
対
戦
相
手
に
勝
つ
と

特
別
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
と
あ

特
別
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
と
あ

っ
て
、
参
加
者
は
汗
を
流
し
な
が
ら
母

っ
て
、
参
加
者
は
汗
を
流
し
な
が
ら
母

校
で
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
た
。

校
で
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

新
し
い
大
学
の
様
子
を
見
学
す
る
た

　

新
し
い
大
学
の
様
子
を
見
学
す
る
た

め
参
加
し
た
栃
木
県
の
黒
田
佳
津
子
さ

め
参
加
し
た
栃
木
県
の
黒
田
佳
津
子
さ

ん
（
昭

ん
（
昭
6262
卒
・
卒
・
9595
期
文
）
と
山
形
県
の

期
文
）
と
山
形
県
の

鈴
木
由
佳
さ
ん
（
昭

鈴
木
由
佳
さ
ん
（
昭
6262
卒
・
卒
・
9595
期
経
）

期
経
）

は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
が
と
て
も
立
派
に
な

は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
が
と
て
も
立
派
に
な

っ
て
い
て
驚
い
た
。
田
舎
に
戻
っ
た
ら

っ
て
い
て
驚
い
た
。
田
舎
に
戻
っ
た
ら

み
ん
な
に
話
し
ま
す
」
と
に
こ
や
か
な

み
ん
な
に
話
し
ま
す
」
と
に
こ
や
か
な

表
情
を
浮
か
べ
た
。

表
情
を
浮
か
べ
た
。

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
午

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
午

後
３
時
か
ら
、
人
間
開
発
学
部
の
院
友

後
３
時
か
ら
、
人
間
開
発
学
部
の
院
友

を
招
い
て
「
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
万
葉
の

を
招
い
て
「
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
万
葉
の

小
径
」
で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今

小
径
」
で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今

年
３
月
に
４
期
生
と
な
る
卒
業
生
が
巣

年
３
月
に
４
期
生
と
な
る
卒
業
生
が
巣

立
っ
た
人
間
開
発
学
部
か
ら
、

立
っ
た
人
間
開
発
学
部
か
ら
、
5050
人
の
人
の

院
友
が
集
い
、
教
員
た
ち
を
囲
ん
で
久

院
友
が
集
い
、
教
員
た
ち
を
囲
ん
で
久

し
ぶ
り
に
親
睦
を
深
め
た
。

し
ぶ
り
に
親
睦
を
深
め
た
。

　

第

　

第
3232
回
八
重

回
八
重

山
毎
日
文
化
賞

山
毎
日
文
化
賞

（
八
重
山
毎
日

（
八
重
山
毎
日

新
聞
社
主
催
）

新
聞
社
主
催
）

の
受
賞
者
が

の
受
賞
者
が
1111

月
３
日
に
発
表

月
３
日
に
発
表

さ
れ
、
山
里
純

さ
れ
、
山
里
純

一
氏
（
昭

一
氏
（
昭
5555
卒

・
8888
期
博
後
日

期
博
後
日

本
史
）
が
正
賞

本
史
）
が
正
賞

を
受
賞
し
た
。

を
受
賞
し
た
。

　

同
賞
は
、
昭

　

同
賞
は
、
昭

和
6060
年
、
八
重

年
、
八
重

山
毎
日
新
聞
社

山
毎
日
新
聞
社

が
創
刊

が
創
刊
3535
周
年
周
年

を
記
念
し
て
創

を
記
念
し
て
創

設
し
た
八
重
山

設
し
た
八
重
山

の
研
究
、
芸
術

の
研
究
、
芸
術

文
化
に
顕
著
な

文
化
に
顕
著
な

　

1111
月
３
日
付
で
秋

月
３
日
付
で
秋

の
叙
勲
が
内
閣
府
か

の
叙
勲
が
内
閣
府
か

ら
発
令
さ
れ
た
。
こ

ら
発
令
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
に
判
明
し
た

れ
ま
で
に
判
明
し
た

本
学
関
係
の
受
章
者

本
学
関
係
の
受
章
者

は
次
の
と
お
り
。

は
次
の
と
お
り
。

（
1111
月
1010
日
現
在
）

日
現
在
）

◇
瑞
宝
小
綬
章
（
教

◇
瑞
宝
小
綬
章
（
教

育
功
労
）
▽
物
部
長

育
功
労
）
▽
物
部
長

仁
（
昭

仁
（
昭
4343
卒
・
卒
・
7676
期

文
、
元
公
立
高
等
学

文
、
元
公
立
高
等
学

校
長
）

校
長
）

◇
瑞
宝
単
光
章
（
現

◇
瑞
宝
単
光
章
（
現

調
停
委
員
）
▽
鈴
木

調
停
委
員
）
▽
鈴
木

か
ほ
る
（
平
５
卒
・

か
ほ
る
（
平
５
卒
・

101101
期
史
、
現
調
停
委

期
史
、
現
調
停
委

員
）
員
）

第32回 八重山毎日文化賞受賞
山里純一氏 本学関係者２氏が受章

秋
の
叙
勲

仲
間
と
の
再
会
に
笑
顔

業
績
を
あ
げ
た
人
に
贈
ら
れ
る

業
績
を
あ
げ
た
人
に
贈
ら
れ
る

賞
。
賞
。

　

山
里
氏
は
、
日
本
古
代
史
が

　

山
里
氏
は
、
日
本
古
代
史
が

専
門
。
八
重
山
高
校
か
ら
琉
球

専
門
。
八
重
山
高
校
か
ら
琉
球

大
学
、
立
正
大
学
大
学
院
、
本

大
学
、
立
正
大
学
大
学
院
、
本

学
大
学
院
に
進
み
、
博
士
（
歴

学
大
学
院
に
進
み
、
博
士
（
歴

史
学
）
を
取
得
。
現
在
は
、
琉

史
学
）
を
取
得
。
現
在
は
、
琉

球
大
学
教
授
。
八
重
山
文
化
研

球
大
学
教
授
。
八
重
山
文
化
研

究
に
寄
与
し
、
今
回
の
受
賞
に

究
に
寄
与
し
、
今
回
の
受
賞
に

至
っ
た
。

至
っ
た
。

　

な
お
、
他
の
受
章
者
が
判
明

　

な
お
、
他
の
受
章
者
が
判
明

し
た
場
合
は
、
本
紙

し
た
場
合
は
、
本
紙
6
5
3

6
5
3
号

（
平
成

（
平
成
2929
年
１
月

年
１
月
1010
日
付
）
以

日
付
）
以

降
に
紹
介
す
る
。

降
に
紹
介
す
る
。
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在
学
生
の
保
護
者
ら
で
組
織

　

在
学
生
の
保
護
者
ら
で
組
織

す
る
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会

す
る
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会

は
1010
月
1515
日
、
渋
谷
、
た
ま
プ

日
、
渋
谷
、
た
ま
プ

ラ
ー
ザ
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
恒

ラ
ー
ザ
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
恒

例
の
「
平
成

例
の
「
平
成
2828
年
度
キ
ャ
ン
パ

年
度
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
会
」
を
開
い
た
。
両
キ

ス
見
学
会
」
を
開
い
た
。
両
キ

ャ
ン
パ
ス
に
は
合
わ
せ
て
約
１

ャ
ン
パ
ス
に
は
合
わ
せ
て
約
１

０
０
０
人
の
父
母
や
関
係
者
が

０
０
０
人
の
父
母
や
関
係
者
が

来
校
し
、
模
擬
授
業
や
キ
ャ
ン

来
校
し
、
模
擬
授
業
や
キ
ャ
ン

パ
ス
を
見
学
す
る
な
ど
学
生
生

パ
ス
を
見
学
す
る
な
ど
学
生
生

活
を
体
感
し
た
。

活
を
体
感
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
在
学
生
の
保

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
在
学
生
の
保

護
者
に
、
国
学
院
大
学
の
様
子

護
者
に
、
国
学
院
大
学
の
様
子

を
知
っ
て
も
ら
い
、
理
解
を
深

を
知
っ
て
も
ら
い
、
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
企
画
。
学
生
が
キ

め
て
も
ら
う
企
画
。
学
生
が
キ

大
学
生
の
就
職
環
境
に
つ
い
て

大
学
生
の
就
職
環
境
に
つ
い
て

講
演
。
こ
れ
か
ら
の
就
職
に
際

講
演
。
こ
れ
か
ら
の
就
職
に
際

し
大
学
生
に
求
め
ら
れ
て
い
る

し
大
学
生
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
解
説
し
た
。
ま

こ
と
な
ど
を
解
説
し
た
。
ま

た
、「
父
母
の
た
め
の
留
学
活

た
、「
父
母
の
た
め
の
留
学
活

用
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
も
行
わ
れ

用
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
も
行
わ
れ

た
。
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
は
随

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
は
随

時
、
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
案

時
、
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
案

内
。
参
加
者
は
神
社
祭
式
を
学

内
。
参
加
者
は
神
社
祭
式
を
学

ぶ
特
別
な
施
設
や
法
廷
を
再
現

ぶ
特
別
な
施
設
や
法
廷
を
再
現

し
た
教
室
な
ど
で
説
明
を
受
け

し
た
教
室
な
ど
で
説
明
を
受
け

た
ほ
か
、
学
生
目
線
で
の
解
説

た
ほ
か
、
学
生
目
線
で
の
解
説

で
、
勉
強
環
境
に
つ
い
て
学
ん

で
、
勉
強
環
境
に
つ
い
て
学
ん

で
い
た
。

で
い
た
。

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
で
は
、

の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
で
は
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、

一
般
企
業
・
小
学
校
教
員
・
幼

一
般
企
業
・
小
学
校
教
員
・
幼

稚
園
教
諭
に
内
定
し
た
「
４
年

稚
園
教
諭
に
内
定
し
た
「
４
年

生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
―
就
職
活
動
を
振
り
返

シ
ョ
ン
―
就
職
活
動
を
振
り
返

っ
て
―
」
や
人
間
開
発
学
部
教

っ
て
―
」
や
人
間
開
発
学
部
教

員
と
の
昼
食
会
な
ど
が
行
わ
れ

員
と
の
昼
食
会
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
３
人
の
学
生
が
内
定

ン
で
は
、
３
人
の
学
生
が
内
定

獲
得
ま
で
の
苦
労
や
、
合
格
の

獲
得
ま
で
の
苦
労
や
、
合
格
の

秘
訣
な
ど
、
難
関
突
破
へ
の
道

秘
訣
な
ど
、
難
関
突
破
へ
の
道

程
を
披
露
し
た
。

程
を
披
露
し
た
。

　「熊本震災復興祈願　第７回観月祭」が10月15　「熊本震災復興祈願　第７回観月祭」が10月15
日、渋谷キャンパス130周年記念５号館のピロティ日、渋谷キャンパス130周年記念５号館のピロティ
で行われた。神道文化学部生を中心に50人の学生がで行われた。神道文化学部生を中心に50人の学生が
古式ゆかしく日本伝統の管絃や神楽舞、舞楽を披露古式ゆかしく日本伝統の管絃や神楽舞、舞楽を披露
した。した。
　今年は、熊本地震からの復興を祈念する祭典とな　今年は、熊本地震からの復興を祈念する祭典とな
り、ピロティのり、ピロティの磐

いわくらいわくら

座の前にすすき・小菊などを生けの前にすすき・小菊などを生け
た祭壇で、はじめにた祭壇で、はじめに修

しゅばつしゅばつ

祓が行われた。続いて神酒、が行われた。続いて神酒、
だんご、里芋や栗などが供えられ、祭主が学生生活だんご、里芋や栗などが供えられ、祭主が学生生活
の無事と震災からの復興を祈願する祝詞を奏上しの無事と震災からの復興を祈願する祝詞を奏上し
た。た。
　玉串拝礼では、赤井益久学長、若木育成会と院友　玉串拝礼では、赤井益久学長、若木育成会と院友
会のそれぞれの熊本県支部の代表が祭壇の前に進会のそれぞれの熊本県支部の代表が祭壇の前に進
み、３人に合わせて観客全員で拝礼を行った。み、３人に合わせて観客全員で拝礼を行った。
　管絃は　管絃は太

たいしきちょうたいしきちょう

食調食調の音取から始まり、の音取から始まり、傾
けいばいらくのきゅうけいばいらくのきゅう

盃楽急盃楽急、抜
ば と うば と う

頭
が演奏された。特設舞台に上がった楽人の学生らが演奏された。特設舞台に上がった楽人の学生ら
が、三管（が、三管（笙

しょうしょう

、篳
ひちりきひちりき

篥、龍
りゅうてきりゅうてき

笛）と三鼓（）と三鼓（鞨
か っ こか っ こ

鼓、太鼓、、太鼓、
鉦
しょうこしょうこ

鼓）の息のそろった演奏で場内を平安絵巻のよう）の息のそろった演奏で場内を平安絵巻のよう
な優雅な世界に誘った。な優雅な世界に誘った。
　続く神楽舞では、　続く神楽舞では、豊

とよさかまいとよさかまい

栄舞栄舞と浦安の舞が女子学生にと浦安の舞が女子学生に
よって舞われた。よって舞われた。
　最後は舞楽が舞われた。　最後は舞楽が舞われた。振

え ん ぶえ ん ぶ

鉾は、鉾を持ちは、鉾を持ち襲
かさねかさね

装
束をまとった２人の舞人が舞台を清める意味があ束をまとった２人の舞人が舞台を清める意味があ
る。「右舞　る。「右舞　延

えんえん

喜
ぎ

楽
らくらく

」と「左舞　」と「左舞　賀
か

殿
てんのてんの

急
きゅうきゅう

」が奉納さ」が奉納さ
れ、約２時間にわたる観月祭は終了した。れ、約２時間にわたる観月祭は終了した。
　客席には保護者、卒業生や近隣住民ら約900人が　客席には保護者、卒業生や近隣住民ら約900人が
詰めかけ、半年近くかけて練習を積んできた学生の詰めかけ、半年近くかけて練習を積んできた学生の
演奏と舞に大きな拍手を送った。演奏と舞に大きな拍手を送った。

観月祭斎行第７回

熊本震災復興を願って熊熊本本震震災災復復興興をを願願ってて興熊熊本本震震災災復復興興興興興をを願願ってて

渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
に
父
母
を
招
き

平
成
28
年
度
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
開
催

ャ
ン
パ
ス
を
案
内
す
る
な
ど
毎

ャ
ン
パ
ス
を
案
内
す
る
な
ど
毎

年
好
評
を
呼
ん
で
い
る
。

年
好
評
を
呼
ん
で
い
る
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
午
前

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
午
前

1010
時
4545
分
か
ら
オ
リ
エ
ン
テ
ー

分
か
ら
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
冒
頭
、
三

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
冒
頭
、
三

竹
俊
彦
会
長
が
「
イ
ベ
ン
ト
は

竹
俊
彦
会
長
が
「
イ
ベ
ン
ト
は

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
学

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
学

生
生
活
を
肌
で
感
じ
て
ほ
し

生
生
活
を
肌
で
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

赤
井
益
久
学
長
が
本
学
の
志
願

赤
井
益
久
学
長
が
本
学
の
志
願

者
、
知
名
度
、
輩
出
教
員
数
、

者
、
知
名
度
、
輩
出
教
員
数
、

就
職
率
を
紹
介
し
な
が
ら
大
学

就
職
率
を
紹
介
し
な
が
ら
大
学

の
現
況
な
ど
を
報
告
し
た
。

の
現
況
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
各
学
部
を
代
表

　

こ
の
あ
と
、
各
学
部
を
代
表

す
る
人
気
教
授
に
よ
る
模
擬
授

す
る
人
気
教
授
に
よ
る
模
擬
授

業
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
関
心

業
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
関
心

の
あ
る
講
義
に
出
席
。
熱
心
に

の
あ
る
講
義
に
出
席
。
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

神
道
文
化
学
部
の
武
田
秀
章

　

神
道
文
化
学
部
の
武
田
秀
章

学
部
長
・
教
授
の
「『
古
事

学
部
長
・
教
授
の
「『
古
事

記
』
に
親
し
む
」
に
は
約

記
』
に
親
し
む
」
に
は
約
8080
人

が
参
加
し
、「
天
の
岩
戸
神

が
参
加
し
、「
天
の
岩
戸
神

話
」
を
学
ん
だ
。
武
田
教
授
は

話
」
を
学
ん
だ
。
武
田
教
授
は

原
文
を
分
か
り
や
す
く
ユ
ー
モ

原
文
を
分
か
り
や
す
く
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
た
名
調
子
で
解
説

ア
を
交
え
た
名
調
子
で
解
説

し
、
参
加
者
は
神
話
の
世
界
を

し
、
参
加
者
は
神
話
の
世
界
を

楽
し
み
な
が
ら
理
解
を
深
め

楽
し
み
な
が
ら
理
解
を
深
め

た
。
た
。

　

父
母
の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ

　

父
母
の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
は
就
職
サ
イ
ト
・
リ
ク

ン
ス
で
は
就
職
サ
イ
ト
・
リ
ク

ナ
ビ
編
集
長
の
大
家
淳
一
氏
が

ナ
ビ
編
集
長
の
大
家
淳
一
氏
が
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古
代
の
歴
史
や
文
化
に
関
す

　

古
代
の
歴
史
や
文
化
に
関
す

る
優
れ
た
書
籍
に
贈
ら
れ
る

る
優
れ
た
書
籍
に
贈
ら
れ
る

「
古
代
歴
史
文
化
賞
」
の
今
年

「
古
代
歴
史
文
化
賞
」
の
今
年

度
の
受
賞
作
が

度
の
受
賞
作
が
1111
月
１
日
に
発

月
１
日
に
発

表
さ
れ
、
田
中
史
生
関
東
学
院

表
さ
れ
、
田
中
史
生
関
東
学
院

大
学
教
授
（
平
５
修
・

大
学
教
授
（
平
５
修
・
101101
期
博
期
博

前
日
史
、
平
８
修
・

前
日
史
、
平
８
修
・
104104
期
博
後

期
博
後

日
史
）
の
著
書
『
国
際
交
易
の

日
史
）
の
著
書
『
国
際
交
易
の

古
代
列
島
』（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ

古
代
列
島
』（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｗ
Ａ
）
が
大
賞
に
、
笹
生
衛
国

Ｗ
Ａ
）
が
大
賞
に
、
笹
生
衛
国

学
院
大
学
博
物
館
長
・
神
道
文

学
院
大
学
博
物
館
長
・
神
道
文

化
学
部
教
授
の
著
書
『
神
と
死

化
学
部
教
授
の
著
書
『
神
と
死

者
の
考
古
学　

古
代
の
ま
つ
り

者
の
考
古
学　

古
代
の
ま
つ
り

と
信
仰
』（
吉
川
弘
文
館
）
が

と
信
仰
』（
吉
川
弘
文
館
）
が

優
秀
作
品
賞
に
選
ば
れ
た
。

優
秀
作
品
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

「
古
代
歴
史
文
化
賞
」
は
、

　

「
古
代
歴
史
文
化
賞
」
は
、

日
本
の
神
話
や
古
代
史
に
関
わ

日
本
の
神
話
や
古
代
史
に
関
わ

り
が
深
い
５
つ
の
県
（
島
根

り
が
深
い
５
つ
の
県
（
島
根

県
、
奈
良
県
、
三
重
県
、
和
歌

県
、
奈
良
県
、
三
重
県
、
和
歌

山
県
、
宮
崎
県
）
が
３
年
前
に

山
県
、
宮
崎
県
）
が
３
年
前
に

創
設
し
た
賞
で
、
直
近
の
３
年

創
設
し
た
賞
で
、
直
近
の
３
年

間
に
出
版
さ
れ
た
一
般
向
け
の

間
に
出
版
さ
れ
た
一
般
向
け
の

書
籍
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
。

書
籍
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
。

同
日
午
前

同
日
午
前
1010
時
か
ら
帝
国
ホ
テ

時
か
ら
帝
国
ホ
テ

ル
東
京
で
開
か
れ
た
選

ル
東
京
で
開
か
れ
た
選

定
委
員
会
で
大
賞
１

定
委
員
会
で
大
賞
１

点
、
優
秀
作
品
賞
４
点

点
、
優
秀
作
品
賞
４
点

を
選
定
さ
れ
、
同
日
午

を
選
定
さ
れ
、
同
日
午

後
２
時
か
ら
発
表
お
よ

後
２
時
か
ら
発
表
お
よ

び
賞
の
贈
呈
が
行
な
わ

び
賞
の
贈
呈
が
行
な
わ

れ
た
。

れ
た
。

　

笹
生
衛
国

　

笹
生
衛
国

学
院
大
学
博

学
院
大
学
博

物
館
長
・
神

物
館
長
・
神

道
文
化
学
部

道
文
化
学
部

教
授
（
写
真
）
が
渋
谷
区
観
光

教
授
（
写
真
）
が
渋
谷
区
観
光

協
会
「
観
光
大
使
ヒ
ス
ト
リ
カ

協
会
「
観
光
大
使
ヒ
ス
ト
リ
カ

ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
に
就
任
し

ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
に
就
任
し

た
。
任
期
は
、

た
。
任
期
は
、
1010
月
１
日
か
ら

月
１
日
か
ら

の
マ
ナ
ー
啓
蒙
な
ど
を
含
め
観

の
マ
ナ
ー
啓
蒙
な
ど
を
含
め
観

光
経
済
へ
の
貢
献
活
動
を
行
っ

光
経
済
へ
の
貢
献
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
翌

て
い
る
。
翌
2525
年
に
は
、「
観

年
に
は
、「
観

光
大
使
」
が
区
内
の
商
店
街
や

光
大
使
」
が
区
内
の
商
店
街
や

ホ
テ
ル
、
美
術
館
・
博
物
館
な

ホ
テ
ル
、
美
術
館
・
博
物
館
な

ど
か
ら
選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ど
か
ら
選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
を
通
じ
て
、
文
化
・
伝
統

仕
事
を
通
じ
て
、
文
化
・
伝
統

・
流
行
な
ど
を
発
信
し
て
い

・
流
行
な
ど
を
発
信
し
て
い

る
。
る
。

笹
生
衛
博
物
館
長

渋
谷
区
観
光
大
使
に

　

1010
月
、国
学
院
大
学
博
物
館
で
は
、

月
、国
学
院
大
学
博
物
館
で
は
、

伊
豫
豆
比
古
命
神
社（
愛
媛
県
松
山

伊
豫
豆
比
古
命
神
社（
愛
媛
県
松
山

市
）の
長
曽
我
部
延
昭
宮
司（
昭

市
）の
長
曽
我
部
延
昭
宮
司（
昭
4141
卒

・
7474
期
神
）か
ら
祖
父
の
延
男
氏
に
関

期
神
）か
ら
祖
父
の
延
男
氏
に
関

す
る
資
料

す
る
資
料
3333
点
の
寄
贈
を
受
け
た
。

点
の
寄
贈
を
受
け
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
資
料
群
は
、
国

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
資
料
群
は
、
国

学
院
２
期
生
で
あ
る
延
男
氏
が
受
け

学
院
２
期
生
で
あ
る
延
男
氏
が
受
け

た
本
学
の
進
級
証
を
は
じ
め
、
教
員

た
本
学
の
進
級
証
を
は
じ
め
、
教
員

や
神
職
と
し
て
の
辞
令
な
ど
で
あ

や
神
職
と
し
て
の
辞
令
な
ど
で
あ

る
。
る
。

　

資
料
を
調
査
し
た
研
究
開
発
推
進

　

資
料
を
調
査
し
た
研
究
開
発
推
進

機
構
の
渡
邉
卓
助
教
は
、「
今
回
寄

機
構
の
渡
邉
卓
助
教
は
、「
今
回
寄

贈
さ
れ
た
資
料
群
は
、
本
学
草
創
期

贈
さ
れ
た
資
料
群
は
、
本
学
草
創
期

の
学
生
が
卒
業
後
に
教
育
界
や
神
社

の
学
生
が
卒
業
後
に
教
育
界
や
神
社

界
で
活
躍
し
た
様
子
を
伝
え
、
本
学

界
で
活
躍
し
た
様
子
を
伝
え
、
本
学

の
歴
史
と
も
関
連
す
る
も
の
だ
」
と

の
歴
史
と
も
関
連
す
る
も
の
だ
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

院友・長曽我部氏から
資料寄贈

　

文
化
庁
は

　

文
化
庁
は
1010
月
3131
日
、
ユ
ネ

日
、
ユ
ネ

ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機

ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
）
の
無
形
文
化
遺
産
に
推
薦

関
）
の
無
形
文
化
遺
産
に
推
薦

し
て
い
た
「
山
・
鉾
（
ほ
こ
）

し
て
い
た
「
山
・
鉾
（
ほ
こ
）

・
屋
台
行
事
」（

・
屋
台
行
事
」（
1818
府
県
の
計

府
県
の
計

3333
件
）
に
つ
い
て
、
事
前
審
査

件
）
に
つ
い
て
、
事
前
審
査

を
し
て
い
た
評
価
機
関
が
「
登

を
し
て
い
た
評
価
機
関
が
「
登

録
」
を
勧
告
し
た
と
発
表
し

録
」
を
勧
告
し
た
と
発
表
し

た
。
た
。
1111
月
末
か
ら

月
末
か
ら
1212
月
初
め
に

月
初
め
に

行
わ
れ
る
政
府
間
委
員
会
で
正

行
わ
れ
る
政
府
間
委
員
会
で
正

式
に
登
録
が
決
ま
る
見
通
し

式
に
登
録
が
決
ま
る
見
通
し

だ
。
だ
。

　

国
学
院
大
学
博
物
館
で
は
、

　

国
学
院
大
学
博
物
館
で
は
、

こ
れ
に
先
立
ち

こ
れ
に
先
立
ち
1010
月
1515
日
か
ら

日
か
ら

1212
月
４
日
（
日
）
ま
で
企
画
展

月
４
日
（
日
）
ま
で
企
画
展 

「
祭
礼
行
列
―
渡
る
神

「
祭
礼
行
列
―
渡
る
神

と
人
―
」
を
開
催
し
て

と
人
―
」
を
開
催
し
て

い
る
。
無
形
文
化
遺
産

い
る
。
無
形
文
化
遺
産

へ
の
登
録
が
内
定
し
た

へ
の
登
録
が
内
定
し
た

祇
園
祭
、
尾
張
津
島
天

祇
園
祭
、
尾
張
津
島
天

王
祭
を
は
じ
め
、
賀
茂

王
祭
を
は
じ
め
、
賀
茂

祭
、
天
下
祭
（
神
田
祭

祭
、
天
下
祭
（
神
田
祭

・
山
王
祭
）
な
ど
の
祭

・
山
王
祭
）
な
ど
の
祭

礼
の
様
子
を
描
い
た
屏

礼
の
様
子
を
描
い
た
屏

風
、
絵
巻
、
刷
り
物
な

風
、
絵
巻
、
刷
り
物
な

ど
を
展
示
。
京
都
や
江

ど
を
展
示
。
京
都
や
江

戸
・
東
京
な
ど
で
成
立

戸
・
東
京
な
ど
で
成
立

し
、
各
地
に
伝
わ
っ
た

し
、
各
地
に
伝
わ
っ
た

祭
礼
文
化
の
発
展
を
紹

祭
礼
文
化
の
発
展
を
紹

介
し
て
い
る
。

介
し
て
い
る
。

　

1010
月
2929
日
午
後
２
時

日
午
後
２
時

か
ら
は
、
大
東
敬
明
研

か
ら
は
、
大
東
敬
明
研

究
開
発
推
進
機
構
准
教

究
開
発
推
進
機
構
准
教

授
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア

授
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ト
ー
ク
「
祇
園
御
霊

ム
ト
ー
ク
「
祇
園
御
霊

会
か
ら
札
幌
ま
つ
り

会
か
ら
札
幌
ま
つ
り

へ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

へ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

大
東
准
教
授
は
各
地
で

大
東
准
教
授
は
各
地
で

行
わ
れ
て
い
る
お
祭
り

行
わ
れ
て
い
る
お
祭
り

を
紹
介
し
な
が
ら
、
行

を
紹
介
し
な
が
ら
、
行

列
に
山
・
鉾
・
屋
台
な

列
に
山
・
鉾
・
屋
台
な

ど
が
加
わ
る
意
味
な
ど

ど
が
加
わ
る
意
味
な
ど

を
解
説
し
た
。

を
解
説
し
た
。

次
回
特
別
展
で
火
焔
型
土
器
26
点
を
展
示

日
本
遺
産
認
定
後
、初
め
て
の
開
催

　国学院大学博物館では、今年４月に
『「なんだ、コレは！」信濃川流域の火
焔型土器と雪国の文化』が日本遺産に
認定されたことを記念し、12月10日
（土）～来年２月５日（日）に特別展
「火焔型土器のデザインと機能 Ｊｏｍ
ｏｎｅｓｑｕｅ　Ｊａｐａｎ　２０１
６」を、信濃川火焔街道連携協議会と新
潟県立歴史博物館とともに開催する。同
展は、日本遺産認定後、初めて東京で開
催される火焔型土器の特別展覧会とな
る。関連イベント等は９面参照。

　

1111
月
８
日
・
９
日
に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

月
８
日
・
９
日
に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
1919

回
目
の「
狂
言
鑑
賞
会
」が
開
催
さ
れ
、人
間
国
宝
・
山
本
東

回
目
の「
狂
言
鑑
賞
会
」が
開
催
さ
れ
、人
間
国
宝
・
山
本
東

次
郎
氏（
昭

次
郎
氏（
昭
3636
卒
・
卒
・
6969
期
文
）の
一
門
に
よ
る
至
芸
を
一
目

期
文
）の
一
門
に
よ
る
至
芸
を
一
目

見
よ
う
と
２
日
間
で
８
０
０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

見
よ
う
と
２
日
間
で
８
０
０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

初
日
は
、
講
演
会
と
鑑
賞
会
の
２
部
構
成
で
行
わ
れ

　

初
日
は
、
講
演
会
と
鑑
賞
会
の
２
部
構
成
で
行
わ
れ

た
。
午
前

た
。
午
前
1010
時
3030
分
か
ら
１
号
館
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
講

分
か
ら
１
号
館
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
講

演
会
で
は
、
田
口
和
夫
文
教
大
学
名
誉
教
授
が
「
狂
言
の

演
会
で
は
、
田
口
和
夫
文
教
大
学
名
誉
教
授
が
「
狂
言
の

昔
と
今

昔
と
今 

そ
の
十
八
」
と
題
し
て
、
鑑
賞
会
で
披
露
さ
れ

そ
の
十
八
」
と
題
し
て
、
鑑
賞
会
で
披
露
さ
れ

る
演
目
の
時
代
背
景
を
解
説
し
た
。
午
後
１
時
か
ら
の
鑑

る
演
目
の
時
代
背
景
を
解
説
し
た
。
午
後
１
時
か
ら
の
鑑

賞
会
は
、
１
号
館
６
０
５
教
室
に
設
け
ら
れ
た
特
設
舞
台

賞
会
は
、
１
号
館
６
０
５
教
室
に
設
け
ら
れ
た
特
設
舞
台

で
開
か
れ
た
。
初
日
の
演
目
は
「
萩
大
名
」、「
月
見
座

で
開
か
れ
た
。
初
日
の
演
目
は
「
萩
大
名
」、「
月
見
座

頭
」、「
首
引
」
の
三
本
に
加
え
、
語
「
呉
服
」
が
披
露
さ

頭
」、「
首
引
」
の
三
本
に
加
え
、
語
「
呉
服
」
が
披
露
さ

れ
た
。
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
に
は
東
次
郎
氏
に
よ

れ
た
。
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
に
は
東
次
郎
氏
に
よ

る
小
舞
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

る
小
舞
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

れ
た
。

　

翌
９
日
は
、
午
前

　

翌
９
日
は
、
午
前
1111
時
か
ら
近
隣
小
学
校
５
校
の
児
童

時
か
ら
近
隣
小
学
校
５
校
の
児
童

４
５
０
人
を
招
待
し
小
学
生
対
象
狂
言
鑑
賞
会
が
開
か

４
５
０
人
を
招
待
し
小
学
生
対
象
狂
言
鑑
賞
会
が
開
か

れ
、
演
目
「
柿
山
伏
」
が
披
露
さ
れ
た
。
前
日
同
様
に
午

れ
、
演
目
「
柿
山
伏
」
が
披
露
さ
れ
た
。
前
日
同
様
に
午

後
１
時
か
ら
行
わ
れ
た
鑑
賞
会
で
は
「
箕
被
（
写

後
１
時
か
ら
行
わ
れ
た
鑑
賞
会
で
は
「
箕
被
（
写

真
）
」、「
千
鳥
」、
語
「
高
砂
」、「
千
切
木
」
が
演
じ
ら

真
）
」、「
千
鳥
」、
語
「
高
砂
」、「
千
切
木
」
が
演
じ
ら

れ
た
。

れ
た
。

　

1010
月
2929
日
午
前

日
午
前
1010
時
3030
分
か
分
か

ら
、
渋
谷
区
在
住
・
在
学
・
在

ら
、
渋
谷
区
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
小
学
５
・
６
年
生
親
子
ペ

勤
の
小
学
５
・
６
年
生
親
子
ペ

ア
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ア
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
「
し
ぶ
や
探
検

ッ
プ
「
し
ぶ
や
探
検
!
―
渋

谷
で
日
本
の
文
化
を
知
る
―
」

谷
で
日
本
の
文
化
を
知
る
―
」

の
渋
谷
探
検
Ⅰ
「
渋
谷
の
神
社

の
渋
谷
探
検
Ⅰ
「
渋
谷
の
神
社

を
見
て
み
よ
う

を
見
て
み
よ
う
!
〜
神
主
と

〜
神
主
と

め
ぐ
る
神
社
ツ
ア
ー
〜
」
が
開

め
ぐ
る
神
社
ツ
ア
ー
〜
」
が
開

催
さ
れ
た
。

催
さ
れ
た
。

　

同
企
画
は
、
平
成

　

同
企
画
は
、
平
成
2828
年
度
文

年
度
文

化
庁
の
「
地
域
の
核
と
な
る
美

化
庁
の
「
地
域
の
核
と
な
る
美

術
館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事

術
館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事

業
」
に
採
択
さ
れ
た
「
東
京
・

業
」
に
採
択
さ
れ
た
「
東
京
・

渋
谷
か
ら
日
本
の
文
化
・
こ
こ

渋
谷
か
ら
日
本
の
文
化
・
こ
こ

ろ
を
国
際
発
信
す
る
ミ
ュ
ー
ジ

ろ
を
国
際
発
信
す
る
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
連
携
事
業
」
の
一
環
で
実

ア
ム
連
携
事
業
」
の
一
環
で
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、
国
学
院
大

施
さ
れ
た
も
の
で
、
国
学
院
大

学
博
物
館
と
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

学
博
物
館
と
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

が
主
催
し
た
。

が
主
催
し
た
。

　

日
々
神
社
（
神
奈
川
県
相
模

　

日
々
神
社
（
神
奈
川
県
相
模

原
市
）
の
神
職
で
も
あ
る
網
谷

原
市
）
の
神
職
で
も
あ
る
網
谷

哲
成
学
芸
員
に
よ
る
、
神
社
・

哲
成
学
芸
員
に
よ
る
、
神
社
・

神
道
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を

神
道
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
た
後
、
区
内
の
渋
谷
氷
川

受
け
た
後
、
区
内
の
渋
谷
氷
川

神
社
、
鳩
森
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大学神殿で手水の使い方を説明する網谷学芸員
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大学からの
お知らせ
大大大学大大学大大大大学大大大大学大学学学学大学学学学大学学大学大学大大大大大大大大大大大大学から学か学か学か学かかかかかからからら学 ららからからかかかかかか学か学か学か学学学 ららららららららららららのののののののののののののの
お知らせ知おお知知お知おおおお知おおお知おおおお知知知知おお知知知知知お知おおおおおおおおお知 せららせらせら知知らせ知知ららせららららせせせ知 せらせせらせららら知らら知知知 せせせせせせせせせせせせせせせせ

鳥取県中部の地震により被害に 
遭われた学生・保護者の皆さまへ
　10月21日に鳥取県中部で発生した地震
で災害救助法が適用された地域に主たる家
計支持者が居住し、今後の学生生活に支障
をきたす恐れがある場合、保証人（保護者
等）と相談のうえご相談ください。
▶ 学生生活課（☎０３・５４６６・０１
４６）

　▶ たまプラーザ事務課（☎０４５・９０
４・７７０５、人間開発学部のみ）

　▶ 大学院事務課（☎０３・５４６６・０
１４２）

大学事務局 
年末年始の事務閉室について
　12月28日（水）～平成29年１月６日
（金）は閉室となります。学部・大学院・
法科大学院の授業開始は１月７日（土）。

卒業式、卒業証書・学位記並びに 
修了証書授与式について

　３月19日（日）グランドプリンスホテ
ル新高輪「飛天」で、経済学部・法学部・
人間開発学部は10時から、文学部・神道
文化学部・専攻科・別科は13時から卒業
式を挙行。式終了後、卒業証書・学位記、
修了証書等の授与を経済学部・法学部は
13時から、文学部・神道文化学部・専攻
科・別科は16時から渋谷キャンパスに、
人間開発学部は13時30分からたまプラー
ザキャンパスに移動し、実施します。
総務課（☎０３・５４６６・０１１１）

学生生活課 
事務開室時間の変更について
　①毎月第２・４金曜日の16時30分～17
時15分は「事務休止」として緊急対応の
みに②毎月第１・３金曜日の16時30分～
17時15分は「会議・打ち合わせ時間」と
して窓口対応を縮小します。

保健室　感染症にご注意ください
　インフルエンザなど感染症が流行する季
節となりました。予防対策として「手洗い・
うがい」を常に心がけてください。詳しく
は、ホームページを参照してください。他に
もノロウイルスなどさまざまな感染症の流
行が予想されます。感染症についての正し
い知識を持ち、予防対策を取りましょう。

国際交流課 平成29年度国学院大学
協定留学生（派遣）の募集
　協定留学制度（派遣留学）は、本学が国
際交流協定を締結している外国の大学へ本
学学生を交換留学生として派遣する制度。
同制度による留学（平成29年９月～）の
出願者を平成29年１月に募集します。留
学希望者は積極的に選考試験にチャレンジ
を。留学先はマニトバ大学（カナダ）、ビ
ンガムトン大学（米国）、南開大学・復旦
大学（以上中国）、京畿大学校（韓国）、南
台科技大学（台湾）、ハノイ大学（ベトナ
ム）の７校。協定留学出願書類の受け取り
や問い合わせは、渋谷キャンパス国際交流
事務部国際交流課まで。
国際交流課（☎０３・５７７８・７０６１）

イベントイベイイベイイベベベベベベイベイベイベイイイイベイベベイベベイベイイベントンンントンントトトントンンンベンベンントントベントンンベ トトトトトイイイイイイイイイイイイ

学生対象ハラスメント防止研修 
 21世紀職業財団の担当者による研修。被
害者・加害者にならないためにも受講を。
12月19日（月）
３限、４限
たまプラーザキャンパス１号館101教室
本学学生
 ハラスメント相談委員会

吹奏楽部 第50回定期演奏会 
 Ⅰ・Ⅲ部は吹奏楽部によるステージ、Ⅱ
部はＯＢ・ＯＧの奏友会ステージ
12月17日（土）
16時開演（15時30分開場）
東京・練馬文化センター大ホール
要事前予約
入場料500円（全席自由）
 体育連合会吹奏楽部
　（ kokugakuin_windorchestra@
yahoo.co.jp）

平成29年新年院友交歓会 

 国学院大学院友会主催の新年会。院友の
活動報告や福引大会など。ご家族の方も
お誘い合わせの上ご参加ください。
平成29年１月21日（土）
17時開会（16時受付開始）
院友会館地下ホール
院友
 院友会報同封はがき・ＦＡＸ・メールで
必要事項を事前にお知らせください。
会費6000円
 院友会（☎０３・３４００・７７８１）

インフォダイジェストインフォダイジェスト 博 物 館

キャリアサポート
業界セミナー 
 個別の企業説明会では予約の取れない
大手企業・優良企業から採用担当者が
来校し、それぞれの企業や業界の特徴
や企業理念などを説明。
12月22日（木）まで連日
３限～６限のいずれか
 ３年生はリクルートスーツ着用。１・
２年生は私服でも可。
12月の業界セミナー（予定）
日 時限 企　業

１日㈭ ５ 東京地下鉄
６ アステラス製薬

２日㈮ ５ シャープ、みずほＦＧ
５日㈪ ５ スズキ、伊藤忠食品

６日㈫ ５ 関電工
６ 野村不動産

７日㈬ ３ 小野薬品工業
４ 時事通信社

８日㈭ ５ 富士通ゼネラル、タカラス
タンダード

６ 東急建設
９日㈮ ５ ユアサ商事、小学館
12日㈪ ５ カシオ計算機、講談社
13日㈫ ５ プリンスホテル、三菱商事

14日㈬ ３ 古河電気工業
４ ＪＴＢ

15日㈭ ５ 松井建設、近鉄エクスプレス
16日㈮ ５ 凸版印刷、西武鉄道
19日㈪ ５ そごう･西武

20日㈫ ５ 小田急電鉄、三井住友信託
銀行

21日㈬ ３ 野村證券
４ バンダイ

22日㈭ ５ セブン―イレブン・ジャパン

OB・OG訪問アドバイス 
 各業界で活躍する本学卒業の先輩から
就職活動に関するアドバイスを聞く企
画。採用担当者に聞きづらい質問も先
輩に気軽に相談を。
12月17日（土）
午後
１～３年生

３大学合同面接トレーニング 
 他大学の学生と合同、講師は企業の人
事採用担当者というより本番に近い面
接トレーニング。
12月23日（金）
終日
３年生

解禁直前ガイダンス 
 就職活動が本格化する３月に向けて、
年度内最後のガイダンス。マイナビ編
集長が就職活動解禁前の動き方などを
アドバイス。
平成29年１月11日（水）
３限または５限
３年生

※ いずれも渋谷キャンパスで実施
※ 詳細の確認・申し込みはK-SMAPY
のキャリアサポートシステムから

芸術は爆発だ！～渋谷で出会う岡本太郎と縄文～ 
 渋谷探検ワークショップ「しぶや探検
！―渋谷で日本の文化を知る―」の２
回目。「縄文の美」の発見者である芸術
家・岡本太郎をしのび、大学博物館で火
焔型土器などについて学ぶほか、渋谷
近辺の岡本太郎スポットを探索。
平成29年１月21日（土）
10時～15時
 国学院大学博物館・岡本太郎記念館・渋谷駅・ＮＨＫスタジオパーク
 渋谷に関心がある小学３年生以上（小学生は保護者同伴）
 平成29年１月20日（金）までにウェブで（先着40名）※申込詳細は、本学HPイ
ベント一覧にて
 参加費（施設入館料）は大人720円・小人210円、昼食各自（大学食堂利用可）
国学院大学博物館（☎０３・５４６６・０３５９）

平成28年度特別展「火焔型
土器のデザインと機能」 

国
指
定
重
要
文
化
財 

新
潟
県

馬
高
遺
跡
出
土
品
（
長
岡
市
馬

高
縄
文
館
）

 「『なんだ、コレは！』信濃川流域の
火焔型土器と雪国の文化」の「日本遺
産」認定を記念し、火焔型土器や同時
期の土偶・石棒などの出土品を通し
て、その実態と魅力を紹介
 12月10日（土）～平成29年２月５日
（日）※12月26日（月）～平成29年
１月６日（金）は休館
 10時～18時（入館は17時30分まで）
 国学院大学博物館企画展示室
無料

国際縄文フォーラム火焔街道往
来2016「中期縄文土器の過剰な
デザインと多様な第二の道具」
 １日目は谷口康浩文学部教授と河仁秀
山博物館長による基調講演。２日目
は報告討論と小林達雄名誉教授の講話
12月10日（土）・11日（日）
 １日目：13時30分～16時10分
　２日目：10時～16時10分
 渋谷キャンパス学術メディアセンター
１Ｆ常磐松ホール

 要申込（先着270人）※申込方法は本
学HPイベント一覧にて
無料

縄文コンサート 
斎藤孝太郎氏によるエレキチェロ演奏
 ①12月10日（土）、②平成29年１月
21日（土）
 ①16時30分～17時（ミュージアムト
ーク終了後）、②13時30分～15時30分
国学院大学博物館ホール
申込不要
無料

ミュージアムトーク 
国学院大学博物館
申込不要
無料
▶１回目
講師は十日町市博物館の石原正敏氏
12月17日（土）
15時～16時
▶２回目
 講師は津南町教委の佐藤雅一氏とエレ
キチェロ奏者の斎藤孝太郎氏。終了後
に縄文コンサート
平成29年１月21日（土）
13時30分～15時30分
▶３回目
 講師は長岡市立科学博物館の小熊博史氏
平成29年１月28日（土）
13時30分～14時30分
▶４回目
 講師は新潟県立歴史博物館の宮尾亨氏
平成29年２月４日（土）
13時30分～14時30分

…… 在学生向け　 …… 卒業生向け　 …… 一般
内容　 日にち　 時間　 場所　 対象　 申し込み　 料金　 問い合わせ

国学院大学総合企画部広報課　〒150-8440 東京都渋谷区東４-10-28
　電　話　03（5466）0130（直通）　ＦＡＸ　03（5466）0528
　メール　kouho@kokugakuin.ac.jp　Ｈ　Ｐ　http://www.kokugakuin.ac.jp/

「国学院大学学報」「別冊 Ｋ：ＤＮＡ」 購読のご案内

　「国学院大学学報」は、本学の学生・院友（卒業　「国学院大学学報」は、本学の学生・院友（卒業
生）・教職員の活躍や、本学のニュースをお届け生）・教職員の活躍や、本学のニュースをお届け
する機関紙（年11回発行、８月は休刊）です。する機関紙（年11回発行、８月は休刊）です。
　「別冊 Ｋ:ＤＮＡ」は、広報課で活動する学生　「別冊 Ｋ:ＤＮＡ」は、広報課で活動する学生
スタッフ・学生アドバイザーが企画・取材・編集スタッフ・学生アドバイザーが企画・取材・編集
を行っている季刊紙（年４回発行）です。を行っている季刊紙（年４回発行）です。
　年間購読料は500円（税込・送料含）。また、　年間購読料は500円（税込・送料含）。また、
感想なども随時募集しております（ハガキ・封感想なども随時募集しております（ハガキ・封
書・ファクス・Ｅメールにて）。購読ご希望の書・ファクス・Ｅメールにて）。購読ご希望の
方は、広報課までご連絡ください。方は、広報課までご連絡ください。

本学の機関紙を定期購読してみませんか？

国学院大学学報国学院大学学報

別冊 Ｋ：ＤＮＡ別冊 Ｋ：ＤＮＡ

お問い合わせ先

巨
大
壁
画《
明
日
の
神
話
》

（
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谷
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連
絡
通
路
内
）
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収入の部
科目 予算 決算 増減

会
費
収
入

入会金 2,741,000 2,742,000 ▲ 1,000
会費 54,134,200 55,363,800 ▲ 1,229,600
特別会員（役職教員） 74,200 74,200 0
特別会員（役職職員） 35,000 172,000 ▲ 137,000
協賛金（代表指導者） 199,000 213,000 ▲ 14,000
協賛金（一般） 0 133,000 ▲ 133,000

雑収入 学生会費前年度残金 1,542,309 ▲ 1,542,309
前年度繰越金 3,428,873 3,428,873 

合　計 60,612,273 63,669,182 ▲ 3,056,909

支出の部
科目 予算 決算 増減

援
助
費

自治会 3,331,248 3,331,248 0
文化団体連合会 13,969,176 13,969,176 0
体育連合会 23,143,025 23,143,025 0
新聞学会 2,745,303 2,745,303 0
全学応援団 2,635,491 2,635,491 0
若木祭実行委員会 6,314,198 6,314,198 0
若木体育祭実行委員会 1,921,712 1,921,712 0
同好会連合会 1,752,000 1,752,000 0
非加盟各部会 2,590,000 1,450,000 1,140,000
個人活動 270,000 260,000 10,000

返還費 116,000 121,300 ▲ 5,300
予備費 1,824,120 1,824,120
次年度繰越金 6,025,729 ▲ 6,025,729

合　計 60,612,273 63,669,182 ▲ 3,056,909

平成27年度 若木学友会 決算
(期間：平成27年４月１日～平成28年３月31日）

表１

収入の部
科目 予算 前年度予算 増減

会
費
収
入

入会金 2,678,000 2,741,000 ▲ 63,000
会費 54,521,100 54,134,200 386,900
特別会員（役職教員） 74,200 74,200 0
特別会員（役職職員） 36,000 35,000 1,000
協賛金（代表指導者） 197,000 199,000 ▲ 2,000
協賛金（一般） 0 0 0

前年度繰越金 6,025,729 3,428,873 2,596,856
合　計 63,532,029 60,612,273 2,919,756

支出の部
科目 予算 前年度予算 増減

援
助
費

自治会 2,493,645 3,331,248 ▲ 837,603
文化団体連合会 15,554,197 13,969,176 1,585,021
体育連合会 25,465,352 23,143,025 2,322,327
新聞学会 1,791,661 2,745,303 ▲ 953,642
全学応援団 3,105,546 2,635,491 470,055
若木祭実行委員会 6,868,035 6,314,198 553,837
若木体育祭実行委員会 2,090,272 1,921,712 168,560
同好会連合会 1,879,000 1,752,000 127,000
非加盟各部会 1,600,000 2,590,000 ▲ 990,000
個人活動 270,000 270,000 0

返還費 349,600 116,000 233,600
予備費 2,064,721 1,824,120 240,601

合計 63,532,029 60,612,273 2,919,756

平成28年度 若木学友会 予算表２

28
年
度
予
算
な
ど
承
認

若
木
学
友
会

（単位 円）（単位 円）

　

第

　

第
7171
回 

「
２
０
１
６
希
望
郷
い
わ
て

「
２
０
１
６
希
望
郷
い
わ
て

国
体
」
が
、

国
体
」
が
、
1010
月
１
日
か
ら

月
１
日
か
ら
1111
日
ま
で

日
ま
で

岩
手
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。
本
学

岩
手
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。
本
学

学
生
で
は
、
卓
球
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で

学
生
で
は
、
卓
球
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で

7
人
が
各
県
の
代
表
と
し
て
出
場
し

人
が
各
県
の
代
表
と
し
て
出
場
し

た
。
た
。

　

都
道
府
県
対
抗
の
団
体
戦
の
卓
球

　

都
道
府
県
対
抗
の
団
体
戦
の
卓
球

（
成
年
男
子
）
は
、
２
日
か
ら
５
日
ま

（
成
年
男
子
）
は
、
２
日
か
ら
５
日
ま

で
奥
州
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

で
奥
州
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

本
学
卓
球
部
員
が
５
人
出
場
。
近
藤
龍

本
学
卓
球
部
員
が
５
人
出
場
。
近
藤
龍

斗
君
（
経
ネ
３
）
が
出
場
し
た
大
分
県

斗
君
（
経
ネ
３
）
が
出
場
し
た
大
分
県

は
３
回
戦
敗
退
だ
っ
た
ほ
か
、
宇
仁
田

は
３
回
戦
敗
退
だ
っ
た
ほ
か
、
宇
仁
田

啓
市
君
（
日
文
３
）
の
三
重
県
は
、
２

啓
市
君
（
日
文
３
）
の
三
重
県
は
、
２

回
戦
敗
退
。
新
山
勇
気
君
（
香
川
県
・

回
戦
敗
退
。
新
山
勇
気
君
（
香
川
県
・

日
文
４
）、
佐
藤
佑
飛
君
（
秋
田
県
・

日
文
４
）、
佐
藤
佑
飛
君
（
秋
田
県
・

神
文
３
）、
関
有
貴
君
（
石
川
県
・
法

神
文
３
）、
関
有
貴
君
（
石
川
県
・
法

１
）
は
１
回
戦
敗
退
だ
っ
た
。

１
）
は
１
回
戦
敗
退
だ
っ
た
。

　

和
賀
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
テ
ニ
ス
コ

　

和
賀
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
北
上
市
）
で
２
日
か
ら
５
日
ま

ー
ト
（
北
上
市
）
で
２
日
か
ら
５
日
ま

で
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
成
年
男

で
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
成
年
男

子
）
で
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
齋
藤

子
）
で
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
齋
藤

翔
一
君
（
史
４
）
が
埼
玉
県
代
表
と
し

翔
一
君
（
史
４
）
が
埼
玉
県
代
表
と
し

て
、
井
上
太
晴
君
（
健
体
２
）
が
三
重

て
、
井
上
太
晴
君
（
健
体
２
）
が
三
重

県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。
井
上
君
が

県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。
井
上
君
が

出
場
し
た
三
重
県
は
、
準
々
決
勝
で
敗

出
場
し
た
三
重
県
は
、
準
々
決
勝
で
敗

れ
た
も
の
の
、
５
、
６
位
決
定
戦
に
進

れ
た
も
の
の
、
５
、
６
位
決
定
戦
に
進

ん
だ
。
千
葉
県
と
の
順
位
決
定
戦
で
、

ん
だ
。
千
葉
県
と
の
順
位
決
定
戦
で
、

井
上
君
は
複
合
で
勝
利
に
貢
献
し
三
重

井
上
君
は
複
合
で
勝
利
に
貢
献
し
三
重

県
は
５
位
に
終
わ
っ
た
。
埼
玉
県
は
１

県
は
５
位
に
終
わ
っ
た
。
埼
玉
県
は
１

回
戦
敗
退
だ
っ
た
。

回
戦
敗
退
だ
っ
た
。

学
生
団
体
・

個
人
の
成
績

◎
柔
道
部
＝
平
成

＝
平
成
2828
年
度
全
日

年
度
全
日

本
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝

本
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝

大
会
（
全
日
本
学
生
柔
道
連
盟

大
会
（
全
日
本
学
生
柔
道
連
盟

主
催
）
が

主
催
）
が
1010
月
2929
日
、
日
、
3030
日
に
日
に

ベ
イ
コ
ム
総
合
体
育
館
（
兵
庫

ベ
イ
コ
ム
総
合
体
育
館
（
兵
庫

県
尼
崎
市
）
で
行
わ
れ
た
。
全

県
尼
崎
市
）
で
行
わ
れ
た
。
全

国
5353
大
学
が
出
場
し
た
男
子
団

大
学
が
出
場
し
た
男
子
団

体
戦
で
、
本
学
柔
道
部
は
ベ
ス

体
戦
で
、
本
学
柔
道
部
は
ベ
ス

ト
1616
に
入
っ
た
。
１
回
戦
の
松

に
入
っ
た
。
１
回
戦
の
松

山
大
学
、
２
回
戦
の
関
西
学
院

山
大
学
、
２
回
戦
の
関
西
学
院

大
学
を
大
差
で
退
け
た
柔
道
部

大
学
を
大
差
で
退
け
た
柔
道
部

は
、
３
回
戦
で
筑
波
大
学
に
２

は
、
３
回
戦
で
筑
波
大
学
に
２

―
３
で
敗
れ
、
涙
を
の
ん
だ
。

３
で
敗
れ
、
涙
を
の
ん
だ
。

◎
蹴
球
部
＝
東
京
都
大
学
サ
ッ

＝
東
京
都
大
学
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
戦
１
部
（
東
京
都

カ
ー
リ
ー
グ
戦
１
部
（
東
京
都

大
学
サ
ッ
カ
ー
連
盟
主
催
）

大
学
サ
ッ
カ
ー
連
盟
主
催
）

は
、
５
月
１
日
か
ら

は
、
５
月
１
日
か
ら
1010
月
1616
日

ま
で
総
当
た
り
の
リ
ー
グ
戦
が

ま
で
総
当
た
り
の
リ
ー
グ
戦
が

行
わ
れ
た
。
本
学
蹴
球
部
は
、

行
わ
れ
た
。
本
学
蹴
球
部
は
、

７
勝
８
敗
３
引
き
分
け
、
勝
ち

７
勝
８
敗
３
引
き
分
け
、
勝
ち

点
2424
で
1010
校
中
７
位
だ
っ
た
。

校
中
７
位
だ
っ
た
。

◎
卓
球
部
＝
平
成

＝
平
成
2828
年
度
第

年
度
第
8383

回
全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手

回
全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手

権
大
会
・
個
人
の
部
（
日
本
学

権
大
会
・
個
人
の
部
（
日
本
学

生
卓
球
連
盟
主
催
）
が

生
卓
球
連
盟
主
催
）
が
1010
月
2727

日
か
ら

日
か
ら
3030
日
ま
で
長
野
市
真
島

日
ま
で
長
野
市
真
島

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
で
行

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
で
行

わ
れ
た
。
本
学
卓
球
部
か
ら

わ
れ
た
。
本
学
卓
球
部
か
ら

は
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
に
３
ペ

は
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
に
３
ペ

ア
、
同
シ
ン
グ
ル
ス
に
５
人
、

ア
、
同
シ
ン
グ
ル
ス
に
５
人
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス
に
１
ペ
ア
、
同

女
子
ダ
ブ
ル
ス
に
１
ペ
ア
、
同

シ
ン
グ
ル
ス
に
３
人
が
出
場
し

シ
ン
グ
ル
ス
に
３
人
が
出
場
し

た
。
結
果
は
、
男
子
ダ
ブ
ル

た
。
結
果
は
、
男
子
ダ
ブ
ル

ス
、
宮
城
雄
次
君
（
法
３
）・

ス
、
宮
城
雄
次
君
（
法
３
）・

高
橋
大
悟
君
（
日
文
２
）
ペ

高
橋
大
悟
君
（
日
文
２
）
ペ

ア
、
同
シ
ン
グ
ル
ス
の
宇
仁
田

ア
、
同
シ
ン
グ
ル
ス
の
宇
仁
田

啓
市
君
（
日
文
３
）、
女
子
ダ

啓
市
君
（
日
文
３
）、
女
子
ダ

ブ
ル
ス
、
荒
川
静
香
さ
ん
（
神

ブ
ル
ス
、
荒
川
静
香
さ
ん
（
神

文
４
）・
三
成
優
佳
さ
ん
（
初

文
４
）・
三
成
優
佳
さ
ん
（
初

教
４
）
ペ
ア
、
同
シ
ン
グ
ル
の

教
４
）
ペ
ア
、
同
シ
ン
グ
ル
の

海
保
優
香
さ
ん
（
中
文
１
）
の

海
保
優
香
さ
ん
（
中
文
１
）
の

２
回
戦
敗
退
が
最
高
だ
っ
た
。

２
回
戦
敗
退
が
最
高
だ
っ
た
。

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
＝
1111
月
５
月
５

日
・
６
日
に
、
千
葉
県
白
子
町

日
・
６
日
に
、
千
葉
県
白
子
町

で
平
成

で
平
成
2828
年
度
関
東
学
生
ソ
フ

年
度
関
東
学
生
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
秋
季
リ
ー
グ
戦
が
開

ト
テ
ニ
ス
秋
季
リ
ー
グ
戦
が
開

催
さ
れ
た
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

催
さ
れ
た
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

は
男
子
が
１
部
（
全

は
男
子
が
１
部
（
全
1111
部
中
）

部
中
）

に
、
女
子
は
５
部
（
全

に
、
女
子
は
５
部
（
全
1010
部

中
）
に
所
属
。
総
当
た
り
の
リ

中
）
に
所
属
。
総
当
た
り
の
リ

ー
グ
戦
で
、
男
子
は
１
勝
４

ー
グ
戦
で
、
男
子
は
１
勝
４

敗
、
勝
ち
点
１
の
５
位
、
女
子

敗
、
勝
ち
点
１
の
５
位
、
女
子

は
５
戦
全
勝
、
勝
ち
点
５
で
優

は
５
戦
全
勝
、
勝
ち
点
５
で
優

勝
を
果
た
し
た
。
女
子
は

勝
を
果
た
し
た
。
女
子
は
1111
月

1313
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
入
れ

日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
入
れ

替
え
戦
で
４
部
昇
格
を
め
ざ

替
え
戦
で
４
部
昇
格
を
め
ざ

す
。
す
。関

東
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
秋

季
リ
ー
グ
戦
男
子（
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
提
供
）

卓
球
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で

 

学
生
出
場

日頃の活動成果を披露第134回若木祭

　

本
学
の
学
園
祭
・
第

　

本
学
の
学
園
祭
・
第

１
３
４
回
若
木
祭

１
３
４
回
若
木
祭

が
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

が
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。

で
開
催
さ
れ
た
。
1111
月

２
日
午
後
５
時
に
前
夜

２
日
午
後
５
時
に
前
夜

祭
、
３
日
か
ら
５
日
ま

祭
、
３
日
か
ら
５
日
ま

で
本
祭
、
５
日
午
後
３

で
本
祭
、
５
日
午
後
３

時
に
は
後
夜
祭
が
行
わ

時
に
は
後
夜
祭
が
行
わ

れ
た
。

れ
た
。

　

１
２
０
周
年
記
念
２

　

１
２
０
周
年
記
念
２

号
館
、３
号
館
前
の
キ

号
館
、３
号
館
前
の
キ

ャ
ン
パ
ス
モ
ー
ル
下
に
は
、各
部
会
や
県
人
会
が
模
擬

ャ
ン
パ
ス
モ
ー
ル
下
に
は
、各
部
会
や
県
人
会
が
模
擬

店
を
出
店
し
、各
団
体
が
腕
に
よ
り
を
か
け
た
料
理
を

店
を
出
店
し
、各
団
体
が
腕
に
よ
り
を
か
け
た
料
理
を

提
供
。校
舎
内
で
は
、文
化
・
学
術
系
団
体
の
展
示
や
発

提
供
。校
舎
内
で
は
、文
化
・
学
術
系
団
体
の
展
示
や
発

表
会
、講
演
会
が
行
わ
れ
た
。ま
た
、３
号
館
前
の
キ
ャ

表
会
、講
演
会
が
行
わ
れ
た
。ま
た
、３
号
館
前
の
キ
ャ

ン
パ
ス
モ
ー
ル
下
や
１
３
０
周
年
記
念
５
号
館
ピ
ロ
テ

ン
パ
ス
モ
ー
ル
下
や
１
３
０
周
年
記
念
５
号
館
ピ
ロ
テ

ィ
―
で
は
、全
学
応
援
団
、体
育
系
部
会
の
演
武
や
吹
奏

ィ
―
で
は
、全
学
応
援
団
、体
育
系
部
会
の
演
武
や
吹
奏

楽
部
の
演
奏
、ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

楽
部
の
演
奏
、ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
が
随
時
披
露
さ
れ
た
。来
場
者
は
足
を
止
め
、

ン
ス
な
ど
が
随
時
披
露
さ
れ
た
。来
場
者
は
足
を
止
め
、

学
生
た
ち
の
発
表
に
声
援
・
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

学
生
た
ち
の
発
表
に
声
援
・
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

　

若
木
祭
開
催
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
２
日
目
に
は

　

若
木
祭
開
催
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
２
日
目
に
は

今
年
で

今
年
で
4444
回
目
と
な
っ
た
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
た
。
威

回
目
と
な
っ
た
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
た
。
威

勢
の
い
い
掛
け
声
と
と
も
に
学
生
ら
が
担
ぐ
神
輿
が
近

勢
の
い
い
掛
け
声
と
と
も
に
学
生
ら
が
担
ぐ
神
輿
が
近

隣
地
域
を
練
り
歩
い
た
。

隣
地
域
を
練
り
歩
い
た
。

　

３
日
目
の
午
後
２
時

　

３
日
目
の
午
後
２
時
3030
分
か
ら
は
体
育
連
合
会
主
催

分
か
ら
は
体
育
連
合
会
主
催

の
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
お
笑
い
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
た
。

の
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
お
笑
い
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
た
。

今
年
度
は
パ
ン
サ
ー
と
横
澤
夏
子
、
ザ
・
パ
ン
チ
の
３

今
年
度
は
パ
ン
サ
ー
と
横
澤
夏
子
、
ザ
・
パ
ン
チ
の
３

組
が
コ
ン
ト
や
漫
才
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

組
が
コ
ン
ト
や
漫
才
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　

百
周
年
記
念
館
４
階
記
念
講
堂
で
は
音
楽
系
サ
ー
ク

　

百
周
年
記
念
館
４
階
記
念
講
堂
で
は
音
楽
系
サ
ー
ク

ル
の
後
夜
祭
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
３
日
間
に
わ
た
る
若

ル
の
後
夜
祭
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
３
日
間
に
わ
た
る
若

木
祭
の
最
後
を
飾
っ
た
。

木
祭
の
最
後
を
飾
っ
た
。

第
71
回 「
2
0
1
6
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」
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第

　

第
4848
回
全
日
本
大
学
駅
伝
が

回
全
日
本
大
学
駅
伝
が
1111

月
６
日
、
愛
知
・
熱
田
神
宮
か
ら

月
６
日
、
愛
知
・
熱
田
神
宮
か
ら

三
重
・
伊
勢
の
神
宮
ま
で
の
全
８

三
重
・
伊
勢
の
神
宮
ま
で
の
全
８

区
間
、
全
長
１
０
６
・
８
キ
ロ
の

区
間
、
全
長
１
０
６
・
８
キ
ロ
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。
６
月
に
行

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。
６
月
に
行

わ
れ
た
関
東
地
区
予
選
会
を
突
破

わ
れ
た
関
東
地
区
予
選
会
を
突
破

し
、
２
年
連
続
４
回
目
と
な
る
本

し
、
２
年
連
続
４
回
目
と
な
る
本

学
陸
上
競
技
部
は
、
５
時
間

学
陸
上
競
技
部
は
、
５
時
間
2222
分

1111
秒
で
過
去
最
高
の
総
合
９
位
に

秒
で
過
去
最
高
の
総
合
９
位
に

入
っ
た
。
優
勝
は
、
青
山
学
院
大

入
っ
た
。
優
勝
は
、
青
山
学
院
大

学
。
学
。 　

　

全
日
本
大
学
駅
伝
は
、
出
雲
駅

　

全
日
本
大
学
駅
伝
は
、
出
雲
駅

伝
、
箱
根
駅
伝
と
な
ら
ぶ
学
生
３

伝
、
箱
根
駅
伝
と
な
ら
ぶ
学
生
３

　

東
都
大
学
野
球
秋
季
１
部
リ
ー
グ
（
９
月
５
日

　

東
都
大
学
野
球
秋
季
１
部
リ
ー
グ
（
９
月
５
日

〜
1010
月
2727
日
）
は
全
日
程
を
終
了
し
た
。
本
学
硬

日
）
は
全
日
程
を
終
了
し
た
。
本
学
硬

式
野
球
部
は
６
勝
１
分
７
敗
な
が
ら
も
５
つ
の
対

式
野
球
部
は
６
勝
１
分
７
敗
な
が
ら
も
５
つ
の
対

戦
カ
ー
ド
で
ス
ト
レ
ー
ト
負
け
を
喫
す
る
こ
と
な

戦
カ
ー
ド
で
ス
ト
レ
ー
ト
負
け
を
喫
す
る
こ
と
な

く
、
完
全
優
勝
の
日
本
大
学
を
苦
し
め
る
な
ど
善

く
、
完
全
優
勝
の
日
本
大
学
を
苦
し
め
る
な
ど
善

戦
し
た
。
チ
ー
ム
成
績
は
勝
ち
点
２
で
昨
年
よ
り

戦
し
た
。
チ
ー
ム
成
績
は
勝
ち
点
２
で
昨
年
よ
り

順
位
を
１
つ
上
げ
た
４
位
。

順
位
を
１
つ
上
げ
た
４
位
。

　

開
幕
カ
ー
ド
の
相
手
、
専
修
大
学
か
ら
勝
ち
点

　

開
幕
カ
ー
ド
の
相
手
、
専
修
大
学
か
ら
勝
ち
点

を
挙
げ
勢
い
に
乗
り
迎
え
た

を
挙
げ
勢
い
に
乗
り
迎
え
た
1010
月
1212
日
、
今
季
完

日
、
今
季
完

全
優
勝
を
果
た
し
た
日
大
を
苦
し
め
る
試
合
を
展

全
優
勝
を
果
た
し
た
日
大
を
苦
し
め
る
試
合
を
展

開
。
山
岡
就
也
君
（
健
体
２
）、
宮
内
崇
匡
君

開
。
山
岡
就
也
君
（
健
体
２
）、
宮
内
崇
匡
君

（
神
文
３
）、
山
口
和
哉
君
（
法
２
）
の
３
人
の

（
神
文
３
）、
山
口
和
哉
君
（
法
２
）
の
３
人
の

継
投
で
延
長

継
投
で
延
長
1515
回
を
守
り
抜
き
、
０

回
を
守
り
抜
き
、
０
―
０
の
引
き

０
の
引
き

分
け
に
持
ち
込
ん
で
持
ち
前
の
粘
り
強
さ
を
み
せ

分
け
に
持
ち
込
ん
で
持
ち
前
の
粘
り
強
さ
を
み
せ

た
。
た
。

　

1010
月
2727
日
に
迎
え
た
最
終
戦
の
対
戦
相
手
は
１

日
に
迎
え
た
最
終
戦
の
対
戦
相
手
は
１

勝
１
敗
の
亜
細
亜
大
学
。
１
年
生
の
投
手
、
小
玉

勝
１
敗
の
亜
細
亜
大
学
。
１
年
生
の
投
手
、
小
玉

和
樹
君
（
史
１
）
を
は
じ
め
伊
藤
雅
人
君
（
経
ネ

和
樹
君
（
史
１
）
を
は
じ
め
伊
藤
雅
人
君
（
経
ネ

１
）、
井
古
田
拓
巳
君
（
健
体
１
）、
貞
光
広
登
君

１
）、
井
古
田
拓
巳
君
（
健
体
１
）、
貞
光
広
登
君

（
経
１
）
ら
が
出
場
。
途
中
で
平
古
場
祐
作
君

（
経
１
）
ら
が
出
場
。
途
中
で
平
古
場
祐
作
君

（
経
ネ
１
）
が
マ
ス
ク
を
か
ぶ
る
な
ど
１
・
２
年

（
経
ネ
１
）
が
マ
ス
ク
を
か
ぶ
る
な
ど
１
・
２
年

生
中
心
で
試
合
に
臨
ん
だ
。
進
藤
逸
君
（
経
２
）

生
中
心
で
試
合
に
臨
ん
だ
。
進
藤
逸
君
（
経
２
）

の
２
塁
打
な
ど
が
出
る
も
つ
な
が
ら
ず
、
０

の
２
塁
打
な
ど
が
出
る
も
つ
な
が
ら
ず
、
０
―
1010

で
敗
れ
た
。
小
玉
君
に
３
イ
ニ
ン
グ
、
山
口
君
に

で
敗
れ
た
。
小
玉
君
に
３
イ
ニ
ン
グ
、
山
口
君
に

２
イ
ニ
ン
グ
を
任
せ
、
横
井
佑
弥
君
（
健
体
２
）

２
イ
ニ
ン
グ
を
任
せ
、
横
井
佑
弥
君
（
健
体
２
）

を
先
発
捕
手
に
起
用
す
る
な
ど
来
季
を
見
据
え
た

を
先
発
捕
手
に
起
用
す
る
な
ど
来
季
を
見
据
え
た

采
配
だ
っ
た
。

采
配
だ
っ
た
。

　

表
彰
選
手
は
残
念
な
が
ら
い
な
か
っ
た
も
の

　

表
彰
選
手
は
残
念
な
が
ら
い
な
か
っ
た
も
の

の
、
チ
ー
ム
内
打
率
は
山
崎
剛
君
（
経
営
３
）
が

の
、
チ
ー
ム
内
打
率
は
山
崎
剛
君
（
経
営
３
）
が

・
３
１
７
で
ト
ッ
プ
。
防
御
率
で
は
清
水
昇
君

・
３
１
７
で
ト
ッ
プ
。
防
御
率
で
は
清
水
昇
君

（
日
文

（
日
文
２
）が
２
・
７
４
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

が
２
・
７
４
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

順位 大学名 総合タイム
1位 青山学院大学 5:15'15
2位 早稲田大学 5:16'11
3位 山梨学院大学 5:16'50
4位 駒澤大学 5:17'41
5位 中央学院大学 5:19'36
6位 東洋大学 5:19'49

以上、シード権獲得
7位 東海大学 5:20'55
8位 拓殖大学 5:21'16
9位 国学院大学 5:22'11
10位 帝京大学 5:22'30
11位 明治大学 5:23'19
12位 日本大学 5:23'45
13位 日本体育大学 5:23'51
14位 国士舘大学 5:27'02
15位 大東文化大学 5:27'46
16位 立命館大学 5:30'40
17位 京都産業大学 5:31'37
18位 大阪経済大学 5:33'46
19位 東北大学 5:33'49
20位 日本文理大学 5:34'20
21位 広島経済大学 5:34'32
22位 岐阜経済大学 5:34'41
23位 北海道教育大学 5:37'37
24位 新潟大学 5:37'48
25位 関西大学 5:38'33
OP 全日本大学選抜 5:36'41
OP 東海学連選抜 5:30'08

OPはオープン参加

総合成績

出場選手成績出場選手成績
区間 氏　名 学　年 タイム 区間順位
1 細森　大輔 法　4 44'03 7
2 蜂須賀　源 健体4 39'19 12
3 青木　祐人 経ネ1 28'16 10
4 稲毛　悠太 経ネ4 42'26 12
5 土方　英和 健体1 35'27 4
6 熊耳　智貴 法　3 36'23 6
7 蜂屋　瑛拡 法　2 35'21 6
8 國澤　優志 神文3 1:00'56 13

陸
上
競
技
部

東都秋季リーグ戦 健闘４位東都秋季リーグ戦 健闘４位硬式野球部

伊
勢
路
を
力
走 

総
合
９
位

学
生
３
大
駅
伝
で
初
の
一
桁
順
位

大
駅
伝
の
一
つ
。
当
日
は
晴
天
に

大
駅
伝
の
一
つ
。
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
午
前
８
時
５
分
に
レ
ー
ス

恵
ま
れ
午
前
８
時
５
分
に
レ
ー
ス

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
１
区
の
細
森

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
１
区
の
細
森

大
輔
君
（
法
４
）
が
区
間
７
位
で

大
輔
君
（
法
４
）
が
区
間
７
位
で

好
位
置
に
つ
け
る
と
、
５
区
・
土

好
位
置
に
つ
け
る
と
、
５
区
・
土

方
英
和
君
（
健
体
１
）
が
区
間
４

方
英
和
君
（
健
体
１
）
が
区
間
４

位
、
６
区
・
熊
耳
智
貴
君
（
法

位
、
６
区
・
熊
耳
智
貴
君
（
法

３
）、
７
区
・
蜂
屋
瑛
拡
君
（
法

３
）、
７
区
・
蜂
屋
瑛
拡
君
（
法

２
）
が
い
ず
れ
も
区
間
６
位
と
好

２
）
が
い
ず
れ
も
区
間
６
位
と
好

走
し
、
過
去
最
高
の
９
位
で
ゴ
ー

走
し
、
過
去
最
高
の
９
位
で
ゴ
ー

ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た
。
一
桁
順
位

ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た
。
一
桁
順
位

は
、
学
生
３
大
駅
伝
で
初
。

は
、
学
生
３
大
駅
伝
で
初
。

　

レ
ー
ス
を
終
え
前
田
康
弘
監
督

　

レ
ー
ス
を
終
え
前
田
康
弘
監
督

は
「
目
標
の
８
位
を
達
成
で
き
な

は
「
目
標
の
８
位
を
達
成
で
き
な

か
っ
た
の
は
課
題
。
箱
根
駅
伝
シ

か
っ
た
の
は
課
題
。
箱
根
駅
伝
シ

ー
ド
獲
得
に
向
け
て
、
チ
ー
ム
一

ー
ド
獲
得
に
向
け
て
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
戦
っ
て
い
き
た
い
」

丸
と
な
っ
て
戦
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
主
将
の
蜂
須
賀
源
君
（
健
体

と
、
主
将
の
蜂
須
賀
源
君
（
健
体

4
）
は
、「
後
半
の
区
間
で
一
人

）
は
、「
後
半
の
区
間
で
一
人

一
人
が
力
を
出
し
切
っ
て
く
れ
た

一
人
が
力
を
出
し
切
っ
て
く
れ
た

こ
と
で
９
位
に
つ
な
が
っ
た
と
思

こ
と
で
９
位
に
つ
な
が
っ
た
と
思

う
。
個
々
の
課
題
は
あ
る
が
、
一

う
。
個
々
の
課
題
は
あ
る
が
、
一

桁
順
位
は
自
信
に
な
っ
た
。
気
を

桁
順
位
は
自
信
に
な
っ
た
。
気
を

引
き
締
め
て
箱
根
駅
伝
に
向
け
て

引
き
締
め
て
箱
根
駅
伝
に
向
け
て

戦
っ
て
い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ

戦
っ
て
い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ

次
な
る
戦
い
へ
決
意
を
新
た
に
し

次
な
る
戦
い
へ
決
意
を
新
た
に
し

て
い
た
。

て
い
た
。

１区・スタート地点での応援

１区・細森君１区・細森君

５区・土方君５区・土方君

ゴール付近での応援ゴール付近での応援

６区・熊耳君６区・熊耳君
７区・蜂屋君７区・蜂屋君

８区・國澤君（皇學館大学提供）８区・國澤君（皇學館大学提供）

２区・蜂須賀君２区・蜂須賀君
３区・青木君３区・青木君

４区・稲毛君４区・稲毛君

山
岡
就
也
君



小田原
中継所

平塚
中継所

大手町

鶴見
中継所

戸塚
中継所

箱根
芦ノ湖

芦ノ湖

往路１月２日（月）
（大手町➡箱根芦ノ湖）

復路１月３日（火）
（箱根芦ノ湖➡大手町）

１区

２区

３区
４区

５区

６区

７区 ８区

９区

10区

鶴見⬅大手町
スタート付近　大手町・国学院大学指定場所
※後日、ホームページ等でお知らせします
①ＪＲ・京浜急行品川駅前
７：50集合 ８：20頃通過予定

②京浜急行大森海岸駅前
８：00集合 ８：30頃通過予定

③六郷橋入口（東京都側／京浜急行六郷土手駅下車すぐ）
８：20集合 ８：50頃通過予定

１区
小田原⬅平塚
①ＪＲ二宮駅前（横浜銀行二宮支店前）
11：05集合 11：35頃通過予定

②ＪＲ国府津駅前
11：20集合 11：50頃通過予定

③小田原市民会館前交差点側 さがみ信用金庫本店前
11：40集合 12：10頃通過予定

４区

箱根⬅小田原
①箱根登山鉄道大平台駅前
12：15集合 12：45頃通過予定

②箱根登山鉄道宮ノ下駅入口
12：20集合 12：50頃通過予定

③小涌谷踏切側　箱根ガス石油㈱前
12：25集合 12：55頃通過予定

ゴール付近　元箱根・国学院大学指定場所
※後日、ホームページ等でお知らせします

５区

戸塚⬅鶴見
①京浜急行新子安駅前
８：45集合 ９：15頃通過予定

②保土ヶ谷橋交差点
９：10集合 ９：40頃通過予定

２区

平塚⬅戸塚
②国道134号線　茅ヶ崎公園野球場交差点
10：25集合 10：55頃通過予定

３区

箱根➡小田原
スタート付近　元箱根・国学院大学指定場所
※後日、ホームページ等でお知らせします
①箱根登山鉄道大平台駅前
８：05集合 ８：35頃通過予定

②箱根登山鉄道箱根湯本駅前
８：20集合 ８：50頃通過予定

６区

小田原➡平塚
①ＪＲ国府津駅前
８：55集合 ９：25頃通過予定

②ＪＲ二宮駅前
９：05集合 ９：35頃通過予定

７区

平塚➡戸塚
①国道134号線　茅ヶ崎公園野球場交差点
９：55集合 10：25頃通過予定

８区

鶴見➡大手町
①京浜急行蒲田駅前
12：05集合 12：35頃通過予定

②京浜急行大森海岸駅前
12：15集合 12：45頃通過予定

③ＪＲ・京浜急行品川駅前
12：30集合 13：00頃通過予定

ゴール付近　大手町・国学院大学指定場所
※後日、ホームページ等でお知らせします

10区

戸塚➡鶴見
①保土ヶ谷橋交差点
11：10集合 11：40頃通過予定

②洲崎大神参道入口及び金光教神奈川教会前
11：25集合 11：55頃通過予定

③京浜急行新子安駅前
11：35集合 12：05頃通過予定

９区

　

第

　

第
9393
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学

回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学

駅
伝
競
走
（
関
東
学
生
陸
上
競
技

駅
伝
競
走
（
関
東
学
生
陸
上
競
技

連
盟
主
催
）
の
出
場
権
を
か
け
た

連
盟
主
催
）
の
出
場
権
を
か
け
た

予
選
会
が
、

予
選
会
が
、
1010
月
1515
日
午
前
９
時

日
午
前
９
時

3535
分
に
立
川
市
・
陸
上
自
衛
隊
立

分
に
立
川
市
・
陸
上
自
衛
隊
立

川
駐
屯
地
を
ス
タ
ー
ト
し
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川
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本
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の
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ム
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本
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出
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う
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時
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法

　

個
人
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森
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４
）
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に
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に
入
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・
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２
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３
日
に
東
京
・
大
手
町
読
売
新
聞

社
東
京
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社
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京
本
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前
か
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奈
川
・
箱

根
芦
ノ
湖
ま
で
の
往
復
で
、
シ
ー

根
芦
ノ
湖
ま
で
の
往
復
で
、
シ
ー

ド
校
ド
校
1010
校
（
青
山
学
院
大
学
、
東

校
（
青
山
学
院
大
学
、
東

洋
大
学
、
駒
沢
大
学
、
早
稲
田
大

洋
大
学
、
駒
沢
大
学
、
早
稲
田
大

学
、
東
海
大
学
、
順
天
堂
大
学
、

学
、
東
海
大
学
、
順
天
堂
大
学
、

日
本
体
育
大
学
、
山
梨
学
院
大

日
本
体
育
大
学
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山
梨
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学
、
中
央
学
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学
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中
央
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京
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今
回
の
予
選
会
通
過
校

学
）、
今
回
の
予
選
会
通
過
校
1010

順位 大学名 合計タイム

１位 大東文化大学 10時間８分07秒

２位 明 治 大 学 10時間８分17秒

３位 創 価 大 学 10時間10分09秒

４位 法 政 大 学 10時間10分18秒

５位 神 奈 川 大 学 10時間11分47秒

６位 上 武 大 学 10時間12分12秒

７位 拓 殖 大 学 10時間12分36秒

８位 国 学 院 大 学 10時間14分09秒

９位 国 士 舘 大 学 10時間14分45秒

10位 日 本 大 学 10時間16分17秒
以上、出場権獲得

箱根駅伝予選会突破
―２大会ぶり10度目の箱根路へ―

　本学と国学院大学駅伝応援の会（坂本真佐人会長）、国学院
大学院友会、若木育成会では、箱根駅伝当日の沿道に応援ポ
イント（下図参照）を設け、選手に声援を送る予定だ。
　本学では、各応援ポイントでの応援、幟の設置、沿道の清掃
などを行う学生応援ボランティアを募集する。参加者には、
大学オリジナル応援グッズを進呈。希望者は、申込用紙に必
要事項を記入し、学生生活課・たまプラーザ事務課に提出を。
12月９日（金）まで申し込みを受け付ける。詳しくは学生生
活課（☎０３・５４６６・０１４５）まで。
　広報課では、「箱根駅伝Twitterで応援キャンペーン」を実
施する。沿道やテレビの前での応援の様子、選手へのメッセ
ージなどをご自身のツイッターアカウントから、ハッシュタ
グ「＃箱根駅伝93国学院」をつけて投稿を。

沿道から、全国から選手にエールを
学生応援ボランティアを募集
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前
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確
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は
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課
題
は
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み
」
と
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な
る
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み
」
と
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な
る

飛
躍
を
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の
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須
賀
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躍
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（
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ト
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も
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ト

ッ
プ
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し
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の
１
年
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で
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は
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な
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と
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な
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る
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。
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